
計画の区分： 学部の設置

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学部名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学新設の場合：「○○大学」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０２５-２６２-６２４８

　　　ｅ－mail　　planning@adm.niigata-u.ac.jp

　　　電話番号　　０２５-２６２-６０２６

　　　（夜間）　　０２５-２６２-６０２６

　作成担当者

　　担当部局（課）名  総務部企画課

　　　職名・氏名　 学事
ガ ク ジ

･渉外
ショウガイ

係長
    カカリチョウ

　・高橋
タカハシ

　俊幸
トシユキ

国立大学法人新潟大学　　
平成３０年５月１日現在

新潟大学　創生学部　創生学修課程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【意見伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

[平成29年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

大学番号：国０３４

意見伺い



＜創生学修課程＞

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　８９

目次

創生学部

ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５

４．ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・　９０

５．教員組織の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９４

６．留意事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・１７４

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７８



設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（タカハシ　スガタ）

髙　橋　　姿

（平成26年2月）

（ ナルミ　タカツネ ）

鳴海　敬倫

（平成29年４月）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　新潟大学

学 部 長

（４） 管理運営組織

（２） 大　学　名

学　　長

職　　名

　　　　新潟大学

　　　　新潟県新潟市西区五十嵐２の町８０５０番地

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　記入してください。

　　　〒９５０－２１８１

（３） 大学の位置

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２７年度開設の４年制の学科の場合（平成３０年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

創生学部
創生学修課程

学士（学術）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

521 - 224 -

(　-  ) (  -　) (　-  ) (  -　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

357 - 163 -

(　-  ) (  -　) (　-  ) (  -　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

76 - 74 -

(　-  ) (  -　) (　-  ) (  -　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

71 - 72 -

(　-  ) (  -　) (　-  ) (  -　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

(　　 　)Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.09倍

65 65

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

平均入学定員
超 過 率

1.09 1.10

(　　 　)

[  -　] [  -　] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

(　-  )

備　　考

(　-  )

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

文学関係，法学
関係，経済学関
係，社会学・社
会福祉学関係，
理学関係，工学
関係，農学関係

4

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

年 人 人

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

65
-

260

年次

調査対象学部等の
名称（学位） 編入学定員 収容定員
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

71 - 72 -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

(　-  ) (　-  ) (　-  ) (　-  ) （　　） （　　）

69 -

[ - ] [ - ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

(　-  ) (　-  ) （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

（　 -　　） （　 -　　） （　　　　 ）

備　　　　　考
平成３１年度

（　　　　 ）

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

計

71 141

[　-  ] [　-  ] [　　　　 ] [　　　　 ]

１年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度

２年次

３年次

平成３２年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

71 人 2 人 平成２９年度 2 人 0 人 他の教育機関への入学・転学

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３３年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

平成３３年度 人 人

平成３４年度 人 人

212 人 2 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 2
平成２９年度の在学者数（ｂ） 71

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 141

【平成３１年度】

平成３１年度の退学者数（ａ）
平成３１年度の在学者数（ｂ）

【平成３２年度】

平成３２年度の退学者数（ａ）
平成３２年度の在学者数（ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

合　　計

人平成３１年度

人平成３２年度 人

人

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

退学者数

在学者数（b） 退学者数（a）
内訳

人0人141

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

=

=

=

=

=

=

=

= ％

2.81 ％

0 ％

％
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（１）ー① 授業科目表

【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

創生学修入門 1① 1 1 1 創生学修入門 1① 1 1 1

リフレクションデザインⅠ 1① 2 2 2 リフレクションデザインⅠ 1① 2 1 1

スタディスキルズ（大学学習法） 1① 2 1 3 スタディスキルズ（大学学習法） 1① 2 2

フィールドスタディーズ（学外学修） 1② 6 2 2 フィールドスタディーズ（学外学修） 1② 6 2 4

リテラシー基礎 1③ 2 2 2 リテラシー基礎 1③ 2 2 2

基礎ゼミⅠ 1①～② 2 4 6 基礎ゼミⅠ 1①～② 2 4 6

基礎ゼミⅡ 1③～④ 2 4 6 基礎ゼミⅡ 1③～④ 2 4 6

アカデミック英語（リーディング） 1①～② 1 20

アカデミック英語Ｒ１ 1・2① 0.5 31

アカデミック英語Ｒ２ 1・2② 0.5 31

アカデミック英語（リスニング） 1①～② 1 12

アカデミック英語Ｌ１ 1・2① 0.5 20

アカデミック英語Ｌ２ 1・2② 0.5 20

基礎英語 1・2③～④ 1 13 基礎英語 1・2③～④ 1 24

アカデミック英語（ライティング） 1・2③～④ 1 20

アカデミック英語Ｗ 1・2③～④ 1 26

外国語ベーシックⅠ(1)独語仏語伊語 1・2①～② 2 3

外国語ベーシックⅠ(2)独語西語露語 1・2①～② 2 3

外国語ベーシックⅠ(3)独語仏語中語 1・2①～② 2 3

外国語ベーシックⅠ(4)中語朝語ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語 1・2①～② 2 3

外国語ベーシックⅠ(5)（文字論） 1・2①～② 2 1

外国語ベーシックⅠ-1a（ドイツ語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-1b（フランス語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-2a（フランス語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-2b（ドイツ語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-3a（中国語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-3b（朝鮮語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-4a（朝鮮語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-4b（中国語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-5a（ドイツ語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-5b（スペイン語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-6a（スペイン語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-6b（ドイツ語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-7a（ドイツ語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-7b（イタリア語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-8a（イタリア語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-8b（ドイツ語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-9a（フランス語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-9b（ロシア語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-10a（ロシア語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-10b（フランス語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-11a（中国語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-11b（インドネシア語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-11a（インドネシア語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-12b（中国語） 2② 1 1
外国語ベーシックⅠ-13a（古典古代ギリシア語） 2① 1 1
外国語ベーシックⅠ-13b（古代ローマ帝国ラテン語） 2② 1 1
外国語ベーシックⅠ-14a（古代ローマ帝国ラテン語） 2① 1 1
外国語ベーシックⅠ-14b（古典古代ギリシア語） 2② 1 1

外国語ベーシックI-15a（ドイツ語） 2① 1 1

外国語ベーシックI-15b（中国語） 2② 1 1

外国語ベーシックI-16a（中国語） 2① 1 1

外国語ベーシックI-16b（ドイツ語） 2② 1 1

ドイツ語インテンシブⅠ 1・2①～② 4 3

ドイツ語インテンシブⅡ 1・2③～④ 4 3

ドイツ語インテンシブⅠA 2① 2 4

ドイツ語インテンシブⅠB 2② 2 4

ドイツ語インテンシブⅡ 2③～④ 4 4

ドイツ語スタンダードⅠ 1・2①～② 3 4

ドイツ語スタンダードⅡ 1・2③～④ 3 4

２　授業科目の概要

＜創生学部　創生学修課程＞

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

初
修
外
国
語

初
修
外
国
語

兼

任

・

兼

担

導
入
・
転
換

教
育
科
目

導
入
・
転
換

教
育
科
目

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

英
語

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

英
語

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

5



【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

ドイツ語スタンダード IA 2① 1.5 9

ドイツ語スタンダード IB 2② 1.5 9

ドイツ語スタンダード II 2③～④ 3 9

ドイツ語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 6

ドイツ語ベーシック II 2③～④ 3 6

コミュニケーション・ドイツ語Ａ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・ドイツ語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｂ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・ドイツ語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｃ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・ドイツ語Ｃ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｄ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・ドイツ語Ｄ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｅ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｆ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・ドイツ語Ｆ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｈ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・ドイツ語Ｈ 2③～④ 2 1

ドイツ語セミナーＡ 1・2①～② 2 1 ドイツ語セミナーＡ 2①～② 2 1

ドイツ語セミナーＢ 1・2①～② 2 1 ドイツ語セミナーＢ 2①～② 2 1

ドイツ語セミナーＣ 1・2①～② 2 1 ドイツ語セミナーＣ 2③～④ 2 1

ドイツ語セミナーＤ 1・2①～② 2 1 ドイツ語セミナーＤ 2③～④ 2 1

ドイツ語ベーシックプラスＡ 3①～② 2 1

ドイツ語ベーシックプラスB 3③～④ 2 1

フランス語インテンシブⅠ 1・2①～② 4 1

フランス語インテンシブⅡ 1・2③～④ 4 1

フランス語インテンシブ IA 2① 2 3

フランス語インテンシブ IB 2② 2 3

フランス語インテンシブⅡ 2③～④ 4 3

フランス語スタンダードⅠ 1・2①～② 3 3

フランス語スタンダードⅡ 1・2③～④ 3 3

フランス語スタンダード IA 2① 1.5 6

フランス語スタンダード IB 2② 1.5 6

フランス語スタンダード II 2③～④ 3 6

フランス語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 2

フランス語ベーシック II 2③～④ 3 4

コミュニケーション・フランス語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｃ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・フランス語Ｃ 2①～② 2 1

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語
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【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

コミュニケーション・フランス語Ｄ 2①～② 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｅ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｆ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｇ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｈ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・フランス語Ｈ 2③～④ 2 1

フランス語セミナーＡ 2①～② 2 1

フランス語セミナーＢ 2③～④ 2 1

フランス語ベーシックプラスＡ 3①～② 2 1

フランス語ベーシックプラスＢ 3③～④ 2 1

ロシア語インテンシブⅠ 1・2①～② 4 1 ロシア語インテンシブ IA 2① 2 2

ロシア語インテンシブ IB 2② 2 2

ロシア語インテンシブⅡ 1・2③～④ 4 1 ロシア語インテンシブⅡ 2③～④ 4 2

ロシア語スタンダードⅠ 1・2①～② 3 1 ロシア語スタンダード IA 2① 1.5 2

ロシア語スタンダード IB 2② 1.5 2

ロシア語スタンダードⅡ 1・2③～④ 3 1 ロシア語スタンダード II 2③～④ 3 2

ロシア語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 1 ロシア語ベーシックⅡ 2③～④ 3 2

コミュニケーション・ロシア語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ロシア語Ｂ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・ロシア語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ロシア語Ｃ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・ロシア語Ｃ 2③～④ 2 1

ロシア語セミナーＡ 1・2①～② 2 1 ロシア語セミナーＡ 2①～② 2 1

ロシア語セミナーＢ 2③～④ 2 1

ロシア語ベーシックプラスＡ 3①～② 2 1

ロシア語ベーシックプラスＢ 3③～④ 2 1

中国語インテンシブⅠ 1・2①～② 4 2

中国語インテンシブⅡ 1・2③～④ 4 2

中国語インテンシブ IA 2① 2 3

中国語インテンシブ IB 2② 2 3

中国語インテンシブⅡ 2③～④ 4 3

中国語スタンダードⅠ 1・2①～② 3 5

中国語スタンダードⅡ 1・2③～④ 3 5

中国語スタンダード IA 2① 1.5 10

中国語スタンダード IB 2② 1.5 10

中国語スタンダード II 2③～④ 3 10

中国語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 1 中国語ベーシックⅡ 2③～④ 3 2

コミュニケーション・中国語Ａ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・中国語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・中国語Ｂ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・中国語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・中国語Ｃ 2①～② 2 2

コミュニケーション・中国語Ｄ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・中国語Ｄ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｅ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｆ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・中国語Ｆ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｇ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｈ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｊ 2③～④ 2 1

上海語演習 1・2③～④ 2 1 上海語演習 2③～④ 2 1

中国語セミナーＡ 2①～② 2 1

中国語セミナーＢ 2①～② 2 1

中国語セミナーＣ 2③～④ 2 1

中国語セミナーＤ 2③～④ 2 1

中国語セミナーＫ 2①～② 2 1

中国語セミナーＬ 2③～④ 2 1

中国語ベーシックプラスA 3①～② 2 1

中国語ベーシックプラスB 3③～④ 2 1

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語
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【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

朝鮮語インテンシブⅠ 1・2①～② 4 2 朝鮮語インテンシブ IA 2① 2 2

朝鮮語インテンシブ IB 2② 2 2

朝鮮語インテンシブⅡ 1・2③～④ 4 3 朝鮮語インテンシブⅡ 2③～④ 4 2

朝鮮語スタンダードⅠ 1・2①～② 3 1

朝鮮語スタンダードⅡ 1・2③～④ 3 1

朝鮮語スタンダード IA 2① 1.5 3

朝鮮語スタンダード IB 2② 1.5 3

朝鮮語スタンダード II 2③～④ 3 3

朝鮮語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 1 朝鮮語ベーシックⅡ 2③～④ 3 1

コミュニケーション・朝鮮語Ａ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・朝鮮語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・朝鮮語Ｂ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・朝鮮語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・朝鮮語Ｃ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・朝鮮語Ｃ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・朝鮮語Ｄ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・朝鮮語Ｄ 2③～④ 2 1

朝鮮語セミナーＡ 1・2①～② 2 1 朝鮮語セミナーＡ 2①～② 2 1

朝鮮語セミナーＢ 1・2③～④ 2 1 朝鮮語セミナーＢ 2③～④ 2 1

朝鮮語ベーシックプラスA 3①～② 2 1

朝鮮語ベーシックプラスB 3③～④ 2 1

スペイン語スタンダードⅠ 1・2①～② 3 1 スペイン語スタンダード IA 2① 1.5 1

スペイン語スタンダード IB 2② 1.5 1

スペイン語スタンダードⅡ 1・2③～④ 3 1 スペイン語スタンダードⅡ 2③～④ 3 1

スペイン語スタンダードⅢ 1・2①～② 1 1 スペイン語スタンダードⅢ 2①～② 1 1

スペイン語スタンダードⅣ 1・2③～④ 1 1 スペイン語スタンダードⅣ 2③～④ 1 1

スペイン語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 2 スペイン語ベーシックⅡ 2③～④ 3 2

コミュニケーション・スペイン語Ａ 1・2①～② 2 1 コミュニケーション・スペイン語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・スペイン語Ｂ 1・2③～④ 2 1 コミュニケーション・スペイン語Ｂ 2③～④ 2 1

スペイン語セミナーＡ 1・2①～② 2 1 スペイン語セミナーＡ 1・2①～② 2 1

スペイン語セミナーＢ 2①～② 2 1

イタリア語スタンダード IA 2① 1.5 2

イタリア語スタンダード IB 2② 1.5 2

イタリア語スタンダードⅡ 2③～④ 3 2

イタリア語スタンダードⅢ 2③～④ 1 1

イタリア語スタンダードⅣ 2③～④ 1 1

イタリア語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 1 イタリア語ベーシックⅡ 2③～④ 3 2

イタリア語セミナーＡ 1・2③～④ 2 1 イタリア語セミナーＡ 1・2①～② 2 1

イタリア語セミナーＢ 2③～④ 2 1

インドネシア語ベーシックⅡ 1・2③～④ 3 1 インドネシア語ベーシックⅡ 2③～④ 3 1

外国語スペシャルＡ 1・2①～② 2 1

外国語スペシャルＢ 1・2①～② 2 1

外国語スペシャルＣ 1・2①～② 2 1

外国語セミナーＡ 1・2①～② 2 1

外国語セミナーＢ 1・2①～② 2 1

外国語セミナーＣ 1・2①～② 2 1

外国語セミナーＤ 1・2③～④ 2 1

外国語セミナーＥ 1・2③～④ 2 1

外国語セミナーＦ 1・2③～④ 2 1

古代エジプト神聖文字文Ａ 2・3・4③ 1 1

古代エジプト神聖文字文Ｂ 2・3・4④ 1 1

古代ローマ帝国ラテン語Ａ 2・3・4③ 1 1

古代ローマ帝国ラテン語Ｂ 2・3・4④ 1 1

古典古代ギリシア語Ａ 2・3・4③ 1 1

古典古代ギリシア語Ｂ 2・3・4④ 1 1

情報処理・データ分析 1④ 2 2 情報処理・データ分析 1④ 2 2

データサイエンス基礎 2① 2 1 データサイエンス基礎 2① 2 1 1

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語
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【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

データサイエンス実践Ａ 2② 2 1 データサイエンス実践Ａ 2② 2 1

データサイエンス実践Ｂ 2③ 2 3 1 データサイエンス実践Ｂ 2③ 2 3

データサイエンス実践Ｃ 2④ 2 1 2 データサイエンス実践Ｃ 2④ 2 1 2
Academic Listening & Speaking(S.P.A.C.E. Phase 1) 2①～② 1 3

Academic Writing(S.P.A.C.E. Phase 1) 2①～② 1 2

Academic Reading(S.P.A.C.E. Phase 1) 2①～② 1 2
Topic Based Oral Communication(S.P.A.C.E. Phase 2) 2③～④ 1 2

Topic Based Research Skills(S.P.A.C.E. Phase 2) 2③～④ 1 2
Content Lecture & Language Lab 1(S.P.A.C.E. Phase 2) 2③～④ 1 2

P.A.C.E.（Academic Listening & Speaking） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Reading Ⅰ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Writing Ⅰ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Oral Communication） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Writing Ⅱ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Reading Ⅱ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Research Writing Skills） 2③～④ 1 2

P.A.C.E.（Research Skills） 2③～④ 1 2

P.A.C.E.（Presentation Skills） 2③～④ 1 2

基礎ゼミⅢ 2①～② 2 4 6 基礎ゼミⅢ 2①～② 2 4 6

基礎ゼミⅣ 2③～④ 2 4 6 基礎ゼミⅣ 2③～④ 2 4 6

プロジェクトゼミⅠ 3①～② 2 4 6 プロジェクトゼミⅠ 3①～② 2 4 7

プロジェクトゼミⅡ 3③～④ 2 4 6 プロジェクトゼミⅡ 3③～④ 2 4 7

ソリューションラボⅠ 4①～② 4 5 7 ソリューションラボⅠ 4①～② 4 5 7

ソリューションラボⅡ 4③～④ 4 5 7 ソリューションラボⅡ 4③～④ 4 5 7

リテラシー応用Ａ 2・3① 2 1 1 リテラシー応用Ａ 2・3① 2 1 1

リテラシー応用Ｂ 2・3① 2 2 リテラシー応用Ｂ 2・3① 2 2

リテラシー応用Ｃ 2・3① 2 1 1 リテラシー応用Ｃ 2・3① 2 1 1

リテラシー応用Ｄ 2・3② 2 2 リテラシー応用Ｄ 2・3② 2 2

リテラシー応用Ｅ 2・3② 2 2 リテラシー応用Ｅ 2・3② 2 2

フィールドスタディーズコーディネート 3・4② 2 1 フィールドスタディーズコーディネート 3・4② 2 2 4

地域・国際交流Ａ 2② 2 1 1 1 地域・国際交流Ａ 2② 2 2 2

地域・国際交流Ｂ 3② 2 1 1 1 地域・国際交流Ｂ 3② 2 3 1

リフレクションデザインⅢ 4② 1 6 リフレクションデザインⅢ 4② 1 7 1

リフレクションデザインⅣ 4④ 1 4 6 リフレクションデザインⅣ 4④ 1 5 7

学修成果
総括科目

学修成果
総括科目

リ
テ
ラ
シ
ー

コ
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・
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解
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践
科
目
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科
目

課
題
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（
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Ｂ
Ｌ
）

中
心
の
科
目
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題
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Ｐ
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の
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目
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科目
区分

授業科目の名称
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年次

単位数 専任教員等の配置
兼
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・

兼

担

兼

任

・
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担

科目
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授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

リフレクションデザインⅡ 1③ 2 1 1 リフレクションデザインⅡ 1③ 2 7 1

領域概説Ａ（経済学） 1④ 2 1 領域概説Ａ（経済学） 1④ 2 1

領域概説Ｂ（理学） 1④ 2 1 領域概説Ｂ（理学） 1④ 2 1

領域概説Ｃ（人文学） 1④ 2 1 領域概説Ｃ（人文学） 1④ 2 1

領域概説Ｄ（法学） 1④ 2 1 領域概説Ｄ（法学） 1④ 2 1

領域概説Ｅ（工学） 1④ 2 1 領域概説Ｅ（工学） 1④ 2 1

領域概説Ｆ（農学） 1④ 2 1 領域概説Ｆ（農学） 1④ 2 1

社会・地域文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 8 社会・地域文化学入門 2①②③④ 3①② 2 10

社会・地域文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 8

芸能論概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

民俗学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 民俗学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

民俗学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 民俗学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

文化人類学概論Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 文化人類学概論Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

文化人類学概論Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 文化人類学概論Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

考古学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 考古学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 社会学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 社会学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学概説Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1 社会学概説Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学的思考法 2①②③④ 3①② 2 1 社会学的思考法 2①②③④ 3①② 2 1

社会学とは何か 2①②③④ 3①② 2 1

つながりと絆の社会学 2①②③④ 3①② 2 1

現代社会論 2①②③④ 3①② 2 1 現代社会論 2①②③④ 3①② 2 1

歴史文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 5 歴史文化学入門 2①②③④ 3①② 2 5

歴史文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 4

芸能論概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会調査法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 社会調査法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

社会調査法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 社会調査法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会解析論 2①②③④ 3①② 2 1 社会解析論 2①②③④ 3①② 2 1

地理学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 地理学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

地理学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 地理学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

地誌学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 地誌学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

地誌学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 地誌学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

基礎情報論 2①②③④ 3①② 2 1

民俗文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

民俗文化論Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1 民俗文化論Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1

民俗文化論Ｄ 3①②③④ 4①② 2 1 民俗文化論Ｄ 3①②③④ 4①② 2 1

日本芸能文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 日本芸能文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本芸能文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 日本芸能文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

文化人類学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 文化人類学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

文化人類学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 文化人類学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

社会学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 社会学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

社会学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 社会学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

社会意識論 3①②③④ 4①② 2 1 社会意識論 3①②③④ 4①② 2 1

家族社会学 3①②③④ 4①② 2 1 家族社会学 3①②③④ 4①② 2 1

社会情報論 3①②③④ 4①② 2 1 社会情報論 3①②③④ 4①② 2 1

映像社会論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 映像社会論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

映像社会論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 映像社会論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

情報メディア論Ａ 3①②③④ 4①② 2 情報メディア論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

情報メディア論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 1

地理空間論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 地理空間論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

地理空間論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 地理空間論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

現代社会論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

領
域
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域
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修
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日本・アジア言語文化入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 3 日本・アジア言語文化入門 2①②③④ 3①② 2 6

日本・アジア言語文化入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

地域文化論 2①②③④ 3①② 2 5

西洋言語文化入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 3 西洋言語文化入門 2①②③④ 3①② 2 10

西洋言語文化入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 3

日本・アジア言語文化概説 2①②③④ 3①② 2 3 日本・アジア言語文化概説 2①②③④ 3①② 2 3

日本文学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 日本文学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本文学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 日本文学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

日本語学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 日本語学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本語学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 日本語学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 アジア言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 アジア言語文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

英米文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 英米文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

英米文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 英米文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

英米言語概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 英米言語概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

英米言語概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 英米言語概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

ドイツ言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 ドイツ言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

フランス言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 フランス言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

ロシア言語文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 ロシア言語文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

日本言語文化基礎演習Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本言語文化基礎演習Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化基礎演習 2①②③④ 3①② 2 1 アジア言語文化基礎演習 2①②③④ 3①② 2 1

日本言語文化実習Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 日本言語文化実習Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

日本言語文化実習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 日本言語文化実習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

日本言語文化実習Ｃ 2①②③④ 3①② 1 1 日本言語文化実習Ｃ 2①②③④ 3①② 1 1

日本言語文化実習Ｄ 2①②③④ 3①② 1 1 日本言語文化実習Ｄ 2①②③④ 3①② 1 1

アジア言語文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 アジア言語文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 アジア言語文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋言語文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 西洋言語文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋言語文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2 西洋言語文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

西洋言語文化研究法Ｄ 2①②③④ 3①② 2 1 西洋言語文化研究法Ｄ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋言語文化研究法Ｅ 2①②③④ 3①② 2 1 西洋言語文化研究法Ｅ 2①②③④ 3①② 2 1

日本古典文学Ｎ 2①②③④ 3①② 2 2

日本古典文学Ｋ 2①②③④ 3①② 2 1

英米言語文化基礎演習Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

英米言語文化基礎演習Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

ドイツ言語文化基礎演習Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

フランス言語文化基礎演習Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

ロシア言語文化基礎演習Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋文化概説 2①②③④ 3①② 2 1

英米文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 英米文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

英米文芸論 3①②③④ 4①② 2 1 英米文芸論 3①②③④ 4①② 2 1

英米言語論 3①②③④ 4①② 2 1

古代日本語論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 古代日本語論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

古代日本語論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 古代日本語論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

近代日本語論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 近代日本語論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

近代日本語論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 近代日本語論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文学論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 日本古典文学論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文学論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 日本古典文学論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 日本古典文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 日本古典文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

英米言語文化基礎演習Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

英米言語文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

ドイツ言語文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

フランス言語文化基礎演習Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア言語文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア文芸論 3①②③④ 4①② 2 1 ロシア文芸論 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア言語文化論Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1 ロシア言語文化論Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1

日本伝統文芸論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1
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心理・人間学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 4 心理・人間学入門 2①②③④ 3①② 2 11

心理・人間学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 5

美学 2①②③④ 3①② 2 1

メディア・表現文化入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 2 メディア・表現文化入門 2①②③④ 3①② 2 5

メディア・表現文化入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 6

哲学概説 2①②③④ 3①② 2 1 哲学概説 2①②③④ 3①② 2 1

西洋哲学史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 西洋哲学史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

宗教学概説 2①②③④ 3①② 2 1 宗教学概説 2①②③④ 3①② 2 1

心理学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 2 心理学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

心理学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2 心理学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

現代文化論概説 2①②③④ 3①② 2 2 現代文化論概説 2①②③④ 3①② 2 1

表象文化論概説 2①②③④ 3①② 2 2 表象文化論概説 2①②③④ 3①② 2 5

比較表現論概説 2①②③④ 3①② 2 1

芸術表現論概説 2①②③④ 3①② 2 1

映像文化論概説 2①②③④ 3①② 2 1

科学基礎論 2①②③④ 3①② 2 1 科学基礎論 2①②③④ 3①② 2 1

基礎情報論 2①②③④ 3①② 2 1 基礎情報論 2①②③④ 3①② 2 1

社会情報論 2①②③④ 3①② 2 1 社会情報論 2①②③④ 3①② 2 1

知覚心理学 2①②③④ 3①② 2 1 知覚心理学 2①②③④ 3①② 2 1

学習心理学 2①②③④ 3①② 2 1 学習心理学 2①②③④ 3①② 2 1

社会心理学 2①②③④ 3①② 2 1 社会心理学 2①②③④ 3①② 2 1

応用心理学 2①②③④ 3①② 2 1 応用心理学 2①②③④ 3①② 2 1

人間学概説 2①②③④ 3①② 2 1

哲学研究Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 哲学研究Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

哲学研究Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

人間学古典研究 3①②③④ 4①② 2 1 人間学古典研究 3①②③④ 4①② 2 1

科学文化論 3①②③④ 4①② 2 1 科学文化論 3①②③④ 4①② 2 1

科学思想史 3①②③④ 4①② 2 1 科学思想史 3①②③④ 4①② 2 1

宗教思想史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 宗教思想史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

宗教思想史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 宗教思想史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

メディア文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 メディア文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

メディア文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 メディア文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

情報メディア論Ａ 3①②③④ 4①② 2 情報メディア論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

情報メディア論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 情報メディア論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 1

映像社会論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 映像社会論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

映像社会論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 映像社会論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

現代文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 現代文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

現代文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 現代文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

表象文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 表象文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

表象文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 表象文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

芸術表現論 3①②③④ 4①② 2 1 芸術表現論 3①②③④ 4①② 2 1

映像文化論 3①②③④ 4①② 2 1 映像文化論 3①②③④ 4①② 2 1

人格心理学 3①②③④ 4①② 2 1 人格心理学 3①②③④ 4①② 2 1

認知心理学 3①②③④ 4①② 2 1 認知心理学 3①②③④ 4①② 2 1

発達心理学 3①②③④ 4①② 2 1 発達心理学 3①②③④ 4①② 2 1

環境心理学 3①②③④ 4①② 2 1 環境心理学 3①②③④ 4①② 2 1
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歴史文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 5 歴史文化学入門 2①②③④ 3①② 2 5

歴史文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 4

史学概説 2①②③④ 3①② 2 1 史学概説 2①②③④ 3①② 2 1

日本史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 日本史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本史概説Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1 日本史概説Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1

日本史概説Ｄ 2①②③④ 3①② 2 1 日本史概説Ｄ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 アジア史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 2

アジア史概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 アジア史概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

西洋史概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 西洋史概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

古文書学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 古文書学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋歴史文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 西洋歴史文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋歴史文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 西洋歴史文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア史実習Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 アジア史実習Ａ 2①②③④ 3①② 1 2

アジア史実習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 アジア史実習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

アジア史実習Ｃ 2①②③④ 3①② 1 1 アジア史実習Ｃ 2①②③④ 3①② 1 2

考古学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 考古学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会・地域文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 8 社会・地域文化学入門 2①②③④ 3①② 2 10

社会・地域文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 8

民俗学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 民俗学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

民俗学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 民俗学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

歴史文化基礎演習Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 歴史文化基礎演習Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

歴史文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 歴史文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古代中世史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 日本古代中世史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古代中世史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 日本古代中世史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 日本近世近現代史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 日本近世近現代史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1 日本近世近現代史Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ｄ 3①②③④ 4①② 2 1 日本近世近現代史Ｄ 3①②③④ 4①② 2 1

東アジア文化圏論 3①②③④ 4①② 2 1 東アジア文化圏論 3①②③④ 4①② 2 1

中国社会論 3①②③④ 4①② 2 1 中国社会論 3①②③④ 4①② 2 1

朝鮮社会論 3①②③④ 4①② 2 1 朝鮮社会論 3①②③④ 4①② 2 1

アジア歴史文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 アジア歴史文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

アジア歴史文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 アジア歴史文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋地域史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 西洋地域史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋地域史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 西洋地域史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋社会史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 西洋社会史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋社会史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 西洋社会史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

領
域
基
礎
科
目
（

歴
史
文
化
学
）

領
域
基
礎
科
目
（

歴
史
文
化
学
）

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

歴
史
文
化
学
）

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

歴
史
文
化
学
）

領
域
科
目
（

歴
史
文
化
学
）

領
域
科
目
（

歴
史
文
化
学
）

13



【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

リーガル・システムＡ 2①②③④ 3①② 2 1

人文社会科学入門（法学） 2①②③④ 3①② 2 1

リーガル・システムＢ 2①②③④ 3①② 2 4

リーガル・システム 2①②③④ 3①② 2 4

憲法Ⅰ（憲法総論・人権総論） 2①②③④ 3①② 2 1 憲法Ⅰ（憲法総論・人権総論） 2①②③④ 3①② 2 1

憲法Ⅱ（人権各論） 2①②③④ 3①② 2 1 憲法Ⅰ（人権各論） 2①②③④ 3①② 2 1

憲法Ⅲ（統治機構論） 2①②③④ 3①② 2 1 憲法Ⅲ（統治機構論） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅰ（民法総則・契約総論） 2①②③④ 3①② 2 1 民法Ⅰ（民法総則） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅱ（不法行為） 2①②③④ 3①② 2 1 民法Ⅱ（不法行為） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅲ（物権１） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅲ（財産権変動） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅳ（履行障害） 2①②③④ 3①② 2 1 民法Ⅳ（履行障害） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅴ（債権管理法） 2①②③④ 3①② 2 1 民法Ⅴ（債権管理法） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅵ（貸借・役務型契約） 2①②③④ 3①② 2 1 民法Ⅵ（貸借・役務型契約） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅶ（金融担保法） 2①②③④ 3①② 2 1 民法Ⅶ（金融担保法） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅷ（親族） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅸ（相続） 2①②③④ 3①② 2 1

刑法Ⅰ（刑法総論） 2①②③④ 3①② 2 1 刑法Ⅰ（刑法総論１） 2①②③④ 3①② 2 1

刑法Ⅱ（刑法各論Ⅰ） 2①②③④ 3①② 2 1 刑法Ⅲ（刑法各論Ⅰ） 2①②③④ 3①② 2 1

刑法Ⅲ（刑法各論Ⅱ） 2①②③④ 3①② 2 1 刑法Ⅳ（刑法各論Ⅱ） 2①②③④ 3①② 2 1

刑法Ⅱ（刑法総論Ⅱ） 2①②③④ 3①② 2 1

政治学Ⅰ（政治制度論） 2①②③④ 3①② 2 1 政治学Ⅰ（政治制度論） 2①②③④ 3①② 2 1

政治学Ⅱ（政治過程論） 2①②③④ 3①② 2 1 政治学Ⅱ（政治過程論） 2①②③④ 3①② 2 1

政治学Ⅲ（政治学原論基礎） 2①②③④ 3①② 2 1 政治学Ⅲ（政治学原論基礎） 2①②③④ 3①② 2 1

会社法Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1

会社法Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

会社法Ⅲ 2①②③④ 3①② 2 1

民事訴訟法Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

民事訴訟法Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

刑事訴訟法Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

刑事訴訟法Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

行政法Ⅰ（行政法総論） 2①②③④ 3①② 2 1

行政法Ⅱ（行政争訟法） 2①②③④ 3①② 2 1

特殊講義（行政組織法） 2①②③④ 3①② 2 1

行政学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

行政学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

会社法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

会社法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

会社法Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

民事訴訟法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

民事訴訟法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

刑事訴訟法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

刑事訴訟法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

行政法Ⅰ（行政法総論） 3①②③④ 4①② 2 1

行政法Ⅱ（行政争訟法） 3①②③④ 4①② 2 1

行政学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

行政学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

政治学Ⅳ（政治学原論） 3①②③④ 4①② 2 1 政治学Ⅳ（政治学原論） 3①②③④ 4①② 2 1

租税法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 租税法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 租税法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

労働法Ⅰ（個別的労働法） 3①②③④ 4①② 2 1 労働法Ⅰ（個別的労働法） 3①②③④ 4①② 2 1

労働法Ⅱ（団体的労働法） 3①②③④ 4①② 2 1 労働法Ⅱ（団体的労働法） 3①②③④ 4①② 2 1

社会保障法Ⅰ（総論・所得保障法） 3①②③④ 4①② 2 1 社会保障法Ⅰ（総論・所得保障法） 3①②③④ 4①② 2 1

社会保障法Ⅱ（医療保障法） 3①②③④ 4①② 2 1 社会保障法Ⅱ（医療保障法） 3①②③④ 4①② 2 1

社会福祉法制 3①②③④ 4①② 2 1 社会福祉法制 3①②③④ 4①② 2 1

情報法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 情報法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

情報法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 情報法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経済法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 経済法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

経済法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 経済法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

国際法 3①②③④ 4①② 2 1 国際法 3①②③④ 4①② 2 1

国際人権法 3①②③④ 4①② 2 1 国際人権法 3①②③④ 4①② 2 1

国際組織法 3①②③④ 4①② 2 1 国際組織法 3①②③④ 4①② 2 1

法社会学 3①②③④ 4①② 2 1 法社会学 3①②③④ 4①② 2 1
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授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

入門ミクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 3 入門ミクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

入門マクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2 入門マクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

入門社会経済学 2①②③④ 3①② 2 2 入門社会経済学 2①②③④ 3①② 2 1

経済情報処理 2①②③④ 3①② 2 1 経済情報処理 2①②③④ 3①② 2 1

ミクロ経済学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 ミクロ経済学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

ミクロ経済学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 ミクロ経済学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

マクロ経済学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 マクロ経済学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

マクロ経済学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 マクロ経済学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済入門 2①②③④ 3①② 2 1 日本経済入門 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済史 2①②③④ 3①② 2 1 日本経済史 2①②③④ 3①② 2 1

世界経済史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 世界経済史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

世界経済史Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 世界経済史Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

経済学史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 経済学史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

行財政入門 2①②③④ 3①② 2 1 行財政入門 2①②③④ 3①② 2 1

経営学概論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2 経営学概論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営学概論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2 経営学概論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

経済数学 2①②③④ 3①② 2 1

統計入門Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

統計入門Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

金融論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

金融論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

財政学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

財政学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

公共経済論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

公共経済論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

国際貿易論 2①②③④ 3①② 2 1

金融論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

金融論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

労働経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

労働経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

財政学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

財政学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経済政策論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

経済政策論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

市場と組織の理論 3①②③④ 4①② 2 1 市場と組織の理論 3①②③④ 4①② 2 1

開発途上国経済論 3①②③④ 4①② 2 1 開発途上国経済論 3①②③④ 4①② 2 1

アジア経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 アジア経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

アジア経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 アジア経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア経済論 3①②③④ 4①② 2 1 ロシア経済論 3①②③④ 4①② 2 1

比較経済体制論 3①②③④ 4①② 2 1 比較経済体制論 3①②③④ 4①② 2 1

ＥＵ経済論 3①②③④ 4①② 2 1 ＥＵ経済論 3①②③④ 4①② 2 1

経済学史Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 経済学史Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 地方財政論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 地方財政論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ＮＰＯ論 3①②③④ 4①② 2 1 ＮＰＯ論 3①②③④ 4①② 2 1

文化経済学 3①②③④ 4①② 2 1 文化経済学 3①②③④ 4①② 2 1

日本経済論 3①②③④ 4①② 2 1 日本経済論 3①②③④ 4①② 2 1

公共選択論 3①②③④ 4①② 2 1 公共選択論 3①②③④ 4①② 2 1

公共経営論 3①②③④ 4①② 2 1 公共経営論 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 組織の経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 組織の経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅠ 3①②③④ 4①② 2 1 経営情報システムⅠ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅡ 3①②③④ 4①② 2 1 経営情報システムⅡ 3①②③④ 4①② 2 1

経営戦略論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 経営戦略論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 租税理論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 租税理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ゲーム理論 3①②③④ 4①② 2 1

応用ミクロ経済学 3①②③④ 4①② 2 1

産業組織論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

産業組織論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

アメリカ経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

アメリカ経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

領
域
科
目
（

経
済
学
）

領
域
科
目
（

経
済
学
）

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

経
済
学
）

領
域
基
礎
科
目
（

経
済
学
）

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

経
済
学
）

領
域
基
礎
科
目
（

経
済
学
）

15



【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

経営学概論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2 経営学概論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営学概論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2 経営学概論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

経営戦略論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 経営戦略論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営戦略論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

簿記入門 2①②③④ 3①② 2 3 簿記入門 2①②③④ 3①② 2 1

企業分析入門 2①②③④ 3①② 2 2

財務会計論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 財務会計論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2

行財政入門 2①②③④ 3①② 2 1 行財政入門 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済入門 2①②③④ 3①② 2 1 日本経済入門 2①②③④ 3①② 2 1

入門ミクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 3 入門ミクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

入門マクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2 入門マクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

経済学史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 経済学史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済史 2①②③④ 3①② 2 1 日本経済史 2①②③④ 3①② 2 1

経済情報処理 2①②③④ 3①② 2 1 経済情報処理 2①②③④ 3①② 2 1

経営組織論I 2①②③④ 3①② 2 1

経済数学 2①②③④ 3①② 2 1

統計入門Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

人的資源管理論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

地方財政論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

文化経済学 2①②③④ 3①② 2 1

公共経済論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

組織の経済学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営情報システムⅠ 2①②③④ 3①② 2 1

管理会計論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

原価計算論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

租税理論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営税務論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

人的資源管理論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

人的資源管理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 人的資源管理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅠ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅡ 3①②③④ 4①② 2 1 経営情報システムⅡ 3①②③④ 4①② 2 1

財務会計論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 財務会計論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

連結会計論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

連結会計論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

簿記論 3①②③④ 4①② 2 1

国際会計論 3①②③④ 4①② 2 1 国際会計論 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 地方財政論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ＮＰＯ論 3①②③④ 4①② 2 1 ＮＰＯ論 3①②③④ 4①② 2 1

文化経済学 3①②③④ 4①② 2 1

公共経営論 3①②③④ 4①② 2 1 公共経営論 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 公共経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ミクロ経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 ミクロ経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

ミクロ経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 ミクロ経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

マクロ経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 マクロ経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

マクロ経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 マクロ経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 組織の経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 租税理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経営税務論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

経営税務論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 経営税務論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経営組織論II 3①②③④ 4①② 2 1

経営戦略論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

管理会計論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

原価計算論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

統計入門Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1
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授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

集合と写像 2①②③④ 3①② 1 1 集合と写像 2①②③④ 3①② 1 1

数学演習Ａ 2①②③④ 3①② 1 2 数学演習Ａ 2①②③④ 3①② 1 2

線形代数ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1 線形代数ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1

代数・幾何学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 代数・幾何学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

微分積分学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1 微分積分学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1

微分積分学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1 微分積分学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1

解析学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 解析学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

解析学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 解析学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

数学演習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 2 数学演習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 2

線形代数ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1 線形代数ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1

代数・幾何学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 代数・幾何学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

代数入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 代数入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

代数入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 代数入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

微分積分学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1 微分積分学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1

微分積分学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1 微分積分学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1

微分方程式論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 微分方程式論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

微分方程式論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 微分方程式論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

数値解析Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 数値解析Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

数値解析Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 数値解析Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

複素解析学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1 複素解析学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1

複素解析学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1 複素解析学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1

離散数学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 離散数学Ａ 未開講 1 1

離散数学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 離散数学Ｂ 未開講 1 1

オペレーションズ・リサーチ実習 2①②③④ 3①② 1 1 オペレーションズ・リサーチ実習 2①②③④ 3①② 1 1

最適化数学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 最適化数学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

最適化数学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 最適化数学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

トポロジーＡ 3①②③④ 4①② 1 1 トポロジーＡ 3①②③④ 4①② 1 1

トポロジーＢ 3①②③④ 4①② 1 1 トポロジーＢ 3①②③④ 4①② 1 1

確率論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 確率論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

確率論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 確率論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

関数解析学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 関数解析学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

関数解析学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 関数解析学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅠＡ 3①②③④ 4①② 1 1 数理統計学ⅠＡ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅠＢ 3①②③④ 4①② 1 1 数理統計学ⅠＢ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1 数理統計学ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1 数理統計学ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅠＡ 3①②③④ 4①② 1 1 代数系ⅠＡ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅠＢ 3①②③④ 4①② 1 1 代数系ⅠＢ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1 代数系ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1 代数系ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1

複素解析学ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1 複素解析学ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1

複素解析学ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1 複素解析学ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1

計算数理Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 計算数理Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

計算数理Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 計算数理Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1
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物理学基礎ＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2 物理学基礎ＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2

物理学基礎ＡⅡ 2①②③④ 3①② 2 4 物理学基礎ＡⅡ 2①②③④ 3①② 2 1

基礎物理数学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎物理数学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎ベクトル解析 2①②③④ 3①② 2 1 基礎ベクトル解析 2①②③④ 3①② 2 1

解析力学 2①②③④ 3①② 2 1 解析力学 2①②③④ 3①② 2 1

電磁気学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1 電磁気学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1

電磁気学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1 電磁気学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1

電磁気学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 1 1 電磁気学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 1 1

電磁気学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 1 1 電磁気学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 1 1

熱力学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 熱力学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

熱力学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 熱力学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

量子力学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 量子力学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

量子力学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 量子力学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

量子力学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 2 2 量子力学ⅠＡ 未開講 2 1

量子力学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 2 2 量子力学ⅠＢ 未開講 2 1

量子力学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1 量子力学ⅡＡ 未開講 2 1

量子力学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1 量子力学ⅡＢ 未開講 2 1

統計力学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 2 1 統計力学ⅠＡ 未開講 2 1

統計力学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 2 1 統計力学ⅠＢ 未開講 2 1

統計力学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1 統計力学ⅡＡ 未開講 2 1

統計力学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1 統計力学ⅡＢ 未開講 2 1

特殊相対論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 特殊相対論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

特殊相対論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 特殊相対論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

計算物理学Ａ 3①②③④ 4①② 2 2 計算物理学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

計算物理学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 2 計算物理学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

物理学実験Ａ 3①②③④ 4①② 2 2 物理学実験Ａ 3①②③④ 4①② 2 2

物理学実験Ｂ 3①②③④ 4①② 2 2 物理学実験Ｂ 3①②③④ 4①② 2 2

物理学実験Ｃ 3①②③④ 4①② 2 2 物理学実験Ｃ 3①②③④ 4①② 2 4

物理学実験Ｄ 3①②③④ 4①② 2 2 物理学実験Ｄ 3①②③④ 4①② 2 4

電気力学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 電気力学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

電気力学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 電気力学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

エレクトロニクスＡ 3①②③④ 4①② 1 1 エレクトロニクスＡ 3①②③④ 4①② 1 1

エレクトロニクスＢ 3①②③④ 4①② 1 1 エレクトロニクスＢ 3①②③④ 4①② 1 1

原子核物理学 3①②③④ 4①② 2 4 原子核物理学 3①②③④ 4①② 2 3

物性物理学 3①②③④ 4①② 2 8 物性物理学 3①②③④ 4①② 2 7

素粒子物理学 3①②③④ 4①② 2 6 素粒子物理学 3①②③④ 4①② 2 6

宇宙物理学 3①②③④ 4①② 2 3 宇宙物理学 3①②③④ 4①② 2 1

一般相対論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 一般相対論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

一般相対論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 一般相対論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1
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化学基礎Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 2 化学基礎Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 2

化学基礎Ｂ 2①②③④ 3①② 2 4 化学基礎Ｂ 2①②③④ 3①② 2 4

化学基礎Ｃ 2①②③④ 3①② 2 2 化学基礎Ｃ 2①②③④ 3①② 2 2

化学基礎実習ａ 2①②③④ 3①② 1 1 2 化学基礎実習ａ 2①②③④ 3①② 1 7

化学基礎実習ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 2 化学基礎実習ｂ 2①②③④ 3①② 1 5

グリーンケミストリー入門 2①②③④ 3①② 2 4 グリーンケミストリー入門 2①②③④ 3①② 2 4

グリーンケミストリー概説 2①②③④ 3①② 1 6 グリーンケミストリー概説 2①②③④ 3①② 1 6

化学コロキウム 2①②③④ 3①② 1 1 12 化学コロキウム 2①②③④ 3①② 1 1

化学英語 2①②③④ 3①② 2 6 化学英語 2①②③④ 3①② 2 1

生活の化学 2①②③④ 3①② 2 1 生活の化学 2①②③④ 3①② 2 1

社会を支える有機化学 2①②③④ 3①② 2 1 社会を支える有機化学 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 分析化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 分析化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

無機化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 無機化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

有機化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 有機化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

化学熱力学 2①②③④ 3①② 2 1 化学熱力学 2①②③④ 3①② 2 1

生体分子化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 生体分子化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

基礎機器分析 2①②③④ 3①② 2 1 基礎機器分析 2①②③④ 3①② 2 1

生体分子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 生体分子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

化学統計力学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 化学統計力学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

化学統計力学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 化学統計力学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

量子化学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 量子化学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

量子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 量子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1

無機化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 無機化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 有機化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 有機化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学Ⅳ 3①②③④ 4①② 2 1 有機化学Ⅳ 3①②③④ 4①② 2 1

分析化学実験 3①②③④ 4①② 2 1 分析化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

無機化学実験 3①②③④ 4①② 2 1 無機化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

物理化学実験 3①②③④ 4①② 2 1 物理化学実験 3①②③④ 4①② 2 2

生化学実験 3①②③④ 4①② 2 1 生化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学実験 3①②③④ 4①② 2 1 有機化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

生物学基礎Ａ 2①②③④ 3①② 2 4 生物学基礎Ａ 2①②③④ 3①② 2 5

生物学基礎Ｂ 2①②③④ 3①② 2 5 生物学基礎Ｂ 2①②③④ 3①② 2 5

生物学－動物Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 1 生物学－動物Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 1

生物学－植物Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 2 生物学－植物Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 2

生物学－生物多様性Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 2 生物学－生物多様性Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 2

生物学－細胞・分子Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 1 生物学－細胞・分子Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 1

生物学実験Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 12 生物学実験Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 12

生物学基礎実習ａ 2①②③④ 3①② 1 8 生物学基礎実習ａ 2①②③④ 3①② 1 10

生物学基礎実習ｂ 2①②③④ 3①② 1 8 生物学基礎実習ｂ 2①②③④ 3①② 1 7

基礎細胞遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎細胞遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎細胞生物学 2①②③④ 3①② 2 2 基礎細胞生物学 2①②③④ 3①② 2 2

基礎植物学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎植物学 2①②③④ 3①② 2 1

生命科学のための基礎化学 2①②③④ 3①② 2 1 生命科学のための基礎化学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎生物化学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎生物化学 2①②③④ 3①② 2 1

植物生理学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 植物生理学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

動物生理学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 動物生理学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

発生生物学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 発生生物学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

生物化学Ⅰ（理） 2①②③④ 3①② 2 1 生物化学Ⅰ（理） 2①②③④ 3①② 2 1

植物生理学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 植物生理学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

植物生理学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 植物生理学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

動物生理学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 動物生理学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

動物生理学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 動物生理学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 3

生体情報学 3①②③④ 4①② 2 1 生体情報学 3①②③④ 4①② 2 1

発生生物学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 発生生物学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

分子生物学 3①②③④ 4①② 2 1 分子生物学 3①②③④ 4①② 2 1

細胞生物学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 細胞生物学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

細胞生物学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 細胞生物学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

生物化学Ⅱ（理） 3①②③④ 4①② 2 1 生物化学Ⅱ（理） 3①②③④ 4①② 2 1
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地質調査法Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 1 地質調査法Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 14

地質調査法Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 地質調査法Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 14

地質調査法実習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 地質調査法実習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 14

地質調査法実習Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 1 地質調査法実習Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 14

古生物学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 古生物学Ａ 2①②③④ 3①② 1 3

地層学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 地層学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

地史学Ａ 2①②③④ 3①② 1 3

地史学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

テクトニクス 2①②③④ 3①② 2 1 テクトニクス 2①②③④ 3①② 2 1

岩石学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 岩石学Ａ 2①②③④ 3①② 1 4

岩石学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

岩石学実験Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 3 岩石学実験Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 4

鉱物学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1 鉱物学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

鉱物結晶学実験 2①②③④ 3①② 1 1

地学英語 2①②③④ 3①② 1 1 地学英語 2①②③④ 3①② 1 1

地球物理学 2①②③④ 3①② 2 5

地学基礎実習a 2①②③④ 3①② 1 4

地学基礎実習b 2①②③④ 3①② 1 4

地質学入門a 2①②③④ 3①② 1 7

地質学入門b 2①②③④ 3①② 1 7

構造地質学入門 2①②③④ 3①② 1 2

地層・古生物学入門 2①②③④ 3①② 1 4

鉱物・岩石学入門 2①②③④ 3①② 1 5

環境地質学入門 2①②③④ 3①② 1 2

野外実習A 未開講 4 1

地質調査法実習III 未開講 1 1

資源・環境地質学 3①②③④ 4①② 2 1 資源・環境地質学 3①②③④ 4①② 2 1

固体地球化学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 固体地球化学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

固体地球化学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 固体地球化学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

鉱物学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 鉱物学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

海洋地質学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1 海洋地質学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

海洋地質学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 海洋地質学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

地層学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 地層学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

地球化学分析法 3①②③④ 4①② 1 2 地球化学分析法 3①②③④ 4①② 1 2

水質化学分析法 3①②③④ 4①② 1 1 水質化学分析法 3①②③④ 4①② 1 1

古生物学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1 古生物学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 3

古生物学実験 3①②③④ 4①② 1 3 古生物学実験 3①②③④ 4①② 1 3

海洋生物学実験 3①②③④ 4①② 1 5 海洋生物学実験 3①②③④ 4①② 1 6

地質構造解析法 3①②③④ 4①② 1 1 地質構造解析法 3①②③④ 4①② 1 2

構造地質学 3①②③④ 4①② 2 1 構造地質学 3①②③④ 4①② 2 1

環境地質学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1 環境地質学 3①②③④ 4①② 2 1

第四紀環境学 3①②③④ 4①② 2 1 第四紀環境学 3①②③④ 4①② 2 1

環境地質学実習 3①②③④ 4①② 1 1 環境地質学実習 3①②③④ 4①② 1 1

応用地質学実習 3①②③④ 4①② 1 3 応用地質学実習 3①②③④ 4①② 1 3

フィールド体験実習 3①②③④ 4①② 1 2

野外実習B 3①②③④ 4①② 2 1

岩石学実験II 3①②③④ 4①② 1 1

鉱物学C 3①②③④ 4①② 1 1

鉱物結晶学実験 3①②③④ 4①② 1 1

岩石学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 4

岩石学C 3①②③④ 4①② 1 1

地史学Ａ 3①②③④ 4①② 1 4

地史学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

地球物理学 3①②③④ 4①② 2 5

東アジアの地質形成史 3①②③④ 4①② 2 1

水文地質学 3①②③④ 4①② 2 1

石油地質学 3①②③④ 4①② 1 1

土木地質学 3①②③④ 4①② 1 1

地球科学特別講義I 3①②③④ 4①② 1 1

地球科学特別講義II 3①②③④ 4①② 1 1

地球科学特別講義III 3①②③④ 4①② 1 1
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多様性生物学Ａ 2①②③④ 3①② 2 2 多様性生物学Ａ 2①②③④ 3①② 2 2

多様性生物学Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

機能形態学Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 機能形態学Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

機能形態学Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 機能形態学Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

環境分析化学 2①②③④ 3①② 2 1 環境分析化学 2①②③④ 3①② 2 1

物質反応化学 2①②③④ 3①② 2 1 物質反応化学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎量子力学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎量子力学 2①②③④ 3①② 2 1

物質科学Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1 物質科学Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

物質科学Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1 物質科学Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1

地形学 2①②③④ 3①② 2 1 地形学 2①②③④ 3①② 2 1

生態学 2①②③④ 3①② 2 1 生態学 2①②③④ 3①② 2 1

環境気象学 2①②③④ 3①② 2 1 環境気象学 2①②③④ 3①② 2 1

物理学基礎ＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2 物理学基礎ＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2

物理学基礎Ｄ 2①②③④ 3①② 2 1 物理学基礎Ｄ 2①②③④ 3①② 2 2

地学基礎Ｃ 2①②③④ 3①② 2 2 地学基礎Ｃ 2①②③④ 3①② 2 2

統計学基礎１ 2①②③④ 3①② 1 1 統計学基礎１ 2①②③④ 3①② 1 2

統計学基礎２ 2①②③④ 3①② 1 1 統計学基礎２ 2①②③④ 3①② 1 2

保全遺伝学 3①②③④ 4①② 2 1 保全遺伝学 3①②③④ 4①② 2 2

古環境学 3①②③④ 4①② 2 3 古環境学 3①②③④ 4①② 2 3

環境汚染論 3①②③④ 4①② 2 1 環境汚染論 3①②③④ 4①② 2 2

地球環境化学 3①②③④ 4①② 2 2 地球環境化学 3①②③④ 4①② 2 2

地球流体力学 3①②③④ 4①② 2 1 地球流体力学 3①②③④ 4①② 2 1

多様性生物学Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1 多様性生物学Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1

適応生物学 3①②③④ 4①② 2 2 適応生物学 3①②③④ 4①② 2 2

エネルギー物質科学 3①②③④ 4①② 2 3 エネルギー物質科学 3①②③④ 4①② 2 3

地質災害論 3①②③④ 4①② 2 1 地質災害論 3①②③④ 4①② 2 1

寒冷地形学 3①②③④ 4①② 2 1 寒冷地形学 3①②③④ 4①② 2 1

気候システム論 3①②③④ 4①② 2 1 気候システム論 3①②③④ 4①② 2 1

系統分類学 3①②③④ 4①② 2 4 系統分類学 3①②③④ 4①② 2 3

海洋化学 3①②③④ 4①② 2 1 海洋化学 3①②③④ 4①② 2 1

環境物理学 3①②③④ 4①② 2 1 環境物理学 3①②③④ 4①② 2 1

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10 総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 11

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 13 総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 14

機械工学概論 2①②③④ 3①② 2 1 14 機械工学概論 2①②③④ 3①② 2 1 16

材料力学入門 2①②③④ 3①② 2 2 材料力学入門 2①②③④ 3①② 2 2

材料力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 材料力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

材料力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2 材料力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2

流体工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1 流体工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1

流体工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 流体工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

熱工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 熱工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2

熱工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 熱工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2

機械力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 機械力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

機械力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 機械力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

工業力学 2①②③④ 3①② 2 2 工業力学 2①②③④ 3①② 2 2

加工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 加工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

加工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 加工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

機構学 2①②③④ 3①② 2 1 機構学 2①②③④ 3①② 2 1

機械設計Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 機械設計Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

機械設計Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 機械設計Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

エネルギー変換工学 3①②③④ 4①② 2 1 エネルギー変換工学 3①②③④ 4①② 2 1

トライボロジー 3①②③④ 4①② 2 2 トライボロジ 3①②③④ 4①② 2 2

機械音響工学 3①②③④ 4①② 2 1 機械音響工学 3①②③④ 4①② 2 1

マイクロマシン 3①②③④ 4①② 2 1 マイクロマシン 3①②③④ 4①② 2 1

伝熱工学 3①②③④ 4①② 2 2 伝熱工学 3①②③④ 4①② 2 2

システム制御Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 システム制御Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

システム制御Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 システム制御Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

メカトロニクス 3①②③④ 4①② 2 2 メカトロニクス 3①②③④ 4①② 2 2

ロボット工学 3①②③④ 4①② 2 2 ロボット工学 3①②③④ 4①② 2 2

連続体力学 3①②③④ 4①② 2 1 1 連続体力学 3①②③④ 4①② 2 1 1
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総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10 総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 11

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 13 総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 14

社会基盤工学概論 2①②③④ 3①② 2 1 2 社会基盤工学概論 2①②③④ 3①② 2 1 7

材料力学入門 2①②③④ 3①② 2 2 材料力学入門 2①②③④ 3①② 2 2

応用力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 応用力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

応用力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 1 応用力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 1

応用力学演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1 応用力学演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1

建設材料学 2①②③④ 3①② 2 2 建設材料学 2①②③④ 3①② 2 2

コンクリート工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 コンクリート工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

コンクリート工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 コンクリート工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

地盤工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 地盤工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

地盤工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 地盤工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

基礎水理学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎水理学 2①②③④ 3①② 2 1

水理学及び演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 水理学及び演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

測量学（工） 2①②③④ 3①② 2 1 測量学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

社会基盤製図 2①②③④ 3①② 2 1 社会基盤製図 2①②③④ 3①② 2 1

社会基盤設計基礎 2①②③④ 3①② 2 1 8 社会基盤設計基礎 2①②③④ 3①② 2 1 7

社会基盤応用数理及び演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1 社会基盤応用数理及び演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1

応用力学演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1 応用力学演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1

コンクリート構造工学 3①②③④ 4①② 2 1 コンクリート構造工学 3①②③④ 4①② 2 1

地盤工学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 2 地盤工学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 2

水理学及び演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 水理学及び演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

社会基盤工学実験Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 3 社会基盤工学実験Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 3

社会基盤工学実験Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 3 社会基盤工学実験Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 3

測量学実習（工） 3①②③④ 4①② 2 2 測量学実習（工） 3①②③④ 4①② 2 2

都市計画学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 都市計画学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

都市環境法 3①②③④ 4①② 2 1 都市環境法 3①②③④ 4①② 2 1

社会基盤数理工学 3①②③④ 4①② 2 1 1 社会基盤数理工学 3①②③④ 4①② 2 1 1

動力学 3①②③④ 4①② 2 1 動力学 3①②③④ 4①② 2 1

社会基盤応用数理及び演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1 社会基盤応用数理及び演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1
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【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
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年次

単位数 専任教員等の配置
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任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10 総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 11

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 13 総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 14

電子情報通信概論 2①②③④ 3①② 1 8

知能情報システム概論 2①②③④ 3①② 1 8

プログラミングＢⅠ 2①②③④ 3①② 2 2 プログラミングＢⅠ 2①②③④ 3①② 2 4

プログラミングＢⅡ 2①②③④ 3①② 2 2 プログラミングＢⅡ 2①②③④ 3①② 2 2

電気回路Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 電気回路Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

電気回路演習I 2①②③④ 3①② 1 1

電気回路Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 電気回路Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

電気回路演習II 2①②③④ 3①② 1 1

電気回路Ⅲ 2①②③④ 3①② 2 1 電気回路Ⅲ 2①②③④ 3①② 2 1

電気数理Ⅰ（ベクトル解析） 2①②③④ 3①② 2 1 電気数理Ⅰ（ベクトル解析） 2①②③④ 3①② 2 1

電気数理Ⅱ（フーリエ解析） 2①②③④ 3①② 2 1 電気数理Ⅱ（フーリエ解析） 2①②③④ 3①② 2 3

電磁気学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 電磁気学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

電磁気学演習I 2①②③④ 3①② 1 2

電磁気学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 電磁気学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

電磁気学演習Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 1

物理工学Ⅱ（解析力学） 2①②③④ 3①② 2 2 物理工学Ⅱ（解析力学） 2①②③④ 3①② 2 1

電気計測 2①②③④ 3①② 2 2 電気計測 2①②③④ 3①② 2 2

ディジタル回路 2①②③④ 3①② 2 1 ディジタル回路 2①②③④ 3①② 2 1

電子デバイスⅠ 2①②③④ 3①② 2 1 電子デバイスⅠ 2①②③④ 3①② 2 1

電子回路 2①②③④ 3①② 2 1 電子回路 2①②③④ 3①② 2 1

電子物性工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 電子物性工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

物理工学Ⅲ（量子物理学） 3①②③④ 4①② 2 2 物理工学Ⅲ（量子物理学） 3①②③④ 4①② 2 2

物理工学Ⅳ（熱・統計力学） 3①②③④ 4①② 2 1

技術英語 3①②③④ 4①② 2 1

電子デバイスⅡ 3①②③④ 4①② 2 1 電子デバイスⅡ 3①②③④ 4①② 2 1

システム制御工学 3①②③④ 4①② 2 1 システム制御工学 3①②③④ 4①② 2 1

ディジタル信号処理 3①②③④ 4①② 2 1 ディジタル信号処理 3①②③④ 4①② 2 1

画像情報工学 3①②③④ 4①② 2 1 画像情報工学 3①②③④ 4①② 2 1

通信方式基礎 3①②③④ 4①② 2 1 通信方式基礎 3①②③④ 4①② 2 1

電子物性工学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 電子物性工学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

光応用工学 3①②③④ 4①② 2 1 光応用工学 3①②③④ 4①② 2 1

電気機器 3①②③④ 4①② 2 1

光量子電子工学 3①②③④ 4①② 2 1 光量子電子工学 3①②③④ 4①② 2 1

パワーエレクトロニクス 3①②③④ 4①② 2 1 パワーエレクトロニクス 3①②③④ 4①② 2 1

送配電工学 3①②③④ 4①② 2 1 送配電工学 3①②③④ 4①② 2 1

電波・電気通信法規 3①②③④ 4①② 2 1

発変電工学 3①②③④ 4①② 2 1

高電圧工学 3①②③④ 4①② 2 1

電気法規・施設管理 3①②③④ 4①② 1 1
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担
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科目
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授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10 総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 11

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 13 総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 14

データ構造とアルゴリズム 2①②③④ 3①② 2 1 データ構造とアルゴリズム 2①②③④ 3①② 2 1

離散数学 2①②③④ 3①② 2 1 離散数学 2①②③④ 3①② 2 1

プログラミングＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2 プログラミングＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2

プログラミングＢⅡ 2①②③④ 3①② 2 2 プログラミングＡⅡ 2①②③④ 3①② 2 2

論理回路 2①②③④ 3①② 2 1 論理回路 2①②③④ 3①② 2 1

コンピュータネットワーク 2①②③④ 3①② 2 1 コンピュータネットワーク 2①②③④ 3①② 2 1

形式言語とオートマトン 2①②③④ 3①② 2 1 形式言語とオートマトン 2①②③④ 3①② 2 1

コンピュータアーキテクチャ 2①②③④ 3①② 2 1 コンピュータアーキテクチャ 2①②③④ 3①② 2 1

人工知能 2①②③④ 3①② 2 1 人工知能 2①②③④ 3①② 2 1

信号処理 2①②③④ 3①② 2 1 信号処理 2①②③④ 3①② 2 1

情報理論 2①②③④ 3①② 2 1 情報理論 2①②③④ 3①② 2 1

制御工学 2①②③④ 3①② 2 1 制御工学 2①②③④ 3①② 2 1

マルチメディアコンピューティング 2①②③④ 3①② 2 1 マルチメディアコンピューティング 2①②③④ 3①② 2 1

データ工学 2①②③④ 3①② 2 1 データ工学 2①②③④ 3①② 2 1

アシスティブ・テクノロジー 2①②③④ 3①② 2 1 アシスティブ・テクノロジー 2①②③④ 3①② 2 1

電気回路 3①②③④ 4①② 2 1 電気回路 3①②③④ 4①② 2 1

数理論理学 3①②③④ 4①② 2 1 数理論理学 3①②③④ 4①② 2 1

ネットワーク工学 3①②③④ 4①② 2 1 ネットワーク工学 3①②③④ 4①② 2 1

基礎電子回路 3①②③④ 4①② 2 1 基礎電子回路 3①②③④ 4①② 2 1

数値計算プログラミング 3①②③④ 4①② 2 1 数値計算プログラミング 3①②③④ 4①② 2 1

コンパイラ 3①②③④ 4①② 2 1 コンパイラ 3①②③④ 4①② 2 1

電子デバイス 3①②③④ 4①② 2 1 電子デバイス 3①②③④ 4①② 2 1

プログラミングⅢ 3①②③④ 4①② 2 2 プログラミングＡⅢ 3①②③④ 4①② 2 2

バイオメディカル・エンジニアリング 3①②③④ 4①② 2 1 バイオメディカル・エンジニアリング 3①②③④ 4①② 2 1

電気数理Ⅱ（フーリエ解析） 3①②③④ 4①② 2 1 電気数理Ⅱ（フーリエ解析） 3①②③④ 4①② 2 3

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10 総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 11

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 13 総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 14

無機化学 2①②③④ 3①② 2 1 無機化学 2①②③④ 3①② 2 1

有機化学（工） 2①②③④ 3①② 2 1 有機化学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学（工） 2①②③④ 3①② 2 1 分析化学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

物理化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 物理化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

計測化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 計測化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

高分子化学概論 2①②③④ 3①② 2 1 高分子化学概論 2①②③④ 3①② 2 1

高分子化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 高分子化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

無機工業化学 2①②③④ 3①② 2 1 無機工業化学 2①②③④ 3①② 2 1

化学工学基礎 2①②③④ 3①② 2 1 化学工学基礎 2①②③④ 3①② 2 1

化学プロセス概論 2①②③④ 3①② 2 1 化学プロセス概論 2①②③④ 3①② 2 1

反応工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 反応工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

拡散操作Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 拡散操作Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

物理化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 物理化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2

プロセス制御 2①②③④ 3①② 2 1 プロセス制御 2①②③④ 3①② 2 1

移動論基礎 2①②③④ 3①② 2 1 移動論基礎 2①②③④ 3①② 2 1

安全工学 2①②③④ 3①② 2 1 安全工学 2①②③④ 3①② 2 2

基礎物理化学 2①②③④ 3①② 2 1

計測化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 計測化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

高分子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 高分子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

高分子化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 高分子化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

分子設計化学 3①②③④ 4①② 2 1 分子設計化学 3①②③④ 4①② 2 1

物理化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 物理化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

無機合成化学 3①②③④ 4①② 2 1 無機合成化学 3①②③④ 4①② 2 1

有機反応化学 3①②③④ 4①② 2 1 有機反応化学 3①②③④ 4①② 2 1

拡散操作Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 拡散操作Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

拡散操作Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 拡散操作Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

反応工学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 反応工学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

反応工学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 反応工学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

プロセス伝熱工学 3①②③④ 4①② 2 1 プロセス伝熱工学 3①②③④ 4①② 2 1

機械的分離工学 3①②③④ 4①② 2 1 機械的分離工学 3①②③④ 4①② 2 1

品質管理 3①②③④ 4①② 2 1 品質管理 3①②③④ 4①② 2 1

プロセス設計 3①②③④ 4①② 2 1 プロセス設計 3①②③④ 4①② 2 1

移動現象論 3①②③④ 4①② 2 1 移動現象論 3①②③④ 4①② 2 1

固体化学 3①②③④ 4①② 2 1 固体化学 3①②③④ 4①② 2 1

有機合成化学 3①②③④ 4①② 2 1 有機合成化学 3①②③④ 4①② 2 1

放射化学（工） 3①②③④ 4①② 2 1 放射化学（工） 3①②③④ 4①② 2 1

反応装置工学 3①②③④ 4①② 2 1 反応装置工学 3①②③④ 4①② 2 1

環境化学工学 3①②③④ 4①② 2 1 環境化学工学 3①②③④ 4①② 2 1

粉体工学 3①②③④ 4①② 2 1 粉体工学 3①②③④ 4①② 2 1
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総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10 総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 11

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 13 総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 14

基礎無機化学 2①②③④ 3①② 2 2 基礎無機化学 2①②③④ 3①② 2 2

基礎有機化学 2①②③④ 3①② 2 2 基礎有機化学 2①②③④ 3①② 2 2

基礎電磁気学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎電磁気学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎量子力学（工） 2①②③④ 3①② 2 1 基礎量子力学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

基礎統計物理 2①②③④ 3①② 2 1 基礎統計物理 2①②③④ 3①② 2 1

基礎材料物理化学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎材料物理化学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎材料組織学 2①②③④ 3①② 2 1 基礎材料組織学 2①②③④ 3①② 2 1

受動電気回路素子論 2①②③④ 3①② 2 1 受動電気回路素子論 2①②③④ 3①② 2 1

応用電磁気学 2①②③④ 3①② 2 1

応用量子力学 2①②③④ 3①② 2 1

材料分析化学 2①②③④ 3①② 2 1 材料分析化学 2①②③④ 3①② 2 1

高分子科学 2①②③④ 3①② 2 1 高分子科学 2①②③④ 3①② 2 1

工業生化学 2①②③④ 3①② 2 2

物理数学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎解析力学 2①②③④ 3①② 2 1

工業生化学 2①②③④ 3①② 2 1 計測工学 2①②③④ 3①② 2 2

磁性・超伝導 3①②③④ 4①② 2 1 磁性・超伝導 3①②③④ 4①② 2 1

半導体物性・デバイス 3①②③④ 4①② 2 1 半導体物性・デバイス 3①②③④ 4①② 2 1

量子物性論 3①②③④ 4①② 2 1 量子物性論 3①②③④ 4①② 2 1

電気化学 3①②③④ 4①② 2 1 電気化学 3①②③④ 4①② 2 2

光化学 3①②③④ 4①② 2 1 光化学 3①②③④ 4①② 2 1

高分子材料化学 3①②③④ 4①② 2 1 高分子材料化学 3①②③④ 4①② 2 1

機能性高分子材料 3①②③④ 4①② 2 1 機能性高分子材料 3①②③④ 4①② 2 1

生体分子工学 3①②③④ 4①② 2 1 生体分子工学 3①②③④ 4①② 2 2

生物材料工学 3①②③④ 4①② 2 1 生物材料工学 3①②③④ 4①② 2 1

材料評価学 3①②③④ 4①② 2 1 材料評価学 3①②③④ 4①② 2 1

応用電磁気学 2①②③④ 3①② 2 1

応用量子力学 2①②③④ 3①② 2 1

応用統計物理 2①②③④ 3①② 2 1

物質構造論 2①②③④ 3①② 2 1

材料科学実験Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 6

材料科学実験Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 7

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10 総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 11

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 13 総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 14

建築学概論 2①②③④ 3①② 2 11 建築学概論 2①②③④ 3①② 2 12

建築図学Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 2 建築図学Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 2

建築図学Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 2 建築図学Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 2

建築製図基礎Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 2 建築製図基礎Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 2

建築製図基礎Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 2 建築製図基礎Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 2

日本建築史 2①②③④ 3①② 2 1 日本建築史 2①②③④ 3①② 2 1

西洋建築史 2①②③④ 3①② 2 2 西洋建築史 2①②③④ 3①② 2 2

建築計画学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 建築計画学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

都市計画学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 都市計画学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

都市計画学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 都市計画学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

都市デザイン論 2①②③④ 3①② 2 1 都市デザイン論 2①②③④ 3①② 2 1

建築環境工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 建築環境工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

建築材料 2①②③④ 3①② 2 2 建築材料 2①②③④ 3①② 2 2

建築材料・構造概論 2①②③④ 3①② 2 1 建築材料・構造概論 2①②③④ 3①② 2 1

建築法規 2①②③④ 3①② 2 1 建築法規 2①②③④ 3①② 2 1

不動産法 2①②③④ 3①② 2 1 不動産法 2①②③④ 3①② 2 1

都市環境法 2①②③④ 3①② 2 1 都市環境法 2①②③④ 3①② 2 1

建築設計製図Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 11 建築設計製図Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 12

建築設計製図Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 11 建築設計製図Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 12

建築計画学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 2 建築計画学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 2

都市計画・デザイン演習 3①②③④ 4①② 2 1 都市計画・デザイン演習 3①②③④ 4①② 2 1

建築環境制御学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 建築環境制御学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 建築構造解析学・演習Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 建築構造解析学・演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1 建築構造解析学・演習Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅳ 3①②③④ 4①② 2 1 建築構造解析学・演習Ⅳ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造設計Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 建築構造設計Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1
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地域交流サテライト実習 2①②③④ 3①② 1 1 地域交流サテライト実習 2①②③④ 3①② 1 21

基礎農林学実習 2①②③④ 3①② 1 6 基礎農林学実習 2①②③④ 3①② 1 7

食料資源経済学 2①②③④ 3①② 2 1 食料資源経済学 2①②③④ 3①② 2 1

植物生産学概論 2①②③④ 3①② 2 1 植物生産学概論 2①②③④ 3①② 2 1

動物生産学概論 2①②③④ 3①② 2 5 動物生産学概論 2①②③④ 3①② 2 6

作物学概論 2①②③④ 3①② 2 1 作物学概論 2①②③④ 3①② 2 1

食品産業論 2①②③④ 3①② 2 1 食品産業論 2①②③④ 3①② 2 1

植物遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1 植物遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1

栽培環境学 2①②③④ 3①② 2 1 栽培環境学 2①②③④ 3①② 2 1

動物遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1 動物遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1

農地と水利用 2①②③④ 3①② 2 2 農地と水利用 2①②③④ 3①② 2 2

食料環境工学 2①②③④ 3①② 2 2 食料環境工学 2①②③④ 3①② 2 2

精密農業工学 2①②③④ 3①② 2 1 精密農業工学 2①②③④ 3①② 2 1

測量学（農） 2①②③④ 3①② 2 1 測量学（農） 2①②③④ 3①② 2 1

森林環境論 2①②③④ 3①② 2 1 森林環境論 2①②③④ 3①② 2 1

環境砂防学 2①②③④ 3①② 2 1 環境砂防学 2①②③④ 3①② 2 1

フォレスター入門 2①②③④ 3①② 2 2 フォレスター入門 2①②③④ 3①② 2 2

流域環境ＧＩＳ 2①②③④ 3①② 2 3 流域環境ＧＩＳ 2①②③④ 3①② 2 3

国際フードシステム論 3①②③④ 4①② 2 1 国際フードシステム論 3①②③④ 4①② 2 1

植物病理学 3①②③④ 4①② 2 1 植物病理学 3①②③④ 4①② 2 1

動物解剖生理学 3①②③④ 4①② 2 1 動物解剖生理学 3①②③④ 4①② 2 1

農業農村開発論 3①②③④ 4①② 2 1 農業農村開発論 3①②③④ 4①② 2 1

環境保全型農業論 3①②③④ 4①② 2 1 環境保全型農業論 3①②③④ 4①② 2 1

蔬菜園芸学 3①②③④ 4①② 2 1 蔬菜園芸学 3①②③④ 4①② 2 1

乳牛生産管理学 3①②③④ 4①② 2 1 乳牛生産管理学 3①②③④ 4①② 2 1

動物発生生殖学 3①②③④ 4①② 2 1 動物発生生殖学 3①②③④ 4①② 2 1

花卉園芸学 3①②③④ 4①② 2 1

植物細胞工学 3①②③④ 4①② 2 1

環境地水学 3①②③④ 4①② 2 1 環境地水学 3①②③④ 4①② 2 1

農村空間デザイン学 3①②③④ 4①② 2 1 農村空間デザイン学 3①②③④ 4①② 2 1

測量学実習（農） 3①②③④ 4①② 2 4 測量学実習（農） 3①②③④ 4①② 2 4

土環境工学 3①②③④ 4①② 2 2 土環境工学 3①②③④ 4①② 2 2

構造デザイン工学 3①②③④ 4①② 2 1 構造デザイン工学 3①②③④ 4①② 2 1

水環境工学 3①②③④ 4①② 2 1 水環境工学 3①②③④ 4①② 2 1

環境材料工学 3①②③④ 4①② 2 1 環境材料工学 3①②③④ 4①② 2 1

バイオマスエネルギー論 3①②③④ 4①② 2 2 バイオマスエネルギー論 3①②③④ 4①② 2 2

樹木学 3①②③④ 4①② 2 1 樹木学 3①②③④ 4①② 2 1

野生植物生態学 3①②③④ 4①② 2 1 野生植物生態学 3①②③④ 4①② 2 2

野生動物生態学 3①②③④ 4①② 2 1 野生動物生態学 3①②③④ 4①② 2 1

森林遺伝育種学 3①②③④ 4①② 2 1 森林遺伝育種学 3①②③④ 4①② 2 1

森林再生学 3①②③④ 4①② 2 3 森林再生学 3①②③④ 4①② 2 3

森林保全学 3①②③④ 4①② 2 1 森林保全学 3①②③④ 4①② 2 1

温暖化メカニズム・影響学 3①②③④ 4①② 2 2 温暖化メカニズム・影響学 3①②③④ 4①② 2 2

リモートセンシング 3①②③④ 4①② 2 1 リモートセンシング 3①②③④ 4①② 2 1

流域水文学 3①②③④ 4①② 2 1 流域水文学 3①②③④ 4①② 2 1

ＧＩＳ・リモートセンシング演習 3①②③④ 4①② 2 1 ＧＩＳ・リモートセンシング演習 3①②③④ 4①② 2 1
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授業科目の名称
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単位数 専任教員等の配置
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担
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・
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科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

地域交流サテライト実習 2①②③④ 3①② 1 1 地域交流サテライト実習 2①②③④ 3①② 1 21

基礎農林学実習 2①②③④ 3①② 1 6 基礎農林学実習 2①②③④ 3①② 1 7

生物化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 生物化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

生物化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 生物化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

微生物学 2①②③④ 3①② 2 1 微生物学 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学（農） 2①②③④ 3①② 2 2 分析化学（農） 2①②③④ 3①② 2 2

遺伝子工学 2①②③④ 3①② 2 1 遺伝子工学 2①②③④ 3①② 2 1

食品機能学 2①②③④ 3①② 2 1

土壌学概論 2①②③④ 3①② 2 1 土壌学概論 2①②③④ 3①② 2 1

有機化学（農） 2①②③④ 3①② 2 1 有機化学（農） 2①②③④ 3①② 2 1

植物栄養生理学 2①②③④ 3①② 2 1 植物栄養生理学 2①②③④ 3①② 2 1

植物成分化学 2①②③④ 3①② 2 1 植物成分化学 2①②③④ 3①② 2 1

食品化学 2①②③④ 3①② 2 1 食品化学 2①②③④ 3①② 2 1

植物細胞工学 2①②③④ 3①② 2 1

免疫学概論 2①②③④ 3①② 2 1

動物栄養学 2①②③④ 3①② 2 1 動物栄養学 2①②③④ 3①② 2 1

農産食品学 2①②③④ 3①② 2 2

畜産食品学 2①②③④ 3①② 2 1

食品マーケティング論 2①②③④ 3①② 2 1 食品マーケティング論 2①②③④ 3①② 2 1

食品衛生学 2①②③④ 3①② 2 1

細胞分子生物学 3①②③④ 4①② 2 1 細胞分子生物学 3①②③④ 4①② 2 1

植物環境応答学 3①②③④ 4①② 2 1 植物環境応答学 3①②③④ 4①② 2 1

生物有機化学 3①②③④ 4①② 2 1 生物有機化学 3①②③④ 4①② 2 1

応用微生物学 3①②③④ 4①② 2 1 応用微生物学 3①②③④ 4①② 2 1

分子微生物学 3①②③④ 4①② 2 1 分子微生物学 3①②③④ 4①② 2 1

土壌生化学 3①②③④ 4①② 2 1 土壌生化学 3①②③④ 4①② 2 1

酵素化学 3①②③④ 4①② 2 1 酵素化学 3①②③④ 4①② 2 1

植物バイオマス利用科学 3①②③④ 4①② 2 1 植物バイオマス利用科学 3①②③④ 4①② 2 1

花卉園芸学 3①②③④ 4①② 2 1 花卉園芸学 3①②③④ 4①② 2 1

植物細胞工学 3①②③④ 4①② 2 1

食品機能学 3①②③④ 4①② 2 1

食品衛生学 3①②③④ 4①② 2 1

農産食品学 3①②③④ 4①② 2 2

栄養生化学 3①②③④ 4①② 2 1 栄養生化学 3①②③④ 4①② 2 1

畜産食品製造学 3①②③④ 4①② 2 1 畜産食品製造学 3①②③④ 4①② 2 1

畜産食品学 3①②③④ 4①② 2 1

免疫学概論 3①②③④ 4①② 2 1

食品・農業情報工学 3①②③④ 4①② 2 1
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授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

理工英語読解 1・2・3・4①～②③～④ 1 12 理工英語読解 1・2・3・4①～②③～④ 1 4

応用英語 1・2・3・4①～②③～④ 2 3 応用英語 1・2・3・4①～②③～④ 2 6

入門医療英語 1・2・3・4③～④ 1 2 入門医療英語 1・2・3・4③～④ 1 9

発展英語 1・2・3・4①～②③～④ 2 10 発展英語 1・2・3・4①～②③～④ 2 25

英語表現セミナーＡ 1・2・3・4①～②③～④ 2 1 英語表現セミナーＡ 1・2・3・4①～②③～④ 2 1

実践英語 1・2・3・4③～④ 1 3 実践英語 1・2・3・4③～④ 1 3

Combination Class：Content &
Skills 1

1・2・3・4①～② 1 2

Topic Based Presentation Skills 1・2・3・4③～④ 1 2

Combination Class：Content &
Skills 2

1・2・3・4③～④ 1 2

Intercultural Communication 1 1・2・3・4③～④ 1 1

Intercultural Communication 2 1・2・3・4①～② 1 1

Content Lecture 1・2・3・4①～② 1 1

Language Lab 2 1・2・3・4①～② 1 1

Topic Based Research Project
Class

1・2・3・4①～② 1 2

iStep(Strand1)Academic
Listening&Speaking 1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand1)Academic Reading 1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand1)Academic Writing 1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand1)Presentation 1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand2)Intercultural
Communication

1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand2)Listening&Speaki
ng

1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand2)Oral
Communication

1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand2)Presentation 1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand3)Academic
Reading1

1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand3)Academic
Reading2

1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand3)Academic
Writing1

1・2・3・4 0.5 1

iStep(Strand3)Academic
Writing2

1・2・3・4 0.5 1

iStep Continuation:Academic
Listening&Speaking

1・2・3・4 1.0 2

iStep
Continuation:AcademicReading

1・2・3・4 1.0 1

iStep Continuation:Academic
Writing

1・2・3・4 1.0 1

iStep
Continuation:Intercultural
Communication

1・2・3・4 1.0 1

iStep Continuation:Oral
Communication

1・2・3・4 1.0 2

iStep
Continuation:Presentation

1・2・3・4 1.0 2

iStepContinuation:Pronunciatio
n

1・2・3・4 1.0 1

Presentation 1 1・2・3・4② 0.5 1

Presentation 2 1・2・3・4② 0.5 1

英語表現セミナーＢ 1・2・3・4①～② 2 1

英語表現セミナーＣ 1・2・3・4①～② 2 1

共通英語 1・2・3・4①～② 1 1

実践英語セミナー 1・2・3・4①～② 2 1

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

英
語

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

英
語
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健康スポーツ科学実習Ⅰ 1・2・3・4①②③④ 1 10 健康スポーツ科学実習Ⅰ 1・2・3・4①②③④ 1 17

健康スポーツ科学実習Ⅱ（ソフト
ボール）

1・2・3・4①② 1 1
健康スポーツ科学実習Ⅱ（ソフト
ボール）

1・2・3・4①② 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（野外活
動）

1・2・3・4①② 1 1
健康スポーツ科学実習Ⅱ（野外活
動）

1・2・3・4①② 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（剣道） 1・2・3・4③④ 1 1 健康スポーツ科学実習Ⅱ（剣道） 1・2・3・4③④ 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（ゴル
フ）

1・2・3・4①② 1 6
健康スポーツ科学実習Ⅱ（ゴル
フ）

1・2・3・4①② 1 5

健康スポーツ科学実習Ⅱ（バレー
ボール）

1・2・3・4①② 1 1
健康スポーツ科学実習Ⅱ（バレー
ボール）

1・2・3・4①② 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキー
Ⅰ）

1・2・3・4③④ 1 6
健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキー
Ⅰ）

1・2・3・4③④ 1 7

健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキー
Ⅱ）

1・2・3・4③④ 1 6
健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキー
Ⅱ）

1・2・3・4③④ 1 7

健康スポーツ科学実習Ⅱ（トレー
ニング）

1・2・3・4③④ 1 1
健康スポーツ科学実習Ⅱ（トレー
ニング）

1・2・3・4③④ 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（バドミ
ントン）

1・2・3・4①②③④ 1 1
健康スポーツ科学実習Ⅱ（バドミ
ントン）

1・2・3・4①②③④ 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（卓球
Ⅰ）

1・2・3・4③④ 1 1
健康スポーツ科学実習Ⅱ（卓球
Ⅰ）

1・2・3・4③④ 1 1

健康スポーツ科学講義 1・2・3・4①②③④ 2 5 健康スポーツ科学講義 1・2・3・4①②③④ 2 3

健康スポーツ科学講義a 1・2・3・4①②③④ 1 5

健康スポーツ科学講義b 1・2・3・4①②③④ 1 5

情報処理概論ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 1 情報処理概論ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 1

情報処理概論ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 1 情報処理概論ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

情報機器操作入門 1・2・3・4①②③④ 2 8 情報機器操作入門 1・2・3・4①②③④ 2 7

情報教育論 1・2・3・4①② 2 8 情報教育論 1・2・3・4①② 2 11

情報リテラシー 1・2・3・4①② 2 1 情報リテラシー 1・2・3・4①② 2 1

ネットワーク機器操作入門 1・2・3・4③④ 2 3 ネットワーク機器操作入門 1・2・3・4③④ 2 3

情報リテラシー概論 1・2・3・4①② 2 2 情報リテラシー概論 1・2・3・4①② 2 3

ＵＮＩＸリテラシー演習 1・2・3・4③④ 2 3 ＵＮＩＸリテラシー演習 1・2・3・4③④ 2 3

コンピュータ基礎演習 1・2・3・4①② 2 3

プログラミング基礎演習 1・2・3・4③④ 2 1

コンピュータセキュリティ入門 1・2・3・4①② 2 3 コンピュータセキュリティ入門 1・2・3・4①② 2 4

基礎情報論 1・2・3・4①～② 2 1

基
礎
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目
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学
共
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単位数 専任教員等の配置

地域を探る 1・2・3・4③④ 2 9 地域を探る 1・2・3・4③④ 2 9

キャリアデザイン 1・2・3・4①② 2 1 キャリアデザイン 1・2・3・4①② 2 2

キャリア形成 1・2・3・4①② 2 1 キャリア形成 1・2・3・4①② 2 1

近世越後諸地域の歴史と社会 1・2・3・4③④ 2 1 近世越後諸地域の歴史と社会 1・2・3・4③④ 2 1

食と健康の科学 1・2・3・4④ 2 7

新潟の農林業 1・2・3・4③ 2 10

新潟産業フィールドワーク 1・2・3・4② 6 3

土と水 1・2・3・4④ 2 13

比較地域社会学 1・2・3・4①～② 2 1

地域から文化を考える 1・2・3・4①② 2 1 地域から文化を考える 1・2・3・4①② 2 1

地域に生きる思想 1・2・3・4①② 2 1

ボランティア開発論Ⅰ 1・2・3・4①② 2 2 ボランティア開発論Ⅰ 1・2・3・4①② 2 1

ボランティア開発論Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 2 ボランティア開発論Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1

ダブルホーム活動演習 1・2・3・4③④ 2 3 ダブルホーム活動演習 1・2・3・4③④ 2 4

コミュニティ・インターンシップ 1・2・3・4③④ 2 1

学校フィールドワーク 1・2・3・4③④ 2 1 1

学校フィールドワークＡ 1・2・3・4①～② 2 2

学校フィールドワークＢ 1・2・3・4①～② 4 2

考える葦の冒険 1・2・3・4③④ 2 1

新潟から考える雪の科学と文化 1・2・3・4①～② 2 1

新潟での企業理念と経営戦略 1・2・3・4③～④ 2 1

新潟地域研究 1・2・3・4② 2 1

文化財と歴史で探る地域の社会と文化Ⅲ 1・2・3・4③～④ 2 2

文化財と歴史で探る地域の社会と文化 Ⅳ 1・2・3・4③～④ 2 1

平和を考えるＡ 1・2・3・4①② 2 4 平和を考えるＡ 1・2・3・4①② 2 4

平和を考えるＢ 7

平和を考えるＢ（平和を考える in 新潟） 1・2・3・4③④ 2 3

キャリアを共に考える-自己理解・他者理解 1・2・3・4①② 2 1 キャリアを共に考える-自己理解・他者理解 1・2・3・4①② 2 1

キャリア意識形成と自己成長 1・2・3・4③④ 2 1 キャリア意識形成と自己成長 1・2・3・4③④ 2 1

異文化と技術 1・2・3・4③④ 1 5 異文化と技術 1・2・3・4③④ 1 5

研究者の仕事と生活 1・2・3・4③④ 1 4 研究者の仕事と生活 1・2・3・4③④ 1 1

ユーザのための数学 1・2・3・4①② 2 1 ユーザのための数学 1・2・3・4①② 2 1

文字文化論 1・2・3・4③④ 2 1 文字文化論 1・2・3・4① ④ 2 1

社会とキャリア選択Ａ 1・2・3・4①② 2 2 社会とキャリア選択Ａ 1・2・3・4①② 2 4

社会とキャリア選択Ｂ 1・2・3・4③④ 2 2 社会とキャリア選択Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

大学生のための役に立つ育児学 1・2・3・4③④ 1 3 大学生のための役に立つ育児学 1・2・3・4③④ 1 4

日本手話Ａ 1・2・3・4①② 2 4 日本手話Ａ 1・2・3・4①② 2 4

日本手話Ｂ 1・2・3・4③④ 2 4 日本手話Ｂ 1・2・3・4③④ 2 4

トキをシンボルとした自然再生 1・2・3・4③④ 2 7 トキをシンボルとした自然再生 1・2・3・4③④ 2 10

International Relations in the
Asia-Pacific

1・2・3・4①② 2 1
International Relations in the
Asia-Pacific

1・2・3・4①② 2 1

The China-Japan-US Trilateral
Relations

1・2・3・4③④ 2 1
The China-Japan-US Trilateral
Relations

1・2・3・4③④ 2 1

シンガポール・スプリングセミナー 1・2・3・4③④ 2 1 シンガポール・スプリングセミナー 1・2・3・4③④ 2 1

中国留学準備講座　サマーセミ
ナー総合編

1・2・3・4①② 2 2
中国留学準備講座　サマーセミ
ナー総合編

1・2・3・4①② 2 2

韓国サマースクールⅠ 1・2・3・4③④ 2 1 韓国サマースクールⅠ 1・2・3・4③④ 2 1

韓国サマースクールⅡ 1・2・3・4③④ 2 1 韓国サマースクールⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

韓国サマースクールⅢ 1・2・3・4③④ 2 1 韓国サマースクールⅢ 1・2・3・4③④ 2 1

共生社会論 1・2・3・4①② 2 1

共生社会論A 1・2・3・4③ 1 1

共生社会論B 1・2・3・4④ 1 1

多文化共生社会体験in AUSTRALIA Ⅰ 1・2・3・4③④ 2 1 多文化共生社会体験in AUSTRALIA Ⅰ 1・2・3・4③④ 2 1

多文化共生社会体験in AUSTRALIA Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1 多文化共生社会体験in AUSTRALIA Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1

表現プロジェクト演習Ｄ 1・2・3・4①② 2 1 表現プロジェクト演習Ｄ 1・2・3・4①② 2 1

表現プロジェクト演習Ｆ 1・2・3・4①② 2 2 表現プロジェクト演習Ｆ 1・2・3・4①② 2 2

表現プロジェクト演習Ｇ 1・2・3・4③～④ 2 2

表現プロジェクト演習Ｈ 1・2・3・4③④ 2 1 表現プロジェクト演習Ｈ 1・2・3・4③④ 2 2

表現プロジェクト演習Ｉ 1・2・3・4③④ 2 1 表現プロジェクト演習Ｉ 1・2・3・4③④ 2 1

表現プロジェクト演習Ｊ 1・2・3・4①② 2 1 表現プロジェクト演習Ｊ 1・2・3・4①② 2 1

表現プロジェクト演習Ｎ 1・2・3・4③④ 2 1 表現プロジェクト演習Ｎ 1・2・3・4①② 2 1

表現プロジェクト演習Ｐ 1・2・3・4①② 2 2 表現プロジェクト演習Ｐ 1・2・3・4①② 2 2

表現プロジェクト演習Ｑ 1・2・3・4③④ 2 1 表現プロジェクト演習Ｑ 1・2・3・4③④ 2 2

表現プロジェクト演習Ｔ 1・2・3・4①② 2 1 表現プロジェクト演習Ｔ 1・2・3・4①② 2 1

表現プロジェクト演習Ｕ 1・2・3・4③④ 2 2 表現プロジェクト演習Ｕ 1・2・3・4③④ 2 2

シンガポール・スプリングセミ
ナー準備講座

1・2・3・4③④ 2 1
シンガポール・スプリングセミ
ナー準備講座

1・2・3・4③④ 2 1

朱鷺・自然再生フィールドワーク 1・2・3・4③④ 1 3 朱鷺・自然再生フィールドワーク 1・2・3・4③④ 1 5

北京サマーセミナーⅠ 1・2・3・4③④ 2 2 北京サマーセミナーⅠ 1・2・3・4③④ 2 2

北京サマーセミナーⅡ 1・2・3・4③④ 2 2 北京サマーセミナーⅡ 1・2・3・4③④ 2 2

北京サマーセミナーⅢ 1・2・3・4③④ 2 2 北京サマーセミナーⅢ 1・2・3・4③④ 2 2

カナダ・サマーセミナーⅠ 1・2・3・4①～② 2 1

カナダ・サマーセミナーⅡ 1・2・3・4①～② 2 1

リーダーシップ基礎演習 1・2・3・4①～② 2 2

リーダーシップ実践演習 1・2・3・4③④ 2 1 リーダーシップ実践演習 1・2・3・4③④ 2 2

台湾スプリングセミナーⅠ 1・2・3・4③④ 2 5 台湾スプリングセミナーⅠ 1・2・3・4③④ 2 6

台湾スプリングセミナーⅡ 1・2・3・4③④ 2 5 台湾スプリングセミナーⅡ 1・2・3・4③④ 2 6

地理情報システム（ＧＩＳ）概論・演習 1・2・3・4③④ 2 3 地理情報システム（ＧＩＳ）概論・演習 1・2・3・4③④ 2 4
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グローバルコミュニケーション 1・2・3・4①②③④ 2 2

グローバルコミュニケーションＡ 1・2・3・4① 1 1

グローバルコミュニケーションＣ 1・2・3・4③ 1 1

感情と表象 1・2・3・4③④ 2 10 感情と表象 1・2・3・4③④ 2 13

地理情報システム（ＧＩＳ）概論・応用演習 1・2・3・4③④ 2 3 地理情報システム（ＧＩＳ）概論・応用演習 1・2・3・4③④ 2 4

森・里・海フィールド実習 1・2・3・4③④ 1 8 森・里・海フィールド実習 1・2・3・4③④ 1 7

中国語学特殊講義 1・2・3・4③④ 2 1 中国語学特殊講義 1・2・3・4③④ 2 2

日本文化入門１ 1・2・3・4③④ 2 7 日本文化入門１ 1・2・3・4③④ 2 8

日本文化入門２ 1・2・3・4①～② 2 6

ピアサポート入門 1・2・3・4③④ 2 1 ピアサポート入門 1・2・3・4③④ 2 2

ダブルホーム活動入門 1・2・3・4①② 2 1 ダブルホーム活動入門Ⅰ 1・2・3・4①② 1 4

ダブルホーム活動入門Ⅱ 1・2・3・4①② 1 4

ICT活用と価値の情報化Ａ 1・2・3・4①② 1 1 ICT活用と価値の情報化Ａ 1・2・3・4① ④ 1 1

ICT活用と価値の情報化Ｂ 1・2・3・4①② 1 1 ICT活用と価値の情報化Ｂ 1・2・3・4①② 1 2

１・２年生対象 長期・企業実践
型プログラムⅠ

1・2・3・4② 2 2

１・２年生対象 長期・企業実践
型プログラムⅡ

1・2・3・4①～② 4 2

Chinese Politics and Diplomacy 1・2・3・4①～② 2 1

Development of Environmental
Policies of Japan

1・2・3・4①～② 2 1

HSK(漢語水平考試）受験対策講座
Ⅰ

1・2・3・4③～④ 2 1

HSK(漢語水平考試）受験対策講座
Ⅱ

1・2・3・4③～④ 2 1

Japanese Experiences from
Various Perspectives

1・2・3・4①～② 2 4

Regionalism in the Asia-
Pacific Region

1・2・3・4①～② 2 1

The North and the South over
the Environment and
Development

1・2・3・4①～② 2 1

アクティブラーニングＡ 1・2・3・4① 1 1

アクティブラーニングＢ 1・2・3・4② 1 1

アクティブラーニングＣ 1・2・3・4② 2 1

アクティブラーニングⅠ 1・2・3・4①②③④ 2 1

アクティブラーニングⅡ 1・2・3・4①②③④ 2 1

アクティブラーニングⅢ 1・2・3・4①②③④ 2 1

オックスフォード大学英語研修 1・2・3・4③～④ 2 1

パフォーマンスの外国語 1・2・3・4①～② 2 1

フィリピンALLC英語研修 1・2・3・4①～② 4 1

メンタルヘルスを考える 1・2・3・4③～④ 2 1

レーザー工学 1・2・3・4③～④ 2 1

開発途上国の環境と開発：事例研
究

1・2・3・4①～② 2 1

国際開発協力論:「開発」とは何
かⅠ

1・2・3・4①～② 2 1

国際開発協力論:「開発」とは何
かⅡ

1・2・3・4③～④ 2 1

国際開発協力論:「開発」とは何
かⅢ

1・2・3・4①～② 2 1

新聞を体験する－新潟日報との連
携授業－

1・2・3・4①～② 2 2

人類共同体のための国際環境政策
学

1・2・3・4③～④ 2 1

西洋カリグラフィーＡ 1・2・3・4③ 1 1

西洋カリグラフィーＢ 1・2・3・4④ 1 1

税のしくみから社会を考える 1・2・3・4② 2 2

中東イスラーム言語文化入門 1・2・3・4①～② 2 2

電気電子工学 1・2・3・4①～② 2 1

日本と外国人 1・2・3・4① 1 1

変遷する社会課題と私たち～科学
技術と地球環境

1・2・3・4③ 2 1 2

留学生と考える日中交流史 1・2・3・4①～② 2 1

日本酒学A-1 1・2・3・4① 1 2

日本酒学A-2 1・2・3・4② 1 2

日本酒学B 1・2・3・4 1 2

地元学入門 1・2・3・4①② 2 1 1

学生企画プロジェクト 1・2・3・4①② 2 1
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日本語Ａ 1・2・3・4①② 1 1

日本語Ｂ 1・2・3・4①② 1 1

日本語Ｃ 1・2・3・4①② 1 1

日本語Ｄ 1・2・3・4①② 1 1

日本語Ｅ 1・2・3・4③④ 1 1

日本語Ｆ 1・2・3・4③④ 1 1

日本語Ｇ 1・2・3・4③④ 1 1

日本語Ｈ 1・2・3・4③④ 1 1

JLPT-N1 Ａ 1・2・3・4① 1 2

JLPT-N1 Ｂ 1・2・3・4② 1 2

JLPT-N1 Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

JLPT-N1 Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ２作文Ａ 1・2・3・4① 1 2

Ｎ２作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ２作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

Ｎ２作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ２聴解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ２聴解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ２聴解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ２聴解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ２読解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ２読解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ２読解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ２読解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ３作文Ａ 1・2・3・4① 1 2

Ｎ３作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ３作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

Ｎ３作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ３聴解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ３聴解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ３聴解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ３聴解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ３読解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ３読解Ｂ 1・2・3・4② 1 1

Ｎ３読解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ３読解Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

Ｎ４作文Ａ 1・2・3・4① 1 2

Ｎ４作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ４作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

Ｎ４作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ４聴解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ４聴解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ４聴解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ４聴解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ４読解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ４読解Ｂ 1・2・3・4② 1 1

Ｎ４読解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ４読解Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

旭町日本語１Ａ 1・2・3・4① 1 1

旭町日本語１Ｂ 1・2・3・4② 1 1

旭町日本語１Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

旭町日本語１Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

旭町日本語２Ａ 1・2・3・4① 1 1

旭町日本語２Ｂ 1・2・3・4② 1 1

旭町日本語２Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

旭町日本語２Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

漢字・語彙Ａ 1・2・3・4① 1 2

漢字・語彙Ｂ 1・2・3・4② 1 2

漢字・語彙Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

漢字・語彙Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

社会人としての日本語・作文Ａ 1・2・3・4① 1 1

社会人としての日本語・作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

社会人としての日本語・作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

社会人としての日本語・作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

社会人としての日本語・作文Ｅ 1・2・3・4① 1 1

社会人としての日本語・作文Ｆ 1・2・3・4③ 1 1

社会人の日本語・オーラルコミュ
ニケーション

1・2・3・4① 1 1

集中日本語０Ａ 1・2・3・4① 5 6

集中日本語０Ｃ 1・2・3・4③ 5 6

集中日本語１Ａ 1・2・3・4① 2 3

集中日本語１Ｂ 1・2・3・4② 2 3
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年次

単位数 専任教員等の配置

集中日本語１Ｃ 1・2・3・4③ 2 3

集中日本語１Ｄ 1・2・3・4④ 2 3

日本事情グローバル 1・2・3・4① 1 1

日本事情社会系Ａ 1・2・3・4③～④ 2 5

日本事情人文系Ａ：現代日本の政
治と経済

1・2・3・4① 1 1

日本事情人文系Ｃ：現代日本の歴
史と文化

1・2・3・4③ 1 1

日本事情人文系Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 2 日本事情人文系Ｂ 1・2・3・4①② 2 2

日本事情自然系Ａ 1・2・3・4①② 2 1 日本事情自然系Ａ 1・2・3・4①② 2 1

解析学基礎１ 1・2・3・4① 1 1

解析学基礎２ 1・2・3・4② 1 1

数学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 5

数学基礎Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 3

数学基礎Ａ１ 1・2・3・4① 1 4

数学基礎Ａ２ 1・2・3・4② 1 4

数学基礎Ｂ１ 1・2・3・4① 1 3

数学基礎Ｂ２ 1・2・3・4② 1 3

統計学基礎 1・2・3・4①②③④ 2 2

統計学基礎１ 1・2・3・4① 1 2

統計学基礎２ 1・2・3・4② 1 2

物理学入門 1・2・3・4①② 2 1

物理学基礎ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 2 物理学基礎ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 2

物理学基礎ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 4 物理学基礎ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

物理学基礎ＢⅠ 1・2・3・4①② 2 3 物理学基礎ＢⅠ 1・2・3・4①② 2 6

物理学基礎ＢⅡ 1・2・3・4③④ 2 1 物理学基礎ＢⅡ 1・2・3・4③④ 2 4

物理学基礎Ｃ１ 1・2・3・4① 1 1

物理学基礎Ｃ２ 1・2・3・4② 1 1

物理学基礎Ｃ３ 1・2・3・4③ 1 1

物理学基礎Ｃ４ 1・2・3・4④ 1 1

物理学基礎Ｄ 1・2・3・4③④ 2 1 物理学基礎Ｄ 1・2・3・4③④ 2 2

化学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 1 2 化学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 1 2

化学基礎Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 4 化学基礎Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 4

化学基礎Ｃ 1・2・3・4①②③④ 2 2 化学基礎Ｃ 1・2・3・4①②③④ 2 2

生物学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 4 生物学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 5

生物学基礎Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 5 生物学基礎Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 5

地学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 2 地学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 2

地学基礎Ｂ 1・2・3・4③④ 2 2 地学基礎Ｂ 1・2・3・4③④ 2 3

地学基礎Ｃ 1・2・3・4③④ 2 2 地学基礎Ｃ 1・2・3・4③④ 2 2

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

留
学
生
基
本
科
目

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

留
学
生
基
本
科
目

自
然
系
共
通
専
門
基
礎

自
然
系
共
通
専
門
基
礎
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【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

くらしと数理 1・2・3・4①② 2 4 くらしと数理 1・2・3・4①② 2 4

基礎数学ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 1

基礎数学ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

基礎数学ＢⅠ 1・2・3・4①② 2 1

基礎数学ＢⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

基礎数理ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 5 基礎数理ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 5

基礎数理ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 5 基礎数理ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 5

基礎数理Ｂ 1・2・3・4③ 2 5

代数・幾何の数理 1・2・3・4①② 2 1 代数・幾何の数理 1・2・3・4①② 2 1

数学の世界 1・2・3・4③④ 2 4 数学の世界 1・2・3・4③④ 2 3

極微の世界 1・2・3・4①② 2 1 極微の世界 1・2・3・4①② 2 1

物質の世界 1・2・3・4③④ 2 1 物質の世界 1・2・3・4③④ 2 1

物理学への招待Ａ 1・2・3・4①② 2 1 物理学への招待Ａ 1・2・3・4①② 2 1

物理学への招待Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1 物理学への招待Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

物理学基礎実験 1・2・3・4①②③④ 2 5 物理学基礎実験 1・2・3・4①②③④ 2 7

化学実験 1・2・3・4①② 2 5

生物学－動物Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 1 生物学－動物Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 1

生物学－細胞・分子Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 1 生物学－細胞・分子Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 1

生物学－生物多様性Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 2 生物学－生物多様性Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 2

生物学－植物Ａ－ 1・2・3・4①② 2 2 生物学－植物Ａ－ 1・2・3・4①② 2 2

生物学実験Ⅰ 1・2・3・4①② 2 12 生物学実験Ⅰ 1・2・3・4①② 2 12

地球と気象 1・2・3・4③④ 2 1 地球と気象 1・2・3・4③④ 2 1

地学Ｃ（マグマと火山） 1・2・3・4③④ 2 2 地学Ｃ（マグマと火山） 1・2・3・4③④ 2 2

地学Ｅ（地球理解の諸相） 1・2・3・4③④ 2 1 地学Ｅ（地球理解の諸相） 1・2・3・4③④ 2 1

地学概論Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 2 地学概論Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 2

地学概論Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1 地学概論Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

地学実験Ａ 1・2・3・4①② 2 2 地学実験Ａ 1・2・3・4①② 2 2

地学実験Ｂ 1・2・3・4①② 2 2 地学実験Ｂ 1・2・3・4①② 2 2

地学実験Ｃ 1・2・3・4③④ 2 2 地学実験Ｃ 1・2・3・4③④ 2 1

数理基礎演習Ⅰ 1・2・3・4①② 1 2

数理基礎演習Ⅱ 1・2・3・4③④ 1 2

グリーンケミストリー入門 1・2・3・4③④ 2 4 グリーンケミストリー入門 1・2・3・4③④ 2 4

基礎雪氷学 1・2・3・4①② 2 4 基礎雪氷学 1・2・3・4①② 2 4

生活の化学 1・2・3・4③④ 2 1 生活の化学 1・2・3・4③④ 2 1

社会を支える有機化学 1・2・3・4③④ 2 1 社会を支える有機化学 1・2・3・4③④ 2 1

ＤＮＡ入門 1・2・3・4③④ 2 1

自然科学基礎実験 1・2・3・4①～② 2 15

地質学の基礎 1・2・3・4③～④ 2 1

考える葦の冒険 1・2・3・4③④ 2 1

物理学概論 1・2・3・4③～④ 2 1

コンピュータへの招待 1・2・3・4①② 2 5

高福祉社会を支える「生活支援工学」入門 1・2・3・4①② 2 5

最先端技術を支える化学Ⅰ 1・2・3・4①② 2 7 最先端技術を支える化学Ⅰ 1・2・3・4①② 2 9

生活を支える化学技術－化学工学への招待－ 1・2・3・4①② 2 3 生活を支える化学技術－化学工学への招待－ 1・2・3・4①② 2 3

エレクトロニクスへの招待 1・2・3・4①② 2 9

エレクトロニクス入門 1・2・3・4①② 2 11

くらしと環境 1・2・3・4①② 2 14

くらしを支える機械システム工学 1・2・3・4③④ 2 1 13 くらしを支える機械システム工学 1・2・3・4③④ 2 1 13

機能材料化学概論 1・2・3・4③④ 2 4

材料科学概論 1・2・3・4③ 2 15

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

自
然
科
学

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目
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然
科
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【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
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任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

ビジネス書道入門 1・2・3・4①②③④ 2 1 ビジネス書道入門 1・2・3・4①②③④ 2 1

フランスの文学と歴史 1・2・3・4① 2 1

フランス語オプショナルＡ 1・2・3・4①② 2 1 フランス語オプショナルＡ 1・2・3・4①② 2 1

ロシア語オプショナルＡ 1・2・3・4③④ 2 1 ロシア語オプショナルＡ 1・2・3・4①② 2 1

中国語オプショナルＡ 1・2・3・4①② 2 1 中国語オプショナルＡ 1・2・3・4③④ 2 1

朝鮮語オプショナルＡ 1・2・3・4③④ 2 1 朝鮮語オプショナルＡ 1・2・3・4③④ 2 1

演劇入門 1・2・3・4③④ 2 1 演劇入門 1・2・3・4③④ 2 1

応用情報論 1・2・3・4①～② 2 1

音と音楽をめぐる科学的教養 1・2・3・4①② 2 1 音と音楽をめぐる科学と教養Ⅰ 1・2・3・4① 1 1

音と音楽をめぐる科学と教養Ⅱ 1・2・3・4② 1 1

音楽（ピアノ） 1・2・3・4①～② 2 1

音楽（作曲） 1・2・3・4③～④ 2 1

音楽Ｅ 1・2・3・4①② 2 1 音楽Ｅ 1・2・3・4①② 2 1

音楽Ｆ 1・2・3・4③④ 2 1 音楽Ｆ 1・2・3・4③④ 2 1

音楽Ｒ 1・2・3・4③④ 2 2 音楽Ｒ 1・2・3・4③④ 2 2

外国語アネックスＡ 1・2・3・4③④ 2 1

外国語アネックスＢ 1・2・3・4③④ 2 1

外国語アネックスＣ 1・2・3・4③④ 2 1

感性学 1・2・3・4①② 2 11

基礎情報論 1・2・3・4①② 2 1

技術日本語演習 1・2・3・4①② 2 2 技術日本語演習 1・2・3・4① ④ 2 2

宮崎アニメにおける文明と自然 1・2・3・4③ 2 1

教養の心理学 1・2・3・4①② 2 1 教養の心理学 1・2・3・4①② 2 1

現代思想論 1・2・3・4③④ 2 1 現代思想論 1・2・3・4③④ 2 1

現代社会と科学技術 1・2・3・4④ 2 1

現代社会論 1・2・3・4①② 2 1 現代社会論 1・2・3・4①② 2 1

現代哲学演習 1・2・3・4③～④ 2 1

国際教養演習 1・2・3・4①～② 2 1

社会学とは何か 1・2・3・4①② 2 1 社会学とは何か 1・2・3・4① ④ 2 1

つながりと絆の社会学 1・2・3・4④ 2 1

社会学的思考法 1・2・3・4①② 2 1 社会学的思考法 1・2・3・4①② 2 1

宗教思想史入門 1・2・3・4③④ 2 1 宗教思想史入門 1・2・3・4③④ 2 1

少数民族の言語と文化 1・2・3・4①～② 2 1

心と社会 1・2・3・4①② 2 1 心と社会 1・2・3・4①② 2 1

心の科学 1・2・3・4①② 2 1 心の科学 1・2・3・4①② 2 1

心の科学入門 1・2・3・4① 2 5

心の哲学 1・2・3・4③～④ 2 1

心理学 1・2・3・4①② 2 1 心理学 1・2・3・4①② 2 1

心理学概論 1・2・3・4①② 2 1 心理学概論 1・2・3・4①② 2 1

人間学入門 1・2・3・4③ 2 1

人間関係論 1・2・3・4③ 2 1 1

人文系フロンティア 1・2・3・4② 4 1

人文系展開科目Ａ 1・2・3・4① 2 1

人文系展開科目Ｂ 1・2・3・4③～④ 2 1

人文系展開科目Ｃ 1・2・3・4① 2 12

人文系展開科目Ｄ 1・2・3・4③～④ 2 1

人文系展開科目Ｅ 1・2・3・4①～② 2 1

人文社会情報論 1・2・3・4③④ 2 1 人文社会情報論 1・2・3・4① ④ 2 1

人文超域科目Ｃ 1・2・3・4③～④ 2 10

人文超域科目Ｄ 1・2・3・4③④ 2 5 人文超域科目Ｄ 1・2・3・4① ④ 2 7

西洋文化研究演習Ａ 1・2・3・4①② 2 1 西洋文化研究演習Ａ 1・2・3・4① ④ 2 1

西洋文化研究演習Ｂ 1・2・3・4① 2 1

西洋文学ＬⅠ 1・2・3・4①～② 2 1

西洋文学ＬⅡ 1・2・3・4③～④ 2 1

対人行動の心理学 1・2・3・4③④ 2 1 対人行動の心理学 1・2・3・4③④ 2 1

知識のパルナッソス論 1・2・3・4①② 2 1 知識のパルナッソス論 1・2・3・4① ④ 2 1

哲学への招待 1・2・3・4③④ 2 1

哲学演習 1・2・3・4③④ 2 1

哲学入門 1・2・3・4③～④ 2 2

日本近代文学Ｄ 1・2・3・4①② 2 1 日本近代文学Ｄ 1・2・3・4① ④ 2 1

日本近代文学Ｆ 1・2・3・4① 2 1

日本古典文学Ｋ 1・2・3・4①② 2 1 日本古典文学Ｋ 1・2・3・4① ④ 2 1

日本古典文学Ｎ 1・2・3・4③④ 2 2 日本古典文学Ｎ 1・2・3・4① ④ 2 2

日本語教育Ⅰ－Ａ 1・2・3・4①② 2 1 日本語教育Ⅰ－Ａ 1・2・3・4①② 2 1

日本語教育Ⅰ－Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1 日本語教育Ⅰ－Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

日本語教育Ⅱ－Ａ 1・2・3・4①② 2 1 日本語教育Ⅱ－Ａ 1・2・3・4① ④ 2 1

日本語教育Ⅱ－Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1 日本語教育Ⅱ－Ｂ 1・2・3・4① ④ 2 1

日本文化史 1・2・3・4① 2 1

日本文化論 1・2・3・4③④ 2 2 日本文化論 1・2・3・4③④ 2 1

日本文化論演習Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1 日本文化論演習Ｂ 1・2・3・4① ④ 2 1

乳幼児心理学 1・2・3・4③④ 2 1 乳幼児心理学 1・2・3・4③④ 2 1

認知と行動 1・2・3・4①② 2 1 認知と行動 1・2・3・4①② 2 1

紛争の心理学 1・2・3・4③④ 2 1 紛争の心理学 1・2・3・4③④ 2 1

文学Ｄ 1・2・3・4③④ 2 1 文学Ｄ 1・2・3・4③④ 2 1

文学読解演習 1・2・3・4③～④ 2 1

平家物語と琵琶語り 1・2・3・4② 2 1

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

人
文
社
会
・
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育
科
学
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目
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育
科
学
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授業科目の名称
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授業科目の名称
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年次

単位数 専任教員等の配置

領域融合・超域科目Ａ 1・2・3・4①② 2 9 領域融合・超域科目Ａ 1・2・3・4①② 2 1

領域融合・超域科目Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1 領域融合・超域科目Ｂ 1・2・3・4① ④ 2 1

領域融合・超域科目Ｃ 1・2・3・4①～② 2 1

領域融合・超域科目Ｅ 1・2・3・4③④ 2 1 領域融合・超域科目Ｅ 1・2・3・4① ④ 2 5

領域融合・超域科目Ｇ 1・2・3・4③④ 2 5 領域融合・超域科目Ｇ 1・2・3・4① ④ 2 5

領域融合・超域科目Ｉ 1・2・3・4③④ 2 1 領域融合・超域科目Ｉ 1・2・3・4① ④ 2 1

領域融合・超域科目Ｊ 1・2・3・4③～④ 2 10

領域融合・超域科目Ｎ 1・2・3・4① 2 12

領域融合・超域科目Ｐ 1・2・3・4①② 2 1 1 領域融合・超域科目Ｐ 1・2・3・4①② 2 1

領域融合・超域科目Ｑ 1・2・3・4③～④ 2 1

倫理学入門 1・2・3・4①～② 2 1

臨床心理学 1・2・3・4①～② 2 2

臨床心理学入門 1・2・3・4③④ 2 1 臨床心理学入門 1・2・3・4① ④ 2 1

歴史学Ａ 1・2・3・4①～② 2 9

歴史学Ｃ 1・2・3・4③～④ 2 1

歴史学Ｄ 1・2・3・4①～② 2 1

歴史学Ｇ 1・2・3・4③④ 2 1 歴史学Ｇ 1・2・3・4① ④ 2 1

歴史学Ｉ 1・2・3・4①② 2 1 歴史学Ｉ 1・2・3・4①② 2 1

歴史学Ｋ 1・2・3・4③④ 2 1 歴史学Ｋ 1・2・3・4① ④ 2 1

歴史学Ｐ 1・2・3・4①～② 2 1

歴史学Ｑ 1・2・3・4③④ 2 1 歴史学Ｑ 1・2・3・4① ④ 2 1

歴史学Ｓ 1・2・3・4③④ 2 1 歴史学Ｓ 1・2・3・4③④ 2 1

歴史学Ｖ 1・2・3・4③～④ 2 1

歴史学Ｗ 1・2・3・4①② 2 1

和漢混淆文の文学世界 1・2・3・4④ 2 1

教養を考える 1・2・3・4①～② 2 3

教養教育としての教育学入門 1・2・3・4③ 2 1

現代芸術入門 1・2・3・4①～② 2 1

生命論パラダイムからの美術教育 1・2・3・4①～② 2 1

美術史 1・2・3・4③④ 2 1 美術史 1・2・3・4③④ 2 1

芸術論入門 1・2・3・4①② 2 1 芸術論入門 1・2・3・4① ④ 2 1

リーガル・システムＡ 1・2・3・4①② 2 9 リーガル・システムＡ 1・2・3・4①② 2 1

リーガル・システムＢ 1・2・3・4①② 2 10 リーガル・システムＢ 1・2・3・4①② 2 4

日本国憲法Ｂ 1・2・3・4①② 2 1

日本国憲法Ｄ 1・2・3・4③④ 2 1

日本国憲法 1・2・3・4① 2 2

特殊講義（戦後政治） 1・2・3・4③④ 2 1 特殊講義（戦後政治） 1・2・3・4① ④ 2 1

特殊講義（ITと法と経済） 1・2・3・4①～② 2 1

特殊講義（コンプライアンス） 1・2・3・4①～② 2 1

特殊講義（再生手続） 1・2・3・4③～④ 2 1

特殊講義（手形小切手法） 1・2・3・4③～④ 2 1

税法入門 1・2・3・4①② 2 1 税法入門 1・2・3・4① ④ 2 1

まちづくり論入門 1・2・3・4③④ 2 1 まちづくり論入門 1・2・3・4① ④ 2 1

アジア経済入門 1・2・3・4①② 2 1 アジア経済入門 1・2・3・4①② 2 1

ロシア政治経済入門 1・2・3・4③④ 2 1 ロシア政治経済入門 1・2・3・4① ④ 2 1

ゲーム理論への招待 1・2・3・4③ 1 1

ことばと言語学への誘い 1・2・3・4①～② 2 1

ユーロ圏経済入門 1・2・3・4③～④ 2 1

映画を通じた社会の諸相 1・2・3・4② 2 1

英語で学ぶマーケティングの基礎 1・2・3・4② 1 1

英語で学ぶ企業分析入門 1・2・3・4② 1 1

英語による経済数学 1・2・3・4③～④ 2 1

英語による入門マクロ経済学 1・2・3・4③ 2 1

組織マネジメント論 1・2・3・4③ 2 1

組織行動論入門 1・2・3・4③ 1 1

日本の市民社会と市民運動 1・2・3・4④ 1 1

生涯学習概論 1・2・3・4③ 2 1

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

人
文
社
会
・
教
育
科
学

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

人
文
社
会
・
教
育
科
学
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【平成30年度】

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

必
修

選
択

自
由

教
授

准

教

授

講
師

助
教

助
手

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置

医学序説Ⅰ 1・2・3・4①② 2 1 医学序説Ⅰ 1・2・3・4①② 2 1

医学序説Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1 医学序説Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1

健康と医学 1・2・3・4③④ 2 4 健康と医学 1・2・3・4③④ 2 5

メディカルサイエンス 1・2・3・4③④ 1 1 メディカルサイエンス 1・2・3・4① ④ 1 1

生命倫理 1・2・3・4③④ 1 1 生命倫理 1・2・3・4③④ 1 1

医事法制 1・2・3・4③④ 1 1 医事法制 1・2・3・4③④ 1 1

社会保険 1・2・3・4③④ 1 1 社会保険 1・2・3・4③④ 1 1

病院管理学 1・2・3・4③④ 1 1 病院管理学 1・2・3・4③④ 1 1

医療と画像技術 1・2・3・4③④ 2 7 医療と画像技術 1・2・3・4③④ 2 6

医学と医療の歴史 1・2・3・4③④ 2 7 医学と医療の歴史 1・2・3・4③④ 2 8

ケアの基本理念と実際 1・2・3・4③④ 2 11 ケアの基本理念と実際 1・2・3・4③④ 2 13

先端医科学研究概説 1・2・3・4①② 2 1 先端医科学研究概説 1・2・3・4①② 2 1

医療と放射線 1・2・3・4①② 2 6 医療と放射線 1・2・3・4①② 2 6

医療と法 1・2・3・4①② 2 7 医療と法 1・2・3・4①② 2 7

医療ボランティア論 1・2・3・4③④ 1 2 医療ボランティア論 1・2・3・4③④ 1 5

顔 1・2・3・4③④ 2 3 顔 1・2・3・4③④ 2 8

健康福祉学入門 1・2・3・4①② 2 14 健康福祉学入門 1・2・3・4①② 2 14

新潟発福祉学 1・2・3・4③④ 2 7 新潟発福祉学 1・2・3・4③④ 2 9

｢食べる｣ 1・2・3・4①② 2 10 ｢食べる｣ 1・2・3・4①② 2 11

医学論文を読む（ジャーナルクラブ）Ａ 1・2・3・4①～② 2 1

医学論文を読む（ジャーナルクラブ）Ｂ 1・2・3・4③～④ 2 1

インターネットテュートリアル 1・2・3・4①～② 1 4

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

医
歯
学

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

医
歯
学
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（１）ー① 授業科目表

必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

創生学修入門 1① 1 1 1

リフレクションデザインⅠ 1① 2 2 2

スタディスキルズ（大学学習法） 1① 2 1 3

フィールドスタディーズ（学外学修） 1② 6 2 2

リテラシー基礎 1③ 2 2 2

基礎ゼミⅠ 1①～② 2 4 6

基礎ゼミⅡ 1③～④ 2 4 7

アカデミック英語Ｒ１ 1・2① 0.5 32

アカデミック英語Ｒ２ 1・2② 0.5 32

アカデミック英語Ｌ１ 1・2① 0.5 19

アカデミック英語Ｌ２ 1・2② 0.5 19

基礎英語 1・2③～④ 1 25

アカデミック英語Ｗ 1・2①～② 1 26

外国語ベーシックⅠ-1a（ドイツ語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-1b（フランス語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-2a（フランス語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-2b（ドイツ語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-3a（中国語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-3b（インドネシア語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-4a（インドネシア語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-4b（中国語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-5a（ドイツ語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-5b（スペイン語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-6a（スペイン語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-6b（ドイツ語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-7a（ドイツ語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-7b（イタリア語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-8a（イタリア語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-8b（ドイツ語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-9a（フランス語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-9b（ロシア語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-10a（ロシア語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-10b（フランス語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-11a（中国語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-11b（朝鮮語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-12a（朝鮮語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-12b（中国語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-13a（古典古代ギリシア語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-13b（古代ローマ帝国ラテン語） 2② 1 1

外国語ベーシックⅠ-14a（古代ローマ帝国ラテン語） 2① 1 1

外国語ベーシックⅠ-14b（古典古代ギリシア語） 2② 1 1

ドイツ語インテンシブⅠ1 2①～② 4 2

ドイツ語インテンシブⅠ2 2①～② 4 2

ドイツ語インテンシブⅠ3 2①～② 4 2

ドイツ語インテンシブⅡ1 2③～④ 4 2

ドイツ語インテンシブⅡ2 2③～④ 4 2

ドイツ語インテンシブⅡ3 2③～④ 4 2

２　授業科目の概要

＜創生学部　創生学修課程＞

【平成29年度】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

導
入
・
転
換

教
育
科
目

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

英
語

初
修
外
国
語
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必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

【平成29年度】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

ドイツ語スタンダードⅠ1 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ2 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ3 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ4 2①～② 3 1

ドイツ語スタンダードⅠ6 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ7 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ8 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ9 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ10 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ11 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅠ13 2①～② 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ1 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ2 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ3 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ4 2③～④ 3 1

ドイツ語スタンダードⅡ6 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ7 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ8 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ9 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ10 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ11 2③～④ 3 2

ドイツ語スタンダードⅡ13 2③～④ 3 2

ドイツ語ベーシックⅡ1 2③～④ 3 2

ドイツ語ベーシックⅡ2 2③～④ 3 2

ドイツ語ベーシックⅡ4 2③～④ 3 2

コミュニケーション・ドイツ語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｃ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｄ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｅ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｆ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・ドイツ語Ｈ 2③～④ 2 1

ドイツ語セミナーＡ 2①～② 2 1

ドイツ語セミナーＢ 2①～② 2 1

ドイツ語セミナーＣ 2③～④ 2 1

ドイツ語セミナーＤ 2③～④ 2 1

フランス語インテンシブⅠ1 2①～② 4 2

フランス語インテンシブⅠ2 2①～② 4 2

フランス語インテンシブⅡ1 2③～④ 4 2

フランス語インテンシブⅡ2 2③～④ 4 2

フランス語スタンダードⅠ1 2①～② 3 2

フランス語スタンダードⅠ2 2①～② 3 2

フランス語スタンダードⅠ3 2①～② 3 2

フランス語スタンダードⅠ4 2①～② 3 2

フランス語スタンダードⅠ5 2①～② 3 2

フランス語スタンダードⅡ1 2③～④ 3 2

フランス語スタンダードⅡ2 2③～④ 3 3

フランス語スタンダードⅡ3 2③～④ 3 2

フランス語スタンダードⅡ4 2③～④ 3 2

フランス語スタンダードⅡ5 2③～④ 3 2

フランス語ベーシックⅡ1 2③～④ 3 2

フランス語ベーシックⅡ2 2③～④ 3 2

コミュニケーション・フランス語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｂ 2①～② 2 2

コミュニケーション・フランス語Ｃ 未開講 2 1

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語
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必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

【平成29年度】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

コミュニケーション・フランス語Ｄ 2①～② 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｅ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｆ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｇ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・フランス語Ｈ 2③～④ 2 1

フランス語セミナーＡ 2①～② 2 2

フランス語セミナーＢ 2③～④ 2 2

ロシア語インテンシブⅠ 2①～② 4 2

ロシア語インテンシブⅡ 2③～④ 4 2

ロシア語スタンダードⅠ 2①～② 3 2

ロシア語スタンダードⅡ 2③～④ 3 2

ロシア語ベーシックⅡ 2③～④ 3 1

コミュニケーション・ロシア語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ロシア語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・ロシア語Ｃ 2③～④ 2 1

ロシア語セミナーＡ 2①～② 2 1

ロシア語セミナーＢ 2③～④ 2 1

中国語インテンシブⅠ1 2①～② 4 2

中国語インテンシブⅠ2 2①～② 4 2

中国語インテンシブⅡ1 2③～④ 4 2

中国語インテンシブⅡ2 2③～④ 4 2

中国語スタンダードⅠ1 2①～② 3 2

中国語スタンダードⅠ2 2①～② 3 2

中国語スタンダードⅠ3 2①～② 3 2

中国語スタンダードⅠ4 2①～② 3 2

中国語スタンダードⅠ5 2①～② 3 2

中国語スタンダードⅠ6 2①～② 3 2

中国語スタンダードⅠ7 2①～② 3 2

中国語スタンダードⅡ1 2③～④ 3 2

中国語スタンダードⅡ2 2③～④ 3 2

中国語スタンダードⅡ3 2③～④ 3 2

中国語スタンダードⅡ4 2③～④ 3 2

中国語スタンダードⅡ5 2③～④ 3 2

中国語スタンダードⅡ6 2③～④ 3 2

中国語スタンダードⅡ7 2③～④ 3 2

中国語ベーシックⅡ 2③～④ 3 2

コミュニケーション・中国語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・中国語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・中国語Ｃ 2①～② 2 1

コミュニケーション・中国語Ｄ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｅ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｆ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｇ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｈ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・中国語Ｊ 2③～④ 2 1

上海語演習 2③～④ 2 1

中国語セミナーＡ 2①～② 2 1

中国語セミナーＢ 2①～② 2 1

中国語セミナーＣ 2③～④ 2 1

中国語セミナーＤ 2③～④ 2 1

中国語セミナーＫ 2①～② 2 1

中国語セミナーＬ 2③～④ 2 1

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語
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担

朝鮮語インテンシブⅠ 2①～② 4 2

朝鮮語インテンシブⅡ 2③～④ 4 3

朝鮮語スタンダードⅠ1 2①～② 3 1

朝鮮語スタンダードⅠ2 2①～② 3 1

朝鮮語スタンダードⅠ3 2①～② 3 1

朝鮮語スタンダードⅡ1 2③～④ 3 1

朝鮮語スタンダードⅡ2 2③～④ 3 1

朝鮮語スタンダードⅡ3 2③～④ 3 1

朝鮮語ベーシックⅡ 2③～④ 3 1

コミュニケーション・朝鮮語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・朝鮮語Ｂ 2①～② 2 1

コミュニケーション・朝鮮語Ｃ 2③～④ 2 1

コミュニケーション・朝鮮語Ｄ 2③～④ 2 1

朝鮮語セミナーＡ 2①～② 2 1

朝鮮語セミナーＢ 未開講 2 1

スペイン語スタンダードⅠ 2①～② 3 1

スペイン語スタンダードⅡ 2③～④ 3 1

スペイン語スタンダードⅢ 2①～② 1 1

スペイン語スタンダードⅣ 2③～④ 1 1

スペイン語ベーシックⅡ 2③～④ 3 2

コミュニケーション・スペイン語Ａ 2①～② 2 1

コミュニケーション・スペイン語Ｂ 2③～④ 2 1

スペイン語セミナーＡ 未開講 2 1

スペイン語セミナーＢ 2①～② 2 1

イタリア語スタンダードⅠ 2③～④ 1 2

イタリア語スタンダードⅡ 2③～④ 1 2

イタリア語スタンダードⅢ 2③～④ 1 1

イタリア語スタンダードⅣ 2③～④ 1 1

イタリア語ベーシックⅡ 2③～④ 3 2

イタリア語セミナーＡ 未開講 2 1

イタリア語セミナーＢ 2③～④ 2 1

インドネシア語ベーシックⅡ 2③～④ 3 1

古代エジプト神聖文字文Ａ 2・3・4③ 1 1

古代エジプト神聖文字文Ｂ 2・3・4④ 1 1

古代ローマ帝国ラテン語Ａ 2・3・4③ 1 1

古代ローマ帝国ラテン語Ｂ 2・3・4④ 1 1

古典古代ギリシア語Ａ 2・3・4③ 1 1

古典古代ギリシア語Ｂ 2・3・4④ 1 1

情報処理・データ分析 1④ 2 2

データサイエンス基礎 2① 2 1

基
礎
科
目

必
修
基
礎
科
目

初
修
外
国
語
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データサイエンス実践Ａ 2② 2 1

データサイエンス実践Ｂ 2③ 2 3 1

データサイエンス実践Ｃ 2④ 2 1 2

P.A.C.E.（Academic Listening & Speaking） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Reading Ⅰ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Writing Ⅰ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Oral Communication） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Writing Ⅱ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Academic Reading Ⅱ） 2③～④ 0.5 2

P.A.C.E.（Research Writing Skills） 2③～④ 1 2

P.A.C.E.（Research Skills） 2③～④ 1 2

P.A.C.E.（Presentation Skills） 2③～④ 1 2

基礎ゼミⅢ 2①～② 2 4 6

基礎ゼミⅣ 2③～④ 2 4 6

プロジェクトゼミⅠ 3①～② 2 4 6

プロジェクトゼミⅡ 3③～④ 2 4 6

ソリューションラボⅠ 4①～② 4 5 7

ソリューションラボⅡ 4③～④ 4 5 7

リテラシー応用Ａ 2・3① 2 1 1

リテラシー応用Ｂ 2・3① 2 2

リテラシー応用Ｃ 2・3① 2 1 1

リテラシー応用Ｄ 2・3② 2 2

リテラシー応用Ｅ 2・3② 2 2

フィールドスタディーズコーディネート 3・4② 2 1

地域・国際交流Ａ 2② 2 1 1 1

地域・国際交流Ｂ 3② 2 1 1 1

リフレクションデザインⅢ 4② 1 6

リフレクションデザインⅣ 4④ 1 4 6

リ
テ
ラ
シ
ー

コ
ア
・
課
題
解
決
実
践
科
目

ス
キ
ル
習
得
中
心
の
科
目

課
題
解
決
学
習
（

Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

中
心
の
科
目

学修成果
総括科目
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リフレクションデザインⅡ 1③ 2 1 1

領域概説Ａ（経済学） 1④ 2 1

領域概説Ｂ（理学） 1④ 2 1

領域概説Ｃ（人文学） 1④ 2 1

領域概説Ｄ（法学） 1④ 2 1

領域概説Ｅ（工学） 1④ 2 1

領域概説Ｆ（農学） 1④ 2 1

社会・地域文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 10

社会・地域文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 3

民俗学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

民俗学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

文化人類学概論Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

文化人類学概論Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

考古学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学概説Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1

社会学的思考法 2①②③④ 3①② 2 1

社会学とは何か 未開講 2 1

現代社会論 2①②③④ 3①② 2 1

歴史文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 3

歴史文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 3

社会調査法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

社会調査法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会解析論 2①②③④ 3①② 2 1

地理学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

地理学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

地誌学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

地誌学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

民俗文化論Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1

民俗文化論Ｄ 3①②③④ 4①② 2 1

日本芸能文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本芸能文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

文化人類学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

文化人類学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

社会学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

社会学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

社会意識論 3①②③④ 4①② 2 1

家族社会学 3①②③④ 4①② 2 1

社会情報論 3①②③④ 4①② 2 1

映像社会論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

映像社会論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

情報メディア論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

地理空間論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

地理空間論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
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日本・アジア言語文化入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 4

日本・アジア言語文化入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

西洋言語文化入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 9

西洋言語文化入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 3

日本・アジア言語文化概説 2①②③④ 3①② 2 3

日本文学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本文学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

日本語学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本語学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

英米文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

英米文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

英米言語概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

英米言語概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

ドイツ言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

フランス言語文化概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

ロシア言語文化概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

日本言語文化基礎演習Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本言語文化基礎演習Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化基礎演習 2①②③④ 3①② 2 1

日本言語文化実習Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

日本言語文化実習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

日本言語文化実習Ｃ 2①②③④ 3①② 1 1

日本言語文化実習Ｄ 2①②③④ 3①② 1 1

アジア言語文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア言語文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋言語文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋言語文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋言語文化研究法Ｄ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋言語文化研究法Ｅ 2①②③④ 3①② 2 1

日本古典文学Ｎ 未開講 2 2

日本古典文学Ｋ 未開講 2 1

英米文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

英米文芸論 3①②③④ 4①② 2 1

英米言語論 3①②③④ 4①② 2 1

古代日本語論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

古代日本語論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

近代日本語論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

近代日本語論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文学論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文学論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古典文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

英米言語文化基礎演習Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

英米言語文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

ドイツ言語文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

フランス言語文化基礎演習Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア言語文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア文芸論 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア言語文化論Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1
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心理・人間学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 9

心理・人間学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 3

メディア・表現文化入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 5

メディア・表現文化入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

哲学概説 2①②③④ 3①② 2 1

西洋哲学史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

宗教学概説 2①②③④ 3①② 2 1

心理学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

心理学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

現代文化論概説 2①②③④ 3①② 2 1

表象文化論概説 2①②③④ 3①② 2 1

科学基礎論 2①②③④ 3①② 2 1

基礎情報論 2①②③④ 3①② 2 1

社会情報論 2①②③④ 3①② 2 1

知覚心理学 2①②③④ 3①② 2 1

学習心理学 2①②③④ 3①② 2 1

社会心理学 2①②③④ 3①② 2 1

応用心理学 2①②③④ 3①② 2 1

哲学研究Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

人間学古典研究 3①②③④ 4①② 2 1

科学文化論 3①②③④ 4①② 2 1

科学思想史 3①②③④ 4①② 2 1

宗教思想史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

宗教思想史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

メディア文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

メディア文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

情報メディア論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

情報メディア論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1 1

映像社会論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

映像社会論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

現代文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

現代文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

表象文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

表象文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

芸術表現論 3①②③④ 4①② 2 1

映像文化論 3①②③④ 4①② 2 1

人格心理学 3①②③④ 4①② 2 1

認知心理学 3①②③④ 4①② 2 1

発達心理学 3①②③④ 4①② 2 1

環境心理学 3①②③④ 4①② 2 1

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

心
理
・
人
間
・
メ
デ
ィ

ア
表
現
文
化
学
）

領
域
基
礎
科
目
（

心
理
・
人
間
・
メ
デ
ィ

ア
表
現
文
化
学
）

領
域
科
目
（

心
理
・
人
間
・
メ
デ
ィ

ア
表
現
文
化
学
）

45



必
修

選
択

自
由

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

【平成29年度】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

歴史文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 3

歴史文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 3

史学概説 2①②③④ 3①② 2 1

日本史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

日本史概説Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1

日本史概説Ｄ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア史概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 2

アジア史概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 2

西洋史概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

古文書学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋歴史文化研究法Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

西洋歴史文化研究法Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

アジア史実習Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

アジア史実習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

アジア史実習Ｃ 2①②③④ 3①② 1 2

考古学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

社会・地域文化学入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 10

社会・地域文化学入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 3

民俗学概説Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

民俗学概説Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

歴史文化基礎演習Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

歴史文化基礎演習Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古代中世史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本古代中世史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1

日本近世近現代史Ｄ 3①②③④ 4①② 2 1

東アジア文化圏論 3①②③④ 4①② 2 1

中国社会論 3①②③④ 4①② 2 1

朝鮮社会論 3①②③④ 4①② 2 1

アジア歴史文化論Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

アジア歴史文化論Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋地域史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋地域史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋社会史Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

西洋社会史Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1
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憲法Ⅰ（憲法総論・人権総論） 2①②③④ 3①② 2 1

憲法Ⅱ（人権各論） 2①②③④ 3①② 2 1

憲法Ⅲ（統治機構論） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅰ（民法総則・契約総論） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅱ（不法行為） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅲ（財産権変動） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅳ（履行障害） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅴ（債権管理法） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅵ（貸借・役務型契約） 2①②③④ 3①② 2 1

民法Ⅶ（金融担保法） 2①②③④ 3①② 2 1

刑法Ⅰ（刑法総論） 2①②③④ 3①② 2 1

刑法Ⅱ（刑法各論Ⅰ） 2①②③④ 3①② 2 1

刑法Ⅲ（刑法各論Ⅱ） 2①②③④ 3①② 2 1

政治学Ⅰ（政治制度論） 2①②③④ 3①② 2 1

政治学Ⅱ（政治過程論） 2①②③④ 3①② 2 1

政治学Ⅲ（政治学原論基礎） 2①②③④ 3①② 2 1

会社法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 1

会社法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

会社法Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

民事訴訟法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

民事訴訟法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

刑事訴訟法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

刑事訴訟法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

行政法Ⅰ（行政法総論） 3①②③④ 4①② 2 1

行政法Ⅱ（行政争訟法） 3①②③④ 4①② 2 1

行政学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

行政学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

政治学Ⅳ（政治学原論） 3①②③④ 4①② 2 1

租税法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

労働法Ⅰ（個別的労働法） 3①②③④ 4①② 2 1

労働法Ⅱ（団体的労働法） 3①②③④ 4①② 2 1

社会保障法Ⅰ（総論・所得保障法） 3①②③④ 4①② 2 1

社会保障法Ⅱ（医療保障法） 3①②③④ 4①② 2 1

社会福祉法制 3①②③④ 4①② 2 1

情報法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

情報法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経済法Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

経済法Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

国際法 3①②③④ 4①② 2 1

国際人権法 3①②③④ 4①② 2 1

国際組織法 3①②③④ 4①② 2 1

法社会学 3①②③④ 4①② 2 1
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入門ミクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

入門マクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

入門社会経済学 2①②③④ 3①② 2 1

経済情報処理 2①②③④ 3①② 2 1

ミクロ経済学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

ミクロ経済学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

マクロ経済学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

マクロ経済学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済入門 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済史 2①②③④ 3①② 2 1

世界経済史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

世界経済史Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

経済学史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

行財政入門 2①②③④ 3①② 2 1

経営学概論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営学概論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2

金融論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

金融論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

労働経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

労働経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

財政学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

財政学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経済政策論Ⅰ 未開講 2 1

経済政策論Ⅱ 未開講 2 1

市場と組織の理論 3①②③④ 4①② 2 1

開発途上国経済論 3①②③④ 4①② 2 1

アジア経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

アジア経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ロシア経済論 3①②③④ 4①② 2 1

比較経済体制論 3①②③④ 4①② 2 1

ＥＵ経済論 3①②③④ 4①② 2 1

経済学史Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ＮＰＯ論 3①②③④ 4①② 2 1

文化経済学 3①②③④ 4①② 2 1

日本経済論 3①②③④ 4①② 2 1

公共選択論 3①②③④ 4①② 2 1

公共経営論 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅠ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅡ 3①②③④ 4①② 2 1

経営戦略論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1
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経営学概論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営学概論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2

経営戦略論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

経営戦略論Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

簿記入門 2①②③④ 3①② 2 1

財務会計論Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2

行財政入門 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済入門 2①②③④ 3①② 2 1

入門ミクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

入門マクロ経済学 2①②③④ 3①② 2 2

経済学史Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

日本経済史 2①②③④ 3①② 2 1

経済情報処理 2①②③④ 3①② 2 1

1

人的資源管理論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

人的資源管理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅠ 3①②③④ 4①② 2 1

経営情報システムⅡ 3①②③④ 4①② 2 1

財務会計論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

連結会計論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

連結会計論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

簿記論 3①②③④ 4①② 2 1

国際会計論 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

地方財政論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ＮＰＯ論 3①②③④ 4①② 2 1

文化経済学 3①②③④ 4①② 2 1

公共経営論 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

公共経済論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

ミクロ経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

ミクロ経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

マクロ経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

マクロ経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

組織の経済学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

租税理論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

経営税務論Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

経営税務論Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1
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集合と写像 2①②③④ 3①② 1 1

数学演習Ａ 2①②③④ 3①② 1 2

線形代数ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1

代数・幾何学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

微分積分学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1

微分積分学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1

解析学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

解析学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

数学演習Ｂ 2①②③④ 3①② 1 2

線形代数ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1

代数・幾何学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

代数入門Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

代数入門Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

微分積分学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1

微分積分学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1

微分方程式論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

微分方程式論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

数値解析Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

数値解析Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

複素解析学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1

複素解析学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1

離散数学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

離散数学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

オペレーションズ・リサーチ実習 2①②③④ 3①② 1 1

最適化数学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

最適化数学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

トポロジーＡ 3①②③④ 4①② 1 1

トポロジーＢ 3①②③④ 4①② 1 1

確率論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

確率論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

関数解析学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

関数解析学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅠＡ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅠＢ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1

数理統計学ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅠＡ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅠＢ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1

代数系ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1

複素解析学ⅡＡ 3①②③④ 4①② 1 1

複素解析学ⅡＢ 3①②③④ 4①② 1 1

計算数理Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

計算数理Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1
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物理学基礎ＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2

物理学基礎ＡⅡ 2①②③④ 3①② 2 1

基礎物理数学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎ベクトル解析 2①②③④ 3①② 2 1

解析力学 2①②③④ 3①② 2 1

電磁気学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 1 1

電磁気学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 1 1

電磁気学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 1 1

電磁気学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 1 1

熱力学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

熱力学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

量子力学序論Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

量子力学序論Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

量子力学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 2 1

量子力学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 2 1

量子力学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1

量子力学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1

統計力学ⅠＡ 2①②③④ 3①② 2 1

統計力学ⅠＢ 2①②③④ 3①② 2 1

統計力学ⅡＡ 2①②③④ 3①② 2 1

統計力学ⅡＢ 2①②③④ 3①② 2 1

特殊相対論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

特殊相対論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

計算物理学Ａ 3①②③④ 4①② 2 1

計算物理学Ｂ 3①②③④ 4①② 2 1

物理学実験Ａ 3①②③④ 4①② 2 2

物理学実験Ｂ 3①②③④ 4①② 2 2

物理学実験Ｃ 3①②③④ 4①② 2 4

物理学実験Ｄ 3①②③④ 4①② 2 4

電気力学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

電気力学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

エレクトロニクスＡ 3①②③④ 4①② 1 1

エレクトロニクスＢ 3①②③④ 4①② 1 1

原子核物理学 3①②③④ 4①② 2 3

物性物理学 3①②③④ 4①② 2 7

素粒子物理学 3①②③④ 4①② 2 6

宇宙物理学 3①②③④ 4①② 2 3

一般相対論Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

一般相対論Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1
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化学基礎Ａ 2①②③④ 3①② 2 1 2

化学基礎Ｂ 2①②③④ 3①② 2 4

化学基礎Ｃ 2①②③④ 3①② 2 2

化学基礎実習ａ 2①②③④ 3①② 1 1 3

化学基礎実習ｂ 2①②③④ 3①② 1 1 3

グリーンケミストリー入門 2①②③④ 3①② 2 4

グリーンケミストリー概説 2①②③④ 3①② 1 6

化学コロキウム 2①②③④ 3①② 1 1 13

化学英語 2①②③④ 3①② 2 6

生活の化学 2①②③④ 3①② 2 1

社会を支える有機化学 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

無機化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

有機化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

化学熱力学 2①②③④ 3①② 2 1

生体分子化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

基礎機器分析 2①②③④ 3①② 2 1

生体分子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

化学統計力学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

化学統計力学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1

量子化学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

量子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1

無機化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学Ⅳ 3①②③④ 4①② 2 1

分析化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

無機化学実験 3①②③④ 4①② 2 2

物理化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

生化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

有機化学実験 3①②③④ 4①② 2 1

生物学基礎Ａ 2①②③④ 3①② 2 5

生物学基礎Ｂ 2①②③④ 3①② 2 5

生物学－動物Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 1

生物学－植物Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 2

生物学－生物多様性Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 2

生物学－細胞・分子Ａ－ 2①②③④ 3①② 2 1

生物学実験Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 14

生物学基礎実習ａ 2①②③④ 3①② 1 8

生物学基礎実習ｂ 2①②③④ 3①② 1 8

基礎細胞遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎細胞生物学 2①②③④ 3①② 2 2

基礎植物学 2①②③④ 3①② 2 1

生命科学のための基礎化学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎生物化学 2①②③④ 3①② 2 1

植物生理学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

動物生理学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

発生生物学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

生物化学Ⅰ（理） 2①②③④ 3①② 2 1

植物生理学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

植物生理学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

動物生理学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

動物生理学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

生体情報学 3①②③④ 4①② 2 1

発生生物学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

分子生物学 3①②③④ 4①② 2 1

細胞生物学Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

細胞生物学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

生物化学Ⅱ（理） 3①②③④ 4①② 2 1
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地質調査法Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 1

地質調査法Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

地質調査法実習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

地質調査法実習Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 1

古生物学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

地層学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

地史学Ａ 2①②③④ 3①② 1 4

地史学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

テクトニクス 2①②③④ 3①② 2 1

岩石学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

岩石学Ｂ 2①②③④ 3①② 1 1

岩石学実験Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 3

鉱物学Ａ 2①②③④ 3①② 1 1

鉱物結晶学実験 2①②③④ 3①② 1 1

地学英語 2①②③④ 3①② 1 1

地球物理学 2①②③④ 3①② 2 5

資源・環境地質学 3①②③④ 4①② 2 1

固体地球化学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

固体地球化学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

鉱物学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

海洋地質学Ａ 3①②③④ 4①② 1 1

海洋地質学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

地層学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

地球化学分析法 3①②③④ 4①② 1 2

水質化学分析法 3①②③④ 4①② 1 1

古生物学Ｂ 3①②③④ 4①② 1 1

古生物学実験 3①②③④ 4①② 1 3

海洋生物学実験 3①②③④ 4①② 1 4

地質構造解析法 3①②③④ 4①② 1 2

構造地質学 3①②③④ 4①② 2 1

環境地質学 3①②③④ 4①② 2 1

第四紀環境学 3①②③④ 4①② 2 1

環境地質学実習 3①②③④ 4①② 1 1

応用地質学実習 3①②③④ 4①② 1 3
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多様性生物学Ａ 2①②③④ 3①② 2 2

機能形態学Ａ 2①②③④ 3①② 2 1

機能形態学Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

環境分析化学 2①②③④ 3①② 2 1

物質反応化学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎量子力学 2①②③④ 3①② 2 1

物質科学Ｂ 2①②③④ 3①② 2 1

物質科学Ｃ 2①②③④ 3①② 2 1

地形学 2①②③④ 3①② 2 1

生態学 2①②③④ 3①② 2 1

環境気象学 2①②③④ 3①② 2 1

物理学基礎ＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2

物理学基礎Ｄ 2①②③④ 3①② 2 2

地学基礎Ｃ 2①②③④ 3①② 2 2

統計学基礎１ 2①②③④ 3①② 1 2

統計学基礎２ 2①②③④ 3①② 1 2

保全遺伝学 3①②③④ 4①② 2 1

古環境学 3①②③④ 4①② 2 3

環境汚染論 3①②③④ 4①② 2 1

地球環境化学 3①②③④ 4①② 2 2

地球流体力学 3①②③④ 4①② 2 1

多様性生物学Ｃ 3①②③④ 4①② 2 1

適応生物学 3①②③④ 4①② 2 2

エネルギー物質科学 3①②③④ 4①② 2 3

地質災害論 3①②③④ 4①② 2 1

寒冷地形学 3①②③④ 4①② 2 1

気候システム論 3①②③④ 4①② 2 1

系統分類学 3①②③④ 4①② 2 3

海洋化学 3①②③④ 4①② 2 1

環境物理学 3①②③④ 4①② 2 1

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 18

機械工学概論 2①②③④ 3①② 2 1 17

材料力学入門 2①②③④ 3①② 2 2

材料力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

材料力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2

流体工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1

流体工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

熱工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2

熱工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 2

機械力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

機械力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

工業力学 2①②③④ 3①② 2 2

加工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

加工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

機構学 2①②③④ 3①② 2 1

機械設計Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

機械設計Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

エネルギー変換工学 3①②③④ 4①② 2 1

トライボロジー 3①②③④ 4①② 2 2

機械音響工学 3①②③④ 4①② 2 1

マイクロマシン 3①②③④ 4①② 2 1

伝熱工学 3①②③④ 4①② 2 2

システム制御Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

システム制御Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

メカトロニクス 3①②③④ 4①② 2 2

ロボット工学 3①②③④ 4①② 2 2

連続体力学 3①②③④ 4①② 2 1 1
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授業科目の名称
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単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 18

社会基盤工学概論 2①②③④ 3①② 2 1 7

材料力学入門 2①②③④ 3①② 2 2

応用力学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

応用力学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1 1

応用力学演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1

建設材料学 2①②③④ 3①② 2 2

コンクリート工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

コンクリート工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

地盤工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

地盤工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

基礎水理学 2①②③④ 3①② 2 1

水理学及び演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

測量学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

社会基盤製図 2①②③④ 3①② 2 1

社会基盤設計基礎 2①②③④ 3①② 2 1 7

社会基盤応用数理及び演習Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1 1

応用力学演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1

コンクリート構造工学 3①②③④ 4①② 2 1

地盤工学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 2

水理学及び演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

社会基盤工学実験Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1 3

社会基盤工学実験Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 3

測量学実習（工） 3①②③④ 4①② 2 2

都市計画学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

都市環境法 3①②③④ 4①② 2 1

社会基盤数理工学 3①②③④ 4①② 2 1 1

動力学 3①②③④ 4①② 2 1

社会基盤応用数理及び演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1 1
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任

・

兼

担

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 18

プログラミングＢⅠ 2①②③④ 3①② 2 4

プログラミングＢⅡ 2①②③④ 3①② 2 2

電気回路Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

電気回路Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

電気回路Ⅲ 2①②③④ 3①② 2 1

電気数理Ⅰ（ベクトル解析） 2①②③④ 3①② 2 2

電気数理Ⅱ（フーリエ解析） 2①②③④ 3①② 2 3

電磁気学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

電磁気学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

物理工学Ⅱ（解析力学） 2①②③④ 3①② 2 3

電気計測 2①②③④ 3①② 2 2

ディジタル回路 2①②③④ 3①② 2 1

電子デバイスⅠ 2①②③④ 3①② 2 1

電子回路 2①②③④ 3①② 2 2

電子物性工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

物理工学Ⅲ（量子物理学） 3①②③④ 4①② 2 2

電子デバイスⅡ 3①②③④ 4①② 2 1

システム制御工学 3①②③④ 4①② 2 1

ディジタル信号処理 3①②③④ 4①② 2 1

画像情報工学 3①②③④ 4①② 2 1

通信方式基礎 3①②③④ 4①② 2 1

電子物性工学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

光応用工学 3①②③④ 4①② 2 1

光量子電子工学 3①②③④ 4①② 2 1

パワーエレクトロニクス 3①②③④ 4①② 2 1

送配電工学 3①②③④ 4①② 2 1
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任

・

兼

担

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 18

データ構造とアルゴリズム 2①②③④ 3①② 2 1

離散数学 2①②③④ 3①② 2 1

プログラミングＡⅠ 2①②③④ 3①② 2 2

プログラミングＡⅡ 2①②③④ 3①② 2 2

論理回路 2①②③④ 3①② 2 1

コンピュータネットワーク 2①②③④ 3①② 2 1

形式言語とオートマトン 2①②③④ 3①② 2 1

コンピュータアーキテクチャ 2①②③④ 3①② 2 1

人工知能 2①②③④ 3①② 2 1

信号処理 2①②③④ 3①② 2 1

情報理論 2①②③④ 3①② 2 1

制御工学 2①②③④ 3①② 2 1

マルチメディアコンピューティング 2①②③④ 3①② 2 1

データ工学 2①②③④ 3①② 2 1

アシスティブ・テクノロジー 2①②③④ 3①② 2 1

電気回路 3①②③④ 4①② 2 1

数理論理学 3①②③④ 4①② 2 1

ネットワーク工学 3①②③④ 4①② 2 1

基礎電子回路 3①②③④ 4①② 2 1

数値計算プログラミング 3①②③④ 4①② 2 1

コンパイラ 3①②③④ 4①② 2 1

電子デバイス 3①②③④ 4①② 2 1

プログラミングＡⅢ 3①②③④ 4①② 2 2

バイオメディカル・エンジニアリング 3①②③④ 4①② 2 1

電気数理Ⅱ（フーリエ解析） 3①②③④ 4①② 2 3

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 18

無機化学 2①②③④ 3①② 2 1

有機化学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

物理化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

計測化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

高分子化学概論 2①②③④ 3①② 2 1

高分子化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

無機工業化学 2①②③④ 3①② 2 1

化学工学基礎 2①②③④ 3①② 2 1

化学プロセス概論 2①②③④ 3①② 2 1

反応工学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

拡散操作Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

物理化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 2

プロセス制御 2①②③④ 3①② 2 1

移動論基礎 2①②③④ 3①② 2 1

安全工学 2①②③④ 3①② 2 2

計測化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

高分子化学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

高分子化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

分子設計化学 3①②③④ 4①② 2 2

物理化学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

無機合成化学 3①②③④ 4①② 2 1

有機反応化学 3①②③④ 4①② 2 1

拡散操作Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

拡散操作Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

反応工学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

反応工学Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

プロセス伝熱工学 3①②③④ 4①② 2 1

機械的分離工学 3①②③④ 4①② 2 1

品質管理 3①②③④ 4①② 2 2

プロセス設計 3①②③④ 4①② 2 1

移動現象論 3①②③④ 4①② 2 1

固体化学 3①②③④ 4①② 2 1

有機合成化学 3①②③④ 4①② 2 1

放射化学（工） 3①②③④ 4①② 2 1

反応装置工学 3①②③④ 4①② 2 1

環境化学工学 3①②③④ 4①② 2 1

粉体工学 3①②③④ 4①② 2 1
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任

・

兼
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総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 18

基礎無機化学 2①②③④ 3①② 2 2

基礎有機化学 2①②③④ 3①② 2 2

基礎電磁気学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎量子力学（工） 2①②③④ 3①② 2 1

基礎統計物理 2①②③④ 3①② 2 1

基礎材料物理化学 2①②③④ 3①② 2 1

基礎材料組織学 2①②③④ 3①② 2 1

受動電気回路素子論 2①②③④ 3①② 2 1

応用電磁気学 2①②③④ 3①② 2 1

応用量子力学 2①②③④ 3①② 2 1

材料分析化学 2①②③④ 3①② 2 1

高分子科学 2①②③④ 3①② 2 1

工業生化学 2①②③④ 3①② 2 2

磁性・超伝導 3①②③④ 4①② 2 1

半導体物性・デバイス 3①②③④ 4①② 2 1

量子物性論 3①②③④ 4①② 2 1

電気化学 3①②③④ 4①② 2 1

光化学 3①②③④ 4①② 2 1

高分子材料化学 3①②③④ 4①② 2 1

機能性高分子材料 3①②③④ 4①② 2 1

生体分子工学 3①②③④ 4①② 2 2

生物材料工学 3①②③④ 4①② 2 1

材料評価学 3①②③④ 4①② 2 1

総合工学概論 2①②③④ 3①② 2 10

総合技術科学演習 2①②③④ 3①② 2 18

建築学概論 2①②③④ 3①② 2 12

建築図学Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 2

建築図学Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 2

建築製図基礎Ⅰ 2①②③④ 3①② 1 2

建築製図基礎Ⅱ 2①②③④ 3①② 1 2

日本建築史 2①②③④ 3①② 2 1

西洋建築史 2①②③④ 3①② 2 2

建築計画学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

都市計画学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

都市計画学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

都市デザイン論 2①②③④ 3①② 2 1

建築環境工学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

建築材料 2①②③④ 3①② 2 2

建築材料・構造概論 2①②③④ 3①② 2 1

建築法規 2①②③④ 3①② 2 1

不動産法 2①②③④ 3①② 2 1

都市環境法 2①②③④ 3①② 2 1

建築設計製図Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 12

建築設計製図Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 12

建築計画学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 2

都市計画・デザイン演習 3①②③④ 4①② 2 1

建築環境制御学Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅱ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅲ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造解析学・演習Ⅳ 3①②③④ 4①② 2 1

建築構造設計Ⅰ 3①②③④ 4①② 2 1
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区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

地域交流サテライト実習 2①②③④ 3①② 1 21

基礎農林学実習 2①②③④ 3①② 1 7

食料資源経済学 2①②③④ 3①② 2 1

植物生産学概論 2①②③④ 3①② 2 1

動物生産学概論 2①②③④ 3①② 2 6

作物学概論 2①②③④ 3①② 2 1

食品産業論 2①②③④ 3①② 2 1

植物遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1

栽培環境学 2①②③④ 3①② 2 1

動物遺伝学 2①②③④ 3①② 2 1

農地と水利用 2①②③④ 3①② 2 2

食料環境工学 2①②③④ 3①② 2 2

精密農業工学 2①②③④ 3①② 2 1

測量学（農） 2①②③④ 3①② 2 1

森林環境論 2①②③④ 3①② 2 1

環境砂防学 2①②③④ 3①② 2 1

フォレスター入門 2①②③④ 3①② 2 2

流域環境ＧＩＳ 2①②③④ 3①② 2 3

国際フードシステム論 3①②③④ 4①② 2 1

植物病理学 3①②③④ 4①② 2 1

動物解剖生理学 3①②③④ 4①② 2 1

農業農村開発論 3①②③④ 4①② 2 1

環境保全型農業論 3①②③④ 4①② 2 1

蔬菜園芸学 3①②③④ 4①② 2 1

乳牛生産管理学 3①②③④ 4①② 2 1

動物発生生殖学 3①②③④ 4①② 2 1

環境地水学 3①②③④ 4①② 2 1

農村空間デザイン学 3①②③④ 4①② 2 1

測量学実習（農） 3①②③④ 4①② 2 4

土環境工学 3①②③④ 4①② 2 2

構造デザイン工学 3①②③④ 4①② 2 1

水環境工学 3①②③④ 4①② 2 1

環境材料工学 3①②③④ 4①② 2 1

バイオマスエネルギー論 3①②③④ 4①② 2 2

樹木学 3①②③④ 4①② 2 1

野生植物生態学 3①②③④ 4①② 2 2

野生動物生態学 3①②③④ 4①② 2 1

森林遺伝育種学 3①②③④ 4①② 2 1

森林再生学 3①②③④ 4①② 2 3

森林保全学 3①②③④ 4①② 2 1

温暖化メカニズム・影響学 3①②③④ 4①② 2 2

リモートセンシング 3①②③④ 4①② 2 1

流域水文学 3①②③④ 4①② 2 1

ＧＩＳ・リモートセンシング演習 3①②③④ 4①② 2 1

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

生
物
資
源
科
学
・
流
域
環
境
学
）

領
域
基
礎
科
目
（

生
物
資
源
科
学
・
流
域
環
境
学
）

領
域
科
目
（

生
物
資
源
科
学
・
流
域
環
境
学
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【平成29年度】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

地域交流サテライト実習 2①②③④ 3①② 1 21

基礎農林学実習 2①②③④ 3①② 1 7

生物化学Ⅰ 2①②③④ 3①② 2 1

生物化学Ⅱ 2①②③④ 3①② 2 1

微生物学 2①②③④ 3①② 2 1

分析化学（農） 2①②③④ 3①② 2 2

遺伝子工学 2①②③④ 3①② 2 1

土壌学概論 2①②③④ 3①② 2 1

有機化学（農） 2①②③④ 3①② 2 1

植物栄養生理学 2①②③④ 3①② 2 1

植物成分化学 2①②③④ 3①② 2 1

食品化学 2①②③④ 3①② 2 1

植物細胞工学 2①②③④ 3①② 2 1

免疫学概論 2①②③④ 3①② 2 1

動物栄養学 2①②③④ 3①② 2 1

食品マーケティング論 2①②③④ 3①② 2 1

細胞分子生物学 3①②③④ 4①② 2 1

植物環境応答学 3①②③④ 4①② 2 1

生物有機化学 3①②③④ 4①② 2 1

応用微生物学 3①②③④ 4①② 2 1

分子微生物学 3①②③④ 4①② 2 1

土壌生化学 3①②③④ 4①② 2 1

酵素化学 3①②③④ 4①② 2 1

植物バイオマス利用科学 3①②③④ 4①② 2 1

花卉園芸学 3①②③④ 4①② 2 1

食品機能学 3①②③④ 4①② 2 1

食品衛生学 3①②③④ 4①② 2 1

農産食品学 3①②③④ 4①② 2 2

栄養生化学 3①②③④ 4①② 2 1

畜産食品製造学 3①②③④ 4①② 2 1

畜産食品学 3①②③④ 4①② 2 1

領
域
学
修
科
目

領
域
学
修
科
目
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

応
用
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命
科
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・
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品
科
学
）
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域
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目
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応
用
生
命
科
学
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食
品
科
学
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応
用
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科
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学
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授
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【平成29年度】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

理工英語読解 1・2・3・4①～②③～④ 1 12

応用英語 1・2・3・4①～②③～④ 2 6

入門医療英語 1・2・3・4③～④ 1 9

発展英語 1・2・3・4①～②③～④ 2 16

英語表現セミナーＡ 1・2・3・4①～②③～④ 2 1
実践英語 1・2・3・4③～④ 1 3

iStep Continuation: Academic
Presentations Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Academic
Presentations Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Listening & Speaking Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Listening & Speaking Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Writing A Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Writing A Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Writing B Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Writing B Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Writing C Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Advanced Academic
Writing C Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Advanced
Presentations Term 3

1・2・3・4③ 1 2

iStep Continuation: Advanced
Presentations Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Advanced Reading
Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Advanced Reading
Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Advanced Topic
Based Speaking Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Advanced Topic
Based Speaking Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Intercultural
Communication Term 3

1・2・3・4③ 1 3

iStep Continuation: Intercultural
Communication Term 4

1・2・3・4④ 1 2

iStep Continuation: Scientific Method
for Academic Writing C Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Scientific Method
for Academic Writing C Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Speaking:
Segmental Pronunciation Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Speaking:
Segmental Pronunciation Term 4

1・2・3・4④ 1 1

iStep Continuation: Speaking:
Suprasegmental Pronunciation Term 3

1・2・3・4③ 1 1

iStep Continuation: Speaking:
Suprasegmental Pronunciation Term 4

1・2・3・4④ 1 1

Presentation 1 1・2・3・4② 1 1

Presentation 2 1・2・3・4② 1 1

英語表現セミナーＢ 1・2・3・4①～② 2 1

英語表現セミナーＣ 1・2・3・4①～② 2 1

共通英語 1・2・3・4①～② 1 1

実践英語セミナー 1・2・3・4①～② 2 1

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

英
語
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単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

健康スポーツ科学実習Ⅰ 1・2・3・4①②③④ 1 18

健康スポーツ科学実習Ⅱ（ソフトボール） 1・2・3・4①② 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（野外活動） 1・2・3・4①② 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（剣道） 1・2・3・4③④ 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（ゴルフ） 1・2・3・4①② 1 5

健康スポーツ科学実習Ⅱ（バレーボール） 1・2・3・4①② 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキーⅠ） 1・2・3・4③④ 1 7

健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキーⅡ） 1・2・3・4③④ 1 7

健康スポーツ科学実習Ⅱ（トレーニング） 1・2・3・4③④ 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（バドミントン） 1・2・3・4①②③④ 1 1

健康スポーツ科学実習Ⅱ（卓球Ⅰ） 1・2・3・4③④ 1 1

健康スポーツ科学講義 1・2・3・4①②③④ 2 6

情報処理概論ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 1

情報処理概論ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

情報機器操作入門 1・2・3・4①②③④ 2 7

情報教育論 1・2・3・4①② 2 16

情報リテラシー 1・2・3・4①② 2 1

ネットワーク機器操作入門 1・2・3・4③④ 2 3

情報リテラシー概論 1・2・3・4①② 2 3

ＵＮＩＸリテラシー演習 1・2・3・4③④ 2 3

コンピュータセキュリティ入門 1・2・3・4①② 2 4

基礎情報論 1・2・3・4①～② 2 1

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
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任

・

兼
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地域を探る 1・2・3・4③④ 2 10

キャリアデザイン 1・2・3・4①② 2 2

キャリア形成 1・2・3・4①② 2 1

近世越後諸地域の歴史と社会 1・2・3・4③④ 2 1

食と健康の科学 1・2・3・4④ 2 7

新潟の農林業 1・2・3・4③ 2 10

新潟産業フィールドワーク 1・2・3・4② 6 2

土と水 1・2・3・4④ 2 14

比較地域社会学 1・2・3・4①～② 2 1

地域から文化を考える 1・2・3・4①② 2 2

ボランティア開発論Ⅰ 1・2・3・4①② 2 1

ボランティア開発論Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1

ダブルホーム活動演習 1・2・3・4③④ 2 4

コミュニティ・インターンシップ 未開講 2 1

学校フィールドワークＡ 1・2・3・4①～② 2 2

学校フィールドワークＢ 1・2・3・4①～② 4 2

新潟から考える雪の科学と文化 1・2・3・4①～② 2 1

新潟での企業理念と経営戦略 1・2・3・4③～④ 2 1

新潟地域研究 1・2・3・4② 2 1

文化財と歴史で探る地域の社会と文化Ⅲ 1・2・3・4③～④ 2 2

平和を考えるＡ 1・2・3・4①② 2 4

平和を考えるＢ 7

キャリアを共に考える-自己理解・他者理解 1・2・3・4①② 2 1

キャリア意識形成と自己成長 1・2・3・4③④ 2 1

異文化と技術 1・2・3・4③④ 1 6

研究者の仕事と生活 1・2・3・4③④ 1 1

ユーザのための数学 1・2・3・4①② 2 1

文字文化論 未開講 2 1

社会とキャリア選択Ａ 1・2・3・4①② 2 4

社会とキャリア選択Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

大学生のための役に立つ育児学 1・2・3・4③④ 1 1

日本手話Ａ 1・2・3・4①② 2 4

日本手話Ｂ 1・2・3・4③④ 2 4

トキをシンボルとした自然再生 1・2・3・4③④ 2 9

International Relations in the Asia-
Pacific

1・2・3・4①② 2 1

The China-Japan-US Trilateral Relations 1・2・3・4③④ 2 1

シンガポール・スプリングセミナー 1・2・3・4③④ 2 1

中国留学準備講座　サマーセミナー総合編 1・2・3・4①② 2 2

韓国サマースクールⅠ 1・2・3・4③④ 2 1

韓国サマースクールⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

韓国サマースクールⅢ 1・2・3・4③④ 2 1

共生社会論 1・2・3・4①② 2 1

多文化共生社会体験in AUSTRALIA Ⅰ 1・2・3・4③④ 2 1

多文化共生社会体験in AUSTRALIA Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1

表現プロジェクト演習Ｄ 未開講 2 1

表現プロジェクト演習Ｆ 1・2・3・4①② 2 2

表現プロジェクト演習Ｇ 1・2・3・4③～④ 2 1

表現プロジェクト演習Ｈ 1・2・3・4③④ 2 2

表現プロジェクト演習Ｉ 1・2・3・4③④ 2 1

表現プロジェクト演習Ｊ 1・2・3・4①② 2 1

表現プロジェクト演習Ｎ 未開講 2 1

表現プロジェクト演習Ｐ 未開講 2 2

表現プロジェクト演習Ｑ 1・2・3・4③④ 2 2

表現プロジェクト演習Ｔ 1・2・3・4①② 2 1

表現プロジェクト演習Ｕ 1・2・3・4③④ 2 2

シンガポール・スプリングセミナー準備講座 1・2・3・4③④ 2 1

朱鷺・自然再生フィールドワーク 1・2・3・4③④ 1 5

北京サマーセミナーⅠ 1・2・3・4③④ 2 2

北京サマーセミナーⅡ 1・2・3・4③④ 2 2

北京サマーセミナーⅢ 1・2・3・4③④ 2 2

カナダ・サマーセミナーⅠ 1・2・3・4①～② 2 1

カナダ・サマーセミナーⅡ 1・2・3・4①～② 2 1

リーダーシップ基礎演習 1・2・3・4①～② 2 2

リーダーシップ実践演習 1・2・3・4③④ 2 2

台湾スプリングセミナーⅠ 1・2・3・4③④ 2 5

台湾スプリングセミナーⅡ 1・2・3・4③④ 2 5

地理情報システム（ＧＩＳ）概論・演習 1・2・3・4③④ 2 4

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

新
潟
大
学
個
性
化
科
目
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任

・

兼

担

グローバルコミュニケーションＡ 1・2・3・4① 1 1

グローバルコミュニケーションＣ 1・2・3・4③ 1 1

感情と表象 1・2・3・4③④ 2 13

地理情報システム（ＧＩＳ）概論・応用演習 1・2・3・4③④ 2 4

森・里・海フィールド実習 1・2・3・4③④ 1 7

中国語学特殊講義 1・2・3・4③④ 2 2

日本文化入門１ 1・2・3・4③④ 2 8

日本文化入門２ 1・2・3・4①～② 2 2

ピアサポート入門 1・2・3・4③④ 2 2

ダブルホーム活動入門 1・2・3・4①② 2 4

ICT活用と価値の情報化Ａ 未開講 1 2

ICT活用と価値の情報化Ｂ 1・2・3・4①② 1 2

１・２年生対象 長期・企業実践型プログラ
ムⅠ

1・2・3・4② 2 3

１・２年生対象 長期・企業実践型プログラ
ムⅡ

1・2・3・4①～② 4 3

Chinese Politics and Diplomacy 1・2・3・4①～② 2 1

Development of Environmental Policies
of Japan

1・2・3・4①～② 2 1

HSK(漢語水平考試）受験対策講座Ⅰ 1・2・3・4③～④ 2 1

HSK(漢語水平考試）受験対策講座Ⅱ 1・2・3・4③～④ 2 1

Japanese Experiences from Various
Perspectives

1・2・3・4①～② 2 4

Regionalism in the Asia-Pacific Region 1・2・3・4①～② 2 1

The North and the South over the
Environment and Development

1・2・3・4①～② 2 1

アクティブラーニングＡ 1・2・3・4① 1 1

アクティブラーニングＢ 1・2・3・4② 1 1

アクティブラーニングＣ 1・2・3・4② 2 1

オックスフォード大学英語研修 1・2・3・4③～④ 2 1

パフォーマンスの外国語 1・2・3・4①～② 2 1

フィリピンALLC英語研修 1・2・3・4①～② 4 1

メンタルヘルスを考える 1・2・3・4③～④ 2 1

レーザー工学 1・2・3・4③～④ 2 1

海外フィールド体験 1・2・3・4①～② 2 1

開発途上国の環境と開発：事例研究 1・2・3・4①～② 2 1

国際開発協力論:「開発」とは何かⅠ 1・2・3・4①～② 2 1

国際開発協力論:「開発」とは何かⅡ 1・2・3・4③～④ 2 1

国際開発協力論:「開発」とは何かⅢ 1・2・3・4①～② 2 1

新聞を体験する－新潟日報との連携授業－ 1・2・3・4①～② 2 2

人類共同体のための国際環境政策学 1・2・3・4③～④ 2 1

西洋カリグラフィーＡ 1・2・3・4③ 1 1

西洋カリグラフィーＢ 1・2・3・4④ 1 1

税のしくみから社会を考える 1・2・3・4② 2 2

中東イスラーム言語文化入門 1・2・3・4①～② 2 1

電気電子工学 1・2・3・4①～② 2 1

日本と外国人 1・2・3・4① 1 1

変遷する社会課題と私たち～科学技術と地
球環境

1・2・3・4③ 2 1 2

留学生と考える日中交流史 1・2・3・4①～② 2 1
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目
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学
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通
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JLPT-N1 Ａ 1・2・3・4① 1 2

JLPT-N1 Ｂ 1・2・3・4② 1 2

JLPT-N1 Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

JLPT-N1 Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ２作文Ａ 1・2・3・4① 1 2

Ｎ２作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ２作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

Ｎ２作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ２聴解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ２聴解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ２聴解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ２聴解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ２読解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ２読解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ２読解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ２読解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ３作文Ａ 1・2・3・4① 1 2

Ｎ３作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ３作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

Ｎ３作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ３聴解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ３聴解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ３聴解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ３聴解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ３読解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ３読解Ｂ 1・2・3・4② 1 1

Ｎ３読解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ３読解Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

Ｎ４作文Ａ 1・2・3・4① 1 2

Ｎ４作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ４作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

Ｎ４作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ４聴解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ４聴解Ｂ 1・2・3・4② 1 2

Ｎ４聴解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ４聴解Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

Ｎ４読解Ａ 1・2・3・4① 1 1

Ｎ４読解Ｂ 1・2・3・4② 1 1

Ｎ４読解Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

Ｎ４読解Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

旭町日本語１Ａ 1・2・3・4① 1 1

旭町日本語１Ｂ 1・2・3・4② 1 1

旭町日本語１Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

旭町日本語１Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

旭町日本語２Ａ 1・2・3・4① 1 1

旭町日本語２Ｂ 1・2・3・4② 1 1

旭町日本語２Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

旭町日本語２Ｄ 1・2・3・4④ 1 1

漢字・語彙Ａ 1・2・3・4① 1 2

漢字・語彙Ｂ 1・2・3・4② 1 2

漢字・語彙Ｃ 1・2・3・4③ 1 2

漢字・語彙Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

社会人としての日本語・作文Ａ 1・2・3・4① 1 1

社会人としての日本語・作文Ｂ 1・2・3・4② 1 2

社会人としての日本語・作文Ｃ 1・2・3・4③ 1 1

社会人としての日本語・作文Ｄ 1・2・3・4④ 1 2

社会人としての日本語・作文Ｅ 1・2・3・4① 1 1

社会人としての日本語・作文Ｆ 1・2・3・4③ 1 1

社会人の日本語・オーラルコミュニケー
ション

1・2・3・4① 1 1

集中日本語０Ａ 1・2・3・4① 5 6

集中日本語０Ｃ 1・2・3・4③ 5 6

集中日本語１Ａ 1・2・3・4① 2 3

集中日本語１Ｂ 1・2・3・4② 2 3

基
礎
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目
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学
共
通
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学
生
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集中日本語１Ｃ 1・2・3・4③ 2 5

集中日本語１Ｄ 1・2・3・4④ 2 3

日本事情グローバル 1・2・3・4① 1 1

日本事情社会系Ａ 1・2・3・4③～④ 2 5

日本事情人文系Ａ：現代日本の政治と経済 1・2・3・4① 1 1

日本事情人文系Ｃ：現代日本の歴史と文化 1・2・3・4③ 1 1

日本事情人文系Ｂ 未開講 2 2

日本事情自然系Ａ 1・2・3・4①② 2 7

解析学基礎１ 1・2・3・4① 1 1

解析学基礎２ 1・2・3・4② 1 1

数学基礎Ａ１ 1・2・3・4① 1 4

数学基礎Ａ２ 1・2・3・4② 1 4

数学基礎Ｂ１ 1・2・3・4① 1 3

数学基礎Ｂ２ 1・2・3・4② 1 3

統計学基礎１ 1・2・3・4① 1 2

統計学基礎２ 1・2・3・4② 1 2

物理学基礎ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 2

物理学基礎ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 1

物理学基礎ＢⅠ 1・2・3・4①② 2 6

物理学基礎ＢⅡ 1・2・3・4③④ 2 4

物理学基礎Ｃ１ 1・2・3・4① 1 1

物理学基礎Ｃ２ 1・2・3・4② 1 1

物理学基礎Ｃ３ 1・2・3・4③ 1 1

物理学基礎Ｃ４ 1・2・3・4④ 1 1

物理学基礎Ｄ 1・2・3・4③④ 2 2

化学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 1 2

化学基礎Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 4

化学基礎Ｃ 1・2・3・4①②③④ 2 2

生物学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 5

生物学基礎Ｂ 1・2・3・4①②③④ 2 5

地学基礎Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 2

地学基礎Ｂ 1・2・3・4③④ 2 3

地学基礎Ｃ 1・2・3・4③④ 2 2
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くらしと数理 1・2・3・4①② 2 4

基礎数理ＡⅠ 1・2・3・4①② 2 5

基礎数理ＡⅡ 1・2・3・4③④ 2 5

基礎数理Ｂ 1・2・3・4③ 2 5

代数・幾何の数理 1・2・3・4①② 2 1

数学の世界 1・2・3・4③④ 2 3

極微の世界 1・2・3・4①② 2 1

物質の世界 1・2・3・4③④ 2 1

物理学への招待Ａ 1・2・3・4①② 2 1

物理学への招待Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

物理学基礎実験 1・2・3・4①②③④ 2 7

生物学－動物Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 1

生物学－細胞・分子Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 1

生物学－生物多様性Ａ－ 1・2・3・4③④ 2 2

生物学－植物Ａ－ 1・2・3・4①② 2 2

生物学実験Ⅰ 1・2・3・4①② 2 14

地球と気象 1・2・3・4③④ 2 1

地学Ｃ（マグマと火山） 1・2・3・4③④ 2 2

地学Ｅ（地球理解の諸相） 1・2・3・4③④ 2 1

地学概論Ａ 1・2・3・4①②③④ 2 2

地学概論Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

地学実験Ａ 1・2・3・4①② 2 2

地学実験Ｂ 1・2・3・4①② 2 2

地学実験Ｃ 1・2・3・4③④ 2 1

グリーンケミストリー入門 1・2・3・4③④ 2 4

基礎雪氷学 1・2・3・4①② 2 4

生活の化学 1・2・3・4③④ 2 1

社会を支える有機化学 1・2・3・4③④ 2 1

ＤＮＡ入門 1・2・3・4③④ 2 1

自然科学基礎実験 1・2・3・4①～② 2 15

地質学の基礎 1・2・3・4③～④ 2 1

考える葦の冒険 1・2・3・4③④ 2 1

物理学概論 1・2・3・4③～④ 2 1

最先端技術を支える化学Ⅰ 1・2・3・4①② 2 9

生活を支える化学技術－化学工学への招待－ 1・2・3・4①② 2 3

くらしを支える機械システム工学 1・2・3・4③④ 2 1 13

材料科学概論 1・2・3・4③ 2 15

基
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ビジネス書道入門 1・2・3・4①②③④ 2 1

フランスの歴史と文学 1・2・3・4① 2 1

フランス語オプショナルＡ 1・2・3・4①② 2 1

ロシア語オプショナルＡ 未開講 2 1

中国語オプショナルＡ 未開講 2 1

朝鮮語オプショナルＡ 1・2・3・4③④ 2 1

演劇入門 1・2・3・4③④ 2 1

応用情報論 1・2・3・4①～② 2 1

音と音楽をめぐる科学的教養 1・2・3・4①② 2 1

音楽（ピアノ） 1・2・3・4①～② 2 1

音楽（作曲) 1・2・3・4③～④ 2 1

音楽Ｅ 1・2・3・4①② 2 1

音楽Ｆ 1・2・3・4③④ 2 1

音楽Ｒ 1・2・3・4③④ 2 1

技術日本語演習 未開講 2 2

宮崎アニメにおける文明と自然 1・2・3・4③ 2 1

教養の心理学 1・2・3・4①② 2 1

現代思想論 1・2・3・4③④ 2 1

現代社会と科学技術 1・2・3・4④ 2 1

現代社会論 1・2・3・4①② 2 1

現代哲学演習 1・2・3・4③～④ 2 1

国際教養演習 1・2・3・4①～② 2 1

社会学とは何か 未開講 2 1

つながりと絆の社会学 1・2・3・4④ 2 1

社会学的思考法 1・2・3・4①② 2 1

宗教思想史入門 1・2・3・4③④ 2 1

少数民族の言語と文化 1・2・3・4①～② 2 1

心と社会 1・2・3・4①② 2 1

心の科学 1・2・3・4①② 2 1

心の科学入門 1・2・3・4① 2 5

心の哲学 1・2・3・4③～④ 2 1

心理学 1・2・3・4①② 2 1

心理学概論 1・2・3・4①② 2 1

人間学入門 1・2・3・4③ 2 1

人間関係論 1・2・3・4③ 2 1

人文系フロンティア 1・2・3・4② 4 1

人文系展開科目Ａ 1・2・3・4① 2 1

人文系展開科目Ｂ 1・2・3・4③～④ 2 1

人文系展開科目Ｃ 1・2・3・4① 2 12

人文系展開科目Ｄ 1・2・3・4③～④ 2 1

人文系展開科目Ｅ 1・2・3・4①～② 2 1

人文社会情報論 未開講 2 1

人文超域科目Ｃ 1・2・3・4③～④ 2 11

人文超域科目Ｄ 未開講 2 5

西洋文化研究演習Ａ 未開講 2 1

西洋文化研究演習Ｂ 1・2・3・4① 2 1

西洋文学ＬⅠ 1・2・3・4①～② 2 1

西洋文学ＬⅡ 1・2・3・4③～④ 2 1

対人行動の心理学 1・2・3・4③④ 2 1

知識のパルナッソス論 未開講 2 1

哲学入門 1・2・3・4③～④ 2 2

日本近代文学Ｄ 未開講 2 1

日本近代文学Ｆ 1・2・3・4① 2 1

日本古典文学Ｋ 未開講 2 1

日本古典文学Ｎ 未開講 2 2

日本語教育Ⅰ－Ａ 1・2・3・4①② 2 1

日本語教育Ⅰ－Ｂ 1・2・3・4③④ 2 1

日本語教育Ⅱ－Ａ 未開講 2 1

日本語教育Ⅱ－Ｂ 未開講 2 1

日本文化史 1・2・3・4① 2 1

日本文化論 1・2・3・4③④ 2 1

日本文化論演習Ｂ 未開講 2 1

乳幼児心理学 1・2・3・4③④ 2 1

認知と行動 1・2・3・4①② 2 1

紛争の心理学 1・2・3・4③④ 2 1

文学Ｄ 1・2・3・4③④ 2 1

文学読解演習 1・2・3・4③～④ 2 1

平家物語と琵琶語り 1・2・3・4② 2 1
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領域融合・超域科目Ａ 1・2・3・4①② 2 1

領域融合・超域科目Ｂ 未開講 2 1

領域融合・超域科目Ｃ 1・2・3・4①～② 2 1

領域融合・超域科目Ｅ 未開講 2 1

領域融合・超域科目Ｇ 未開講 2 5

領域融合・超域科目Ｉ 未開講 2 1

領域融合・超域科目Ｊ 1・2・3・4③～④ 2 11

領域融合・超域科目Ｎ 1・2・3・4① 2 12

領域融合・超域科目Ｐ 1・2・3・4①② 2 1

領域融合・超域科目Ｑ 1・2・3・4③～④ 2 1

倫理学入門 1・2・3・4①～② 2 1

臨床心理学 1・2・3・4①～② 2 2

臨床心理学入門 未開講 2 1

歴史学Ａ 1・2・3・4①～② 2 9

歴史学Ｃ 1・2・3・4③～④ 2 1

歴史学Ｄ 1・2・3・4①～② 2 1

歴史学Ｇ 未開講 2 1

歴史学Ｉ 1・2・3・4①② 2 1

歴史学Ｋ 未開講 2 1

歴史学Ｐ 1・2・3・4①～② 2 1

歴史学Ｑ 未開講 2 1

歴史学Ｓ 1・2・3・4③④ 2 1

歴史学Ｖ 1・2・3・4③～④ 2 1

和漢混淆文の文学世界 1・2・3・4④ 2 1

教養を考える 1・2・3・4①～② 2 3

教養教育としての教育学入門 1・2・3・4③ 2 1

現代芸術入門 1・2・3・4①～② 2 1

生命論パラダイムからの美術教育 1・2・3・4①～② 2 1

美術史 1・2・3・4③④ 2 1

芸術論入門 未開講 2 1

リーガル・システムＡ 1・2・3・4①② 2 10

リーガル・システムＢ 1・2・3・4①② 2 12

日本国憲法 1・2・3・4① 2 2

特殊講義（戦後政治） 未開講 2 1

特殊講義（ITと法と経済） 1・2・3・4①～② 2 1

特殊講義（コンプライアンス） 1・2・3・4①～② 2 1

特殊講義（再生手続） 1・2・3・4③～④ 2 1

特殊講義（手形小切手法） 1・2・3・4③～④ 2 1

税法入門 未開講 2 1

まちづくり論入門 未開講 2 1

アジア経済入門 1・2・3・4①② 2 1

ロシア政治経済入門 未開講 2 1

ゲーム理論への招待 1・2・3・4③ 1 1

ことばと言語学への誘い 1・2・3・4①～② 2 1

ユーロ圏経済入門 1・2・3・4③～④ 2 1

映画を通じた社会の諸相 1・2・3・4② 2 1

英語で学ぶマーケティングの基礎 1・2・3・4② 1 1

英語で学ぶ企業分析入門 1・2・3・4② 1 1

英語による経済数学 1・2・3・4③～④ 2 1

英語による入門マクロ経済学 1・2・3・4③ 2 1

組織マネジメント論 1・2・3・4③ 2 1

組織行動論入門 1・2・3・4③ 1 1

日本の市民社会と市民運動 1・2・3・4④ 1 1

基
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科
目

全
学
共
通
科
目

人
文
社
会
・
教
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【平成29年度】

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

医学序説Ⅰ 1・2・3・4①② 2 1

医学序説Ⅱ 1・2・3・4③④ 2 1

健康と医学 1・2・3・4③④ 2 4

メディカルサイエンス 未開講 1 1

生命倫理 1・2・3・4③④ 1 1

医事法制 1・2・3・4③④ 1 1

社会保険 1・2・3・4③④ 1 1

病院管理学 1・2・3・4③④ 1 1

医療と画像技術 1・2・3・4③④ 2 7

医学と医療の歴史 1・2・3・4③④ 2 8

ケアの基本理念と実際 1・2・3・4③④ 2 10

先端医科学研究概説 1・2・3・4①② 2 1

医療と放射線 1・2・3・4①② 2 6

医療と法 1・2・3・4①② 2 8

医療ボランティア論 1・2・3・4③④ 1 4

顔 1・2・3・4③④ 2 8

健康福祉学入門 1・2・3・4①② 2 13

新潟発福祉学 1・2・3・4③④ 2 9

｢食べる｣ 1・2・3・4①② 2 11

医学論文を読む（ジャーナルクラブ）Ａ 1・2・3・4①～② 2 1

医学論文を読む（ジャーナルクラブ）Ｂ 1・2・3・4③～④ 2 1

インターネットテュートリアル 1・2・3・4①～② 1 4

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、

　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

医
歯
学
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

1 離散数学Ａ 1 2①②③④ 3①② 一般 選択

2 離散数学Ｂ 1 2①②③④ 3①② 一般 選択

3 量子力学ⅠＡ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

4 量子力学ⅠＢ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

5 量子力学ⅡＡ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

6 量子力学ⅡＢ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

7 統計力学ⅠＡ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

8 統計力学ⅠＢ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

9 統計力学ⅡＡ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

10 統計力学ⅡＢ 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

11 野外実習A 4 2①②③④ 3①② 一般 選択

12 地質調査法実習III 1 2①②③④ 3①② 一般 選択

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

1 コンピュータ基礎演習 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

2 プログラミング基礎演習 (29) 2 1・2・3・4③④ 一般 選択

3 地域に生きる思想 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

4 物理学入門 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

5 基礎数学ＡⅠ (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

6 基礎数学ＡⅡ (29) 2 1・2・3・4③④ 一般 選択

7 基礎数学ＢⅠ (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

8 基礎数学ＢⅡ (29) 2 1・2・3・4③④ 一般 選択

9 化学実験 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

10 数理基礎演習Ⅰ (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

11 数理基礎演習Ⅱ (29) 2 1・2・3・4③④ 一般 選択

12 コンピュータへの招待 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

13
高福祉社会を支える「生活支
援工学」入門 (29)

2 1・2・3・4①② 一般 選択

14 エレクトロニクスへの招待 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

15 エレクトロニクス入門 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

16 くらしと環境 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

17 機能材料化学概論 (29) 2 1・2・3・4③④ 一般 選択

18 感性学 (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

19 歴史学Ｗ (29) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

休講，代替措置無

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

休講，代替措置無

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

20 社会・地域文化学入門Ｂ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

21 社会学とは何か (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

22 歴史文化学入門Ｂ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

23 日本・アジア言語文化入門Ｂ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

24 西洋言語文化入門Ｂ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

25 日本言語文化基礎演習Ａ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

26 日本言語文化基礎演習Ｂ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

27 日本古典文学Ｎ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

28 日本古典文学Ｋ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

29 英米言語論 (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

30 心理・人間学入門Ｂ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

31 メディア・表現文化入門Ｂ (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

32 民法Ⅲ（財産権変動） (30) 2 2①②③④ 3①② 一般 選択

33 労働経済学Ⅰ (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

34 労働経済学Ⅱ (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

35 経済政策論Ⅰ (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

36 経済政策論Ⅱ (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

37 連結会計論Ⅰ (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

38 連結会計論Ⅱ (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

39 簿記論 (30) 2 3①②③④ 4①② 一般 選択

40
コミュニティ・インターン
シップ (30)

2 1・2・3・4③④ 一般 選択

41 共生社会論 (30) 2 1・2・3・4①② 一般 選択

42 海外フィールド体験 (30) 2 1・2・3・4①～② 一般 選択

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

54

1,170

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

カリキュラム構成の見直し，代替措置無

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　未開講科目及び廃止科目は，外国語科目や全学共通科目に位置付けられた科目及び科目の名称変更に伴うもの
であり，併せて科目新設等も行っているため，教育の質は確保できている。
　なお，学生に対しては，ガイダンス・シラバス等において周知している。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 4.62% ％

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

　　　　留意してください。

廃止の理由，代替措置の有無
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【平成２９年度】

・教育上の効果を高めるため、「基礎ゼミⅡ」の教員配置を「教授4・准教授6」から「教授4・准教授7」に変更

・クォーター制移行により、「アカデミック英語Ｒ１」を新規開設

・クォーター制移行により、「アカデミック英語Ｒ２」を新規開設

・クォーター制移行により、「アカデミック英語Ｌ１」を新規開設

・クォーター制移行により、「アカデミック英語Ｌ２」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「基礎英語」の教員配置を「兼担・兼任13」から「兼担・兼任25」に変更

・クォーター制移行により、「アカデミック英語Ｗ」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-1a（ドイツ語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-1b（フランス語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-2a（フランス語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-2b（ドイツ語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-3a（中国語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-3b（インドネシア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-4a（インドネシア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-4b（中国語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-5a（ドイツ語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-5b（スペイン語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-6a（スペイン語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-6b（ドイツ語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-7a（ドイツ語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-7b（イタリア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-8a（イタリア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-8b（ドイツ語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-9a（フランス語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-9b（ロシア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-10a（ロシア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-10b（フランス語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-11a（中国語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-11b（朝鮮語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-12a（朝鮮語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-12b（中国語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-13a（古典古代ギリシア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-13b（古代ローマ帝国ラテン語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-14a（古代ローマ帝国ラテン語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「外国語ベーシックⅠ-14b（古典古代ギリシア語）」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語インテンシブⅠ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語インテンシブⅠ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語インテンシブⅠ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語インテンシブⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語インテンシブⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語インテンシブⅡ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ4」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ6」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ7」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ8」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ9」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ10」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ11」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ13」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ4」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ6」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ7」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ8」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ9」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ10」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ11」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅡ13」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語ベーシックⅡ1」を新規開設

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・クォーター制移行により、「ドイツ語ベーシックⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「ドイツ語ベーシックⅡ4」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ドイツ語Ａ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ドイツ語Ｂ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ドイツ語Ｃ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ドイツ語Ｄ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・ドイツ語Ｅ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ドイツ語Ｆ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ドイツ語Ｈ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ語セミナーＡ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ語セミナーＢ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ語セミナーＣ」の配当年次を1・2①～②から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ語セミナーＤ」の配当年次を1・2①～②から2③～④に変更

・クォーター制移行により、「フランス語インテンシブⅠ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語インテンシブⅠ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語インテンシブⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語インテンシブⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅠ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅠ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅠ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅠ4」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅠ5」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅡ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅡ4」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅡ5」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語ベーシックⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「フランス語ベーシックⅡ2」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・フランス語Ａ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・フランス語Ｂ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・フランス語Ｄ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・フランス語Ｅ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・フランス語Ｆ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・フランス語Ｇ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・フランス語Ｈ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「フランス語セミナーＡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「フランス語セミナーＢ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア語インテンシブⅠ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア語インテンシブⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア語スタンダードⅠ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア語スタンダードⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア語ベーシックⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・ロシア語Ａ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ロシア語Ｂ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・ロシア語Ｃ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア語セミナーＡ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・教育課程の充実のため、「ロシア語セミナーＢ」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語インテンシブⅠ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語インテンシブⅠ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語インテンシブⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語インテンシブⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ4」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ5」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ6」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ7」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅡ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅡ4」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅡ5」を新規開設

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅡ6」を新規開設
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅡ7」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「中国語ベーシックⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・中国語Ａ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・中国語Ｂ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・中国語Ｃ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・中国語Ｄ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・中国語Ｅ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・中国語Ｆ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・中国語Ｇ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・中国語Ｈ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「コミュニケーション・中国語Ｊ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「上海語演習」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「中国語セミナーＡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「中国語セミナーＢ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「中国語セミナーＣ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「中国語セミナーＤ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「中国語セミナーＫ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「中国語セミナーＬ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「朝鮮語インテンシブⅠ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「朝鮮語インテンシブⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・クォーター制移行により、「朝鮮語スタンダードⅠ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「朝鮮語スタンダードⅠ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「朝鮮語スタンダードⅠ3」を新規開設

・クォーター制移行により、「朝鮮語スタンダードⅡ1」を新規開設

・クォーター制移行により、「朝鮮語スタンダードⅡ2」を新規開設

・クォーター制移行により、「朝鮮語スタンダードⅡ3」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「朝鮮語ベーシックⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・朝鮮語Ａ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・朝鮮語Ｂ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・朝鮮語Ｃ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・朝鮮語Ｄ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「朝鮮語セミナーＡ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「スペイン語スタンダードⅠ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「スペイン語スタンダードⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「スペイン語スタンダードⅢ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「スペイン語スタンダードⅣ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「スペイン語ベーシックⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・スペイン語Ａ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・スペイン語Ｂ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「スペイン語セミナーＢ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「イタリア語スタンダードⅠ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「イタリア語スタンダードⅡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「イタリア語スタンダードⅢ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「イタリア語スタンダードⅣ」を新規開設

・
教育上の効果を高めるため、「イタリア語ベーシックⅡ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更。配当年次を、1・2③
～④から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「イタリア語セミナーＢ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「インドネシア語ベーシックⅡ」の配当年次を1・2③～④から2③～④に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「古代エジプト神聖文字文Ａ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「古代エジプト神聖文字文Ｂ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「古代ローマ帝国ラテン語Ａ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「古代ローマ帝国ラテン語Ｂ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「古典古代ギリシア語Ａ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「古典古代ギリシア語Ｂ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Academic Listening & Speaking）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Academic Reading Ⅰ）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Academic Writing Ⅰ）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Oral Communication）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Academic Writing Ⅱ）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Academic Reading Ⅱ）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Research Writing Skills）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Research Skills）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「P.A.C.E.（Presentation Skills）」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「社会・地域文化学入門Ａ」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任10」に変更

・「社会・地域文化学入門Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任3」に変更
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・「歴史文化学入門Ａ」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任3」に変更

・「歴史文化学入門Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「情報メディア論Ａ」の教員配置に専任教員1名を追加

・教育上の効果を高めるため、「日本・アジア言語文化入門Ａ」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「西洋言語文化入門Ａ」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任9」に変更

・「西洋言語文化研究法Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「心理・人間学入門Ａ」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任9」に変更

・「心理・人間学入門Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「メディア・表現文化入門Ａ」の教員配置を「教授1、兼担・兼任2」から「兼担・兼任5」に変更

・「メディア・表現文化入門Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任6」から「兼担・兼任2」に変更

・「心理学概説Ａ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「現代文化論概説」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「表象文化論概説」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「情報メディア論Ａ」の教員配置に専任教員1名を追加

・教育上の効果を高めるため、「情報メディア論Ｂ」の教員配置を「教授1」から「教授1、兼担・兼任1」に変更

・「歴史文化学入門Ａ」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任3」に変更

・「歴史文化学入門Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「アジア史概説Ａ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「アジア史概説Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「アジア史実習Ｃ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「社会・地域文化学入門Ａ」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任10」に変更

・「社会・地域文化学入門Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「会社法Ⅰ」の教員配置を「教授1」から「教授1、兼担・兼任1」に変更

・「入門ミクロ経済学」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任2」に変更

・「入門社会経済学」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「経営学概論Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「経営学概論Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「簿記入門」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「財務会計論Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・「入門ミクロ経済学」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任2」に変更

・「物理学基礎ＡⅡ」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任1」に変更

・「量子力学ⅠＡ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「量子力学ⅠＢ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「計算物理学Ａ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「計算物理学Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理学実験Ｃ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理学実験Ｄ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任4」に変更

・「原子核物理学」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任3」に変更

・「物性物理学」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「化学基礎実習ａ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「化学基礎実習ｂ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「化学コロキウム」の教員配置を「兼担・兼任12」から「兼担・兼任13」に変更

・教育上の効果を高めるため、「化学統計力学Ⅱ」の教員配置を「教授1」から「教授1、兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「量子化学Ⅱ」の教員配置を「教授1」から「教授1、兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「無機化学実験」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「生物学基礎Ａ」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任5」に変更

・教育上の効果を高めるため、「生物学実験Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任12」から「兼担・兼任14」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地史学Ａ」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任4」に変更

・「海洋生物学実験」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地質構造解析法」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・「環境地質学Ａ」の科目名称を「環境地質学」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理学基礎Ｄ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「統計学基礎１」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「統計学基礎２」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・「系統分類学」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「総合技術科学演習」の教員配置を「兼担・兼任13」から「兼担・兼任18」に変更

・教育上の効果を高めるため、「機械工学概論」の教員配置を「兼担・兼任14」から「兼担・兼任17」に変更

・教育上の効果を高めるため、「熱工学Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「熱工学Ⅱ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「社会基盤工学概論」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任7」に変更

・「社会基盤設計基礎」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「プログラミングＢⅠ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「電気数理Ⅰ（ベクトル解析）」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「電気数理Ⅱ（フーリエ解析）」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理工学Ⅱ（解析力学）」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任3」に変更
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・教育上の効果を高めるため、「電子回路」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・「プログラミングＢⅡ」の科目名称を「プログラミングＡⅡ」に変更

・「プログラミングⅢ」の科目名称を「プログラミングＡⅢ」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理化学Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「安全工学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「分子設計化学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「品質管理」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「工業生化学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「生体分子工学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「建築学概論」の教員配置を「兼担・兼任11」から「兼担・兼任12」に変更

・教育上の効果を高めるため、「建築設計製図Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任11」から「兼担・兼任12」に変更

・教育上の効果を高めるため、「建築設計製図Ⅱ」の教員配置を「兼担・兼任11」から「兼担・兼任12」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地域交流サテライト実習」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任21」に変更

・教育上の効果を高めるため、「基礎農林学実習」の教員配置を「兼担・兼任6」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「動物生産学概論」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任6」に変更

・教育上の効果を高めるため、「野生植物生態学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「応用英語」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任6」に変更

・教育上の効果を高めるため、「入門医療英語」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任9」に変更

・教育上の効果を高めるため、「発展英語」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任16」に変更

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Academic Presentations Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Academic Presentations Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Listening & Speaking Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Listening & Speaking Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Writing A Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Writing A Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Writing B Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Writing B Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Writing C Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Academic Writing C Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Presentations Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Presentations Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Reading Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Reading Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Topic Based Speaking Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Advanced Topic Based Speaking Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Intercultural Communication Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Intercultural Communication Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Scientific Method for Academic Writing C Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Scientific Method for Academic Writing C Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Speaking: Segmental Pronunciation Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Speaking: Segmental Pronunciation Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Speaking: Suprasegmental Pronunciation Term 3」を新規開設

・クォーター制移行により、「iStep Continuation: Speaking: Suprasegmental Pronunciation Term 4」を新規開設

・クォーター制移行により、「Presentation 1」を新規開設

・クォーター制移行により、「Presentation 2」を新規開設

・クォーター制移行により、「英語表現セミナーＢ」を新規開設

・クォーター制移行により、「英語表現セミナーＣ」を新規開設

・クォーター制移行により、「共通英語」を新規開設

・クォーター制移行により、「実践英語セミナー」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「健康スポーツ科学実習Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任18」に変更

・「健康スポーツ科学実習Ⅱ（ゴルフ）」の教員配置を「兼担・兼任6」から「兼担・兼任5」に変更

・教育上の効果を高めるため、「健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキーⅠ）」の教員配置を「兼担・兼任6」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「健康スポーツ科学実習Ⅱ（スキーⅡ）」の教員配置を「兼担・兼任6」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「健康スポーツ科学講義」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任6」に変更

・「情報機器操作入門」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「情報教育論」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任16」に変更

・教育上の効果を高めるため、「情報リテラシー概論」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「コンピュータセキュリティ入門」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任4」に変更

・「基礎情報論」の科目区分を「人文社会・教育科学」から「情報リテラシー」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地域を探る」の教員配置を「兼担・兼任9」から「兼担・兼任10」に変更

・教育上の効果を高めるため、「キャリアデザイン」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育課程の充実のため、「食と健康の科学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「新潟の農林業」を新規開設

・教育課程の充実のため、「新潟産業フィールドワーク 」を新規開設

・教育課程の充実のため、「土と水」を新規開設
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・教育課程の充実のため、「比較地域社会学」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「地域から文化を考える」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・「ボランティア開発論Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「ボランティア開発論Ⅱ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「ダブルホーム活動演習」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任4」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「学校フィールドワークＡ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「学校フィールドワークＢ」を新規開設

・「考える葦の冒険」の科目区分を「新潟大学個性化科目」から「自然科学」に変更

・教育課程の充実のため、「新潟から考える雪の科学と文化」を新規開設

・教育課程の充実のため、「新潟での企業理念と経営戦略」を新規開設

・教育課程の充実のため、「新潟地域研究」を新規開設

・教育課程の充実のため、「文化財と歴史で探る地域の社会と文化Ⅲ」を新規開設

・
「平和を考えるＢ（平和を考える in 新潟）」の科目の名称を「平和を考えるＢ」に変更。教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任
7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「異文化と技術」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任6」に変更

・「研究者の仕事と生活」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「社会とキャリア選択Ａ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任4」に変更

・「社会とキャリア選択Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「大学生のための役に立つ育児学」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「トキをシンボルとした自然再生」の教員配置を「兼担・兼任7」から「兼担・兼任9」に変更

・教育課程の充実のため、「表現プロジェクト演習Ｇ」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「表現プロジェクト演習Ｈ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「表現プロジェクト演習Ｑ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「朱鷺・自然再生フィールドワーク」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任5」に変更

・教育課程の充実のため、「カナダ・サマーセミナーⅠ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「カナダ・サマーセミナーⅡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「リーダーシップ基礎演習」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「リーダーシップ実践演習」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・「地理情報システム（ＧＩＳ）概論・演習」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任4」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「グローバルコミュニケーション」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「グローバルコミュニケーションＡ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「グローバルコミュニケーションＣ」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「感情と表象」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任13」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地理情報システム（ＧＩＳ）概論・応用演習」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任4」に変更

・「森・里・海フィールド実習」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「中国語学特殊講義」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「日本文化入門１」の教員配置を「兼担・兼任7」から「兼担・兼任8」に変更

・教育課程の充実のため、「日本文化入門２」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「ピアサポート入門」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「ダブルホーム活動入門」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「ICT活用と価値の情報化Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育課程の充実のため、「１・２年生対象 長期・企業実践型プログラムⅠ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「１・２年生対象 長期・企業実践型プログラムⅡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「Chinese Politics and Diplomacy」を新規開設

・教育課程の充実のため、「Development of Environmental Policies of Japan」を新規開設

・教育課程の充実のため、「HSK(漢語水平考試）受験対策講座Ⅰ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「HSK(漢語水平考試）受験対策講座Ⅱ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「Japanese Experiences from Various Perspectives」を新規開設

・教育課程の充実のため、「Regionalism in the Asia-Pacific Region」を新規開設

・教育課程の充実のため、「The North and the South over the Environment and Development」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「アクティブラーニングＡ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「アクティブラーニングＢ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「アクティブラーニングＣ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「オックスフォード大学英語研修」を新規開設

・教育課程の充実のため、「パフォーマンスの外国語」を新規開設

・教育課程の充実のため、「フィリピンALLC英語研修」を新規開設

・教育課程の充実のため、「メンタルヘルスを考える」を新規開設

・教育課程の充実のため、「レーザー工学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「海外フィールド体験」を新規開設

・教育課程の充実のため、「開発途上国の環境と開発：事例研究」を新規開設

・教育課程の充実のため、「国際開発協力論:「開発」とは何かⅠ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「国際開発協力論:「開発」とは何かⅡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「国際開発協力論:「開発」とは何かⅢ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「新聞を体験する－新潟日報との連携授業－」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人類共同体のための国際環境政策学」を新規開設
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・教育課程の充実のため、「西洋カリグラフィーＡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「西洋カリグラフィーＢ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「税のしくみから社会を考える」を新規開設

・教育課程の充実のため、「中東イスラーム言語文化入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「電気電子工学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「日本と外国人」を新規開設

・教育課程の充実のため、「変遷する社会課題と私たち～科学技術と地球環境」を新規開設

・教育課程の充実のため、「留学生と考える日中交流史」を新規開設

・クォーター制移行により、「JLPT-N1 Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「JLPT-N1 Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「JLPT-N1 Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「JLPT-N1 Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２作文Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２作文Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２作文Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２作文Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２聴解Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２聴解Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２聴解Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２聴解Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２読解Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２読解Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２読解Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ２読解Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３作文Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３作文Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３作文Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３作文Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３聴解Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３聴解Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３聴解Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３聴解Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３読解Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３読解Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３読解Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ３読解Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４作文Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４作文Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４作文Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４作文Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４聴解Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４聴解Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４聴解Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４聴解Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４読解Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４読解Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４読解Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「Ｎ４読解Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語１Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語１Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語１Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語１Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語２Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語２Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語２Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「旭町日本語２Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「漢字・語彙Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「漢字・語彙Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「漢字・語彙Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「漢字・語彙Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「社会人としての日本語・作文Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「社会人としての日本語・作文Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「社会人としての日本語・作文Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「社会人としての日本語・作文Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「社会人としての日本語・作文Ｅ」を新規開設
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・クォーター制移行により、「社会人としての日本語・作文Ｆ」を新規開設

・クォーター制移行により、「社会人の日本語・オーラルコミュニケーション」を新規開設

・クォーター制移行により、「集中日本語０Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「集中日本語０Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「集中日本語１Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「集中日本語１Ｂ」を新規開設

・クォーター制移行により、「集中日本語１Ｃ」を新規開設

・クォーター制移行により、「集中日本語１Ｄ」を新規開設

・クォーター制移行により、「日本事情グローバル」を新規開設

・クォーター制移行により、「日本事情社会系Ａ」を新規開設

・クォーター制移行により、「日本事情人文系Ａ：現代日本の政治と経済」を新規開設

・クォーター制移行により、「日本事情人文系Ｃ：現代日本の歴史と文化」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「日本事情自然系Ａ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任7」に変更

・教育課程の充実のため、「解析学基礎１」を新規開設

・教育課程の充実のため、「解析学基礎２」を新規開設

・クォーター制移行により、「数学基礎Ａ１」を新規開設

・クォーター制移行により、「数学基礎Ａ２」を新規開設

・クォーター制移行により、「数学基礎Ｂ１」を新規開設

・クォーター制移行により、「数学基礎Ｂ２」を新規開設

・クォーター制移行により、「統計学基礎１」を新規開設

・クォーター制移行により、「統計学基礎２」を新規開設

・「物理学基礎ＡⅡ」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理学基礎ＢⅠ」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任6」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理学基礎ＢⅡ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任4」に変更

・教育課程の充実のため、「物理学基礎Ｃ１」を新規開設

・教育課程の充実のため、「物理学基礎Ｃ２」を新規開設

・教育課程の充実のため、「物理学基礎Ｃ３」を新規開設

・教育課程の充実のため、「物理学基礎Ｃ４」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「物理学基礎Ｄ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「生物学基礎Ａ」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任5」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地学基礎Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任3」に変更

・教育課程の充実のため、「基礎数理Ｂ」を新規開設

・「数学の世界」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理学基礎実験」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「生物学実験Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任12」から「兼担・兼任14」に変更

・「地学実験Ｃ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「ＤＮＡ入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「自然科学基礎実験」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地質学の基礎」を新規開設

・教育課程の充実のため、「物理学概論」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「最先端技術を支える化学Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任7」から「兼担・兼任9」に変更

・教育課程の充実のため、「材料科学概論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「フランスの歴史と文学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「応用情報論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「音楽（ピアノ）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「音楽（作曲)」を新規開設

・「音楽Ｒ」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「宮崎アニメにおける文明と自然」を新規開設

・教育課程の充実のため、「現代社会と科学技術」を新規開設

・教育課程の充実のため、「現代哲学演習」を新規開設

・教育課程の充実のため、「国際教養演習」を新規開設

・教育課程の充実のため、「つながりと絆の社会学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「少数民族の言語と文化」を新規開設

・教育課程の充実のため、「心の科学入門 」を新規開設

・教育課程の充実のため、「心の哲学」を新規開設

・誤記載のため、「心理学概論」の教員配置を「教授1」から「准教授1」に訂正

・教育課程の充実のため、「人間学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人間関係論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文系フロンティア 」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文系展開科目Ａ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文系展開科目Ｂ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文系展開科目Ｃ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文系展開科目Ｄ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文系展開科目Ｅ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文超域科目Ｃ」を新規開設
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【平成２９年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・教育課程の充実のため、「西洋文化研究演習Ｂ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「西洋文学ＬⅠ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「西洋文学ＬⅡ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「哲学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「日本近代文学Ｆ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「日本文化史」を新規開設

・「日本文化論」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「文学読解演習」を新規開設

・教育課程の充実のため、「平家物語と琵琶語り」を新規開設

・「領域融合・超域科目Ａ」の教員配置を「兼担・兼任9」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「領域融合・超域科目Ｃ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「領域融合・超域科目Ｊ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「領域融合・超域科目Ｎ」を新規開設

・「領域融合・超域科目Ｐ」の教員配置を「教授1、兼担・兼任1」から「教授1」に変更

・教育課程の充実のため、「領域融合・超域科目Ｑ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「倫理学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「臨床心理学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「歴史学Ａ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「歴史学Ｃ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「歴史学Ｄ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「歴史学Ｐ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「歴史学Ｖ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「和漢混淆文の文学世界」を新規開設

・教育課程の充実のため、「教養を考える」を新規開設

・教育課程の充実のため、「教養教育としての教育学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「現代芸術入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「生命論パラダイムからの美術教育」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「リーガル・システムＡ」の教員配置を「兼担・兼任9」から「兼担・兼任10」に変更

・教育上の効果を高めるため、「リーガル・システムＢ」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任12」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本国憲法」を新規開設

・教育課程の充実のため、「特殊講義（ITと法と経済）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「特殊講義（コンプライアンス）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「特殊講義（再生手続）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「特殊講義（手形小切手法）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「ゲーム理論への招待」を新規開設

・教育課程の充実のため、「ことばと言語学への誘い」を新規開設

・教育課程の充実のため、「ユーロ圏経済入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「映画を通じた社会の諸相」を新規開設

・教育課程の充実のため、「英語で学ぶマーケティングの基礎」を新規開設

・教育課程の充実のため、「英語で学ぶ企業分析入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「英語による経済数学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「英語による入門マクロ経済学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「組織マネジメント論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「組織行動論入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「日本の市民社会と市民運動」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「医学と医療の歴史」の教員配置を「兼担・兼任7」から「兼担・兼任8」に変更

・「ケアの基本理念と実際」の教員配置を「兼担・兼任11」から「兼担・兼任10」に変更

・教育上の効果を高めるため、「医療と法」の教員配置を「兼担・兼任7」から「兼担・兼任8」に変更

・教育上の効果を高めるため、「医療ボランティア論」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「顔」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任8」に変更

・「健康福祉学入門」の教員配置を「兼担・兼任14」から「兼担・兼任13」に変更

・教育上の効果を高めるため、「新潟発福祉学」の教員配置を「兼担・兼任7」から「兼担・兼任9」に変更

・教育上の効果を高めるため、「食べる」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任11」に変更

・教育課程の充実のため、「医学論文を読む（ジャーナルクラブ）Ａ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「医学論文を読む（ジャーナルクラブ）Ｂ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「インターネットテュートリアル」を新規開設
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・カリキュラム構成の見直しにより、「リフレクションデザインⅠ」の教員配置を「教授2、准教授2」から「教授1、准教授1」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「スタディスキルズ（大学学習法）」の教員配置を「教授1、准教授3」から「准教授2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「フィールドスタディーズ（学外学修）」の教員配置を「教授2、准教授2」から「教授2、准教授4」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「基礎ゼミⅡ」の教員配置を「教授4、准教授7」から「教授4、准教授6」に変更

・「アカデミック英語Ｒ１」の教員配置を「兼担・兼任32」から「兼担・兼任31」に変更

・「アカデミック英語Ｒ２」の教員配置を「兼担・兼任32」から「兼担・兼任31」に変更

・教育上の効果を高めるため、「アカデミック英語Ｌ１」の教員配置を「兼担・兼任19」から「兼担・兼任20」に変更

・教育上の効果を高めるため、「アカデミック英語Ｌ２」の教員配置を「兼担・兼任19」から「兼担・兼任20」に変更

・「基礎英語」の教員配置を「兼担・兼任25」から「兼担・兼任24」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「アカデミック英語Ｗ」の配当年次を「1・2①～②」から「1・2③～④」に変更

・
カリキュラム構成の見直しにより、「外国語ベーシックⅠ-3b（インドネシア語）」の科目名称を「外国語ベーシックⅠ-11b（インドネシ
ア語）」に変更

・
カリキュラム構成の見直しにより、「外国語ベーシックⅠ-4a（インドネシア語）」の科目名称を「外国語ベーシックⅠ-11a（インドネシ
ア語）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「外国語ベーシックⅠ-11b（朝鮮語）」の科目名称を「外国語ベーシックⅠ-3b（朝鮮語）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「外国語ベーシックⅠ-12a（朝鮮語）」の科目名称を「外国語ベーシックⅠ-4a（朝鮮語）」に変更

・教育課程の充実のため、「外国語ベーシックI-15a（ドイツ語）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「外国語ベーシックI-15b（中国語）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「外国語ベーシックI-16a（中国語）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「外国語ベーシックI-16b（ドイツ語）」を新規開設

・
クォーター制移行により、「ドイツ語インテンシブⅠ1～3（配当年次：2①～②）(単位数：各4単位）」を、「ドイツ語インテンシブ IA
（2①）(2単位）」及び「ドイツ語インテンシブ IB（2②）(2単位）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ語インテンシブⅡ1～3」の科目名称を「ドイツ語インテンシブⅡ」に変更

・
クォーター制移行により、「ドイツ語スタンダードⅠ1～13（配当年次：2①～②）(単位数：各3単位）」を、「ドイツ語スタンダード IA
（2①）（1.5単位）」及び「ドイツ語スタンダード IB（2②）(1.5単位）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ語スタンダードⅡ1～13」の科目名称を「ドイツ語スタンダードⅡ」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ語ベーシックⅡ1,2,4」の科目名称を「ドイツ語ベーシックⅡ」に変更

・教育課程の充実のため、「ドイツ語ベーシックプラスＡ」「ドイツ語ベーシックプラスＢ」を新規開設

・
クォーター制移行により、「フランス語インテンシブⅠ1～2（配当年次：2①～②）(単位数：各4単位）」を、「フランス語インテンシブ
IA（2①）(2単位）」及び「フランス語インテンシブ IB（2②）(2単位）」に変更

・
カリキュラム構成の見直しにより、「フランス語インテンシブⅡ1～2」の科目名称を「フランス語インテンシブⅡ」に変更，教員配置を
「兼担・兼任2」から「兼担・兼任3」に変更

・
クォーター制移行により、「フランス語スタンダードⅠ1～5（配当年次：2①～②）(単位数：各3単位）」を、「フランス語スタンダード
IA（2①）（1.5単位）」及び「フランス語スタンダード IB（2②）(1.5単位）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「フランス語スタンダードⅡ1～5」の科目名称を「フランス語スタンダードⅡ」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「フランス語ベーシックⅡ1,2」の科目名称を「フランス語ベーシックⅡ」に変更

・「コミュニケーション・フランス語Ｂ」の教員配置を，「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「コミュニケーション・フランス語Ｃ」の配当年次を1・2①～②から2①～②に変更

・「フランス語セミナーＡ」の教員配置を，「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「フランス語セミナーＢ」の教員配置を，「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「フランス語ベーシックプラスＡ」「フランス語ベーシックプラスＢ」を新規開設

・
クォーター制移行により、「ロシア語インテンシブⅠ（配当年次：2①～②）(単位数：4単位）」を、「ロシア語インテンシブ IA（2①）
(2単位）」及び「ロシア語インテンシブ IB（2②）(2単位）」に変更

・
クォーター制移行により、「ロシア語スタンダードⅠ（配当年次：2①～②）(単位数：3単位）」を、「ロシア語スタンダード IA（2①）
（1.5単位）」及び「ロシア語スタンダード IB（2②）(1.5単位）」に変更

・教育上の効果を高めるため、「ロシア語ベーシックⅡ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育課程の充実のため、「ロシア語ベーシックプラスＡ」「ロシア語ベーシックプラスＢ」を新規開設

・
クォーター制移行により、「中国語インテンシブⅠ1～2（配当年次：2①～②）(単位数：各4単位）」を、「中国語インテンシブ IA（2
①）(2単位）」及び「中国語インテンシブ IB（2②）(2単位）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「中国語インテンシブⅡ1～2」の科目名称を「中国語インテンシブⅡ」に変更

・
クォーター制移行により、「中国語スタンダードⅠ1～7（配当年次：2①～②）(単位数：各3単位）」を、「中国語スタンダード IA（2
①）（1.5単位）」及び「中国語スタンダード IB（2②）(1.5単位）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「中国語スタンダードⅡ1～7」の科目名称を「中国語スタンダードⅡ」に変更

・教育上の効果を高めるため、「コミュニケーション・中国語Ｃ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育課程の充実のため、「中国語ベーシックプラスＡ」「中国語ベーシックプラスＢ」を新規開設

・
クォーター制移行により、「朝鮮語インテンシブⅠ（配当年次：2①～②）(単位数：4単位）」を、「朝鮮語インテンシブ IA（2①）(2単
位）」及び「朝鮮語インテンシブ IB（2②）(2単位）」に変更

・「朝鮮語インテンシブⅡ」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任2」に変更

・
クォーター制移行により、「朝鮮語スタンダードⅠ1～3（配当年次：2①～②）(単位数：各3単位）」を、「朝鮮語スタンダード IA（2
①）（1.5単位）」及び「朝鮮語スタンダード IB（2②）(1.5単位）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「朝鮮語スタンダードⅡ1～3」の科目名称を「朝鮮語スタンダードⅡ」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「朝鮮語セミナーB」の配当年次を1・2①～②から2③～④に変更

・教育課程の充実のため、「朝鮮語ベーシックプラスＡ」「朝鮮語ベーシックプラスＢ」を新規開設

・
クォーター制移行により、「スペイン語スタンダードⅠ（配当年次：2①～②）(単位数：3単位）」を、「スペイン語スタンダード IA（2
①）（1.5単位）」及び「スペイン語スタンダード IB（2②）(1.5単位）」に変更

・
クォーター制移行により、「イタリア語スタンダードⅠ（配当年次：2①～②）(単位数：3単位）」を、「イタリア語スタンダード IA（2
①）（1.5単位）」及び「イタリア語スタンダード IB（2②）(1.5単位）」に変更

・教育上の効果を高めるため、「データサイエンス基礎」の教員配置を、「准教授1」から「教授1、准教授1」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「データサイエンス実践Ｂ」の教員配置を「准教授3、兼担・兼任1」から「准教授3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「プロジェクトゼミⅠ」の教員配置を「教授4、准教授6」から「教授4、准教授7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「プロジェクトゼミⅡ」の教員配置を「教授4、准教授6」から「教授4、准教授7」に変更

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
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（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　
　　　　

・教育上の効果を高めるため、「フィールドスタディーズコーディネート」の教員配置を「准教授1」から「教授2、准教授4」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「地域・国際交流Ａ」の教員配置を「教授1、准教授1、兼担・兼任1」から「教授2、准教授2」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「地域・国際交流Ｂ」の教員配置を「教授1、准教授1、兼担・兼任1」から「教授3、准教授1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「リフレクションデザインⅢ」の教員配置を「教授6」から「教授7、准教授1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「リフレクションデザインⅣ」の教員配置を「教授4、准教授6」から「教授5、准教授7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「リフレクションデザインⅡ」の教員配置を、「教授1、准教授1」から「教授7、准教授1」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「社会・地域文化学入門Ａ」の科目名称を「社会・地域文化学入門」に変更

・教育課程の充実のため、「芸能論概説Ａ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「つながりと絆の社会学」を新規開設

・
カリキュラム構成の見直しにより、「歴史文化学入門Ａ」の科目名称を「歴史文化学入門」に変更。教員配置を「兼担・兼任3」から「兼
担・兼任5」に変更

・教育上の効果を高めるため、「アジア史実習Ａ」の教員配置を、「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育課程の充実のため、「芸能論概説Ｂ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「基礎情報論」の科目区分を追加（領域学修科目パッケージ（社会・地域文化学））

・教育課程の充実のため、「民俗文化論Ａ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「情報メディア論Ｂ」の科目区分を追加（領域学修科目パッケージ（社会・地域文化学））

・教育課程の充実のため、「現代社会論Ａ」を新規開設

・
カリキュラム構成の見直しにより、「日本・アジア言語文化入門Ａ」の科目名称を「日本・アジア言語文化入門」に変更。教員配置を「兼
担・兼任4」から「兼担・兼任6」に変更

・教育課程の充実のため、「地域文化論」を新規開設

・
カリキュラム構成の見直しにより、「西洋言語文化入門Ａ」の科目名称を「西洋言語文化入門」に変更。教員配置を「兼担・兼任9」から
「兼担・兼任10」に変更

・教育上の効果を高めるため、「西洋言語文化研究法Ｂ」の教員配置を、「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「英米言語文化基礎演習Ａ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「英米言語文化基礎演習Ｂ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ドイツ言語文化基礎演習Ｂ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「フランス言語文化基礎演習Ａ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア言語文化基礎演習Ｂ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・教育課程の充実のため、「西洋文化概説」を新規開設

・教育課程の充実のため、「日本伝統文芸論Ｂ」を新規開設

・
カリキュラム構成の見直しにより、「心理・人間学入門Ａ」の科目名称を「心理・人間学入門」に変更。教員配置を「兼担・兼任9」から
「兼担・兼任11」に変更

・教育課程の充実のため、「美学」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「メディア・表現文化入門Ａ」の科目名称を「メディア・表現文化入門」に変更

・教育上の効果を高めるため、「心理学概説Ａ」の教員配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更

・教育上の効果を高めるため、「表象文化論概説」の教員配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担５」に変更

・教育課程の充実のため、「比較表現論概説」を新規開設

・教育課程の充実のため、「芸術表現論概説」を新規開設

・教育課程の充実のため、「映像文化論概説」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人間学概説」を新規開設

・教育課程の充実のため、「哲学研究Ｂ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「リーガル・システムＡ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「人文社会科学入門（法学）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「リーガル・システムＢ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「リーガル・システム」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「憲法Ⅱ（人権各論）」の科目名称を「憲法Ⅰ（人権各論）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「民法Ⅰ（民法総則・契約総論）」の科目名称を「民法Ⅰ（民法総則）」に変更

・教育課程の充実のため、「民法Ⅲ（物権１）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「民法Ⅷ（親族）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「民法Ⅸ（相続）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「刑法Ⅰ（刑法総論）」の科目名称を「刑法Ⅰ（刑法総論１）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「刑法Ⅱ（刑法各論Ⅰ）」の科目名称を「刑法Ⅲ（刑法各論Ⅰ）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「刑法Ⅲ（刑法各論Ⅱ）」の科目名称を「刑法Ⅳ（刑法各論Ⅱ）」に変更

・教育課程の充実のため、「刑法Ⅱ（刑法総論Ⅱ）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「会社法Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「会社法Ⅱ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「会社法Ⅲ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「民事訴訟法Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「民事訴訟法Ⅱ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「刑事訴訟法Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「刑事訴訟法Ⅱ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「行政法Ⅰ（行政法総論）」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「行政法Ⅱ（行政争訟法）」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・教育課程の充実のため、「特殊講義（行政組織法）」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「行政学Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「行政学Ⅱ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

83



【平成３０年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　
　　　　

・「経営学概論Ⅱ」の教員配置を「兼担・兼任２」から「兼担・兼任１」に変更

・教育課程の充実のため、「経済数学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「統計入門Ⅰ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「統計入門Ⅱ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「金融論Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「金融論Ⅱ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「財政学Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「財政学Ⅱ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「公共経済論Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「公共経済論Ⅱ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・教育課程の充実のため、「国際貿易論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「ゲーム理論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「応用ミクロ経済学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「産業組織論Ⅰ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「産業組織論Ⅱ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「アメリカ経済論Ⅰ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「アメリカ経済論Ⅱ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「企業分析入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「経営組織論I」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「人的資源管理論Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「地方財政論Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「文化経済学」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「組織の経済学Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「経営情報システムⅠ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・教育課程の充実のため、「管理会計論Ⅰ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「原価計算論Ⅰ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「租税理論Ⅰ」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「経営税務論Ⅰ」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・教育課程の充実のため、「経営組織論II」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「経営戦略論Ⅱ」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・教育課程の充実のため、「管理会計論Ⅱ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「原価計算論Ⅱ」を新規開設

・「宇宙物理学」の教員配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「化学基礎実習ａ」の教員配置を「教授1、兼任・兼担3」から「兼任・兼担7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「化学基礎実習ｂ」の教員配置を「教授1、兼任・兼担3」から「兼任・兼担5」に変更

・「化学コロキウム」の教員配置を「教授1、兼任・兼担13」から「兼任・兼担1」に変更

・「化学英語」の教員配置を「兼任・兼担6」から「兼任・兼担1」に変更

・「化学統計力学Ⅱ」の教員配置を「教授1、兼任・兼担1」から「教授1」に変更

・「量子化学Ⅱ」の教員配置を「教授1、兼任・兼担1」から「教授1」に変更

・「無機化学実験」の教員配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更

・教育上の効果を高めるため、「物理化学実験」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更

・「生物学実験Ⅰ」の教員配置を「兼任・兼担14」から「兼任・兼担12」に変更

・教育上の効果を高めるため、「生物学基礎実習ａ」の教員配置を「兼任・兼担8」から「兼任・兼担10」に変更

・「生物学基礎実習ｂ」の教員配置を「兼任・兼担8」から「兼任・兼担7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「動物生理学Ⅲ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地質調査法Ⅰ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担14」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地質調査法Ⅱ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担14」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地質調査法実習Ⅰ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担14」に変更

・教育上の効果を高めるため、「地質調査法実習Ⅱ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担14」に変更

・教育上の効果を高めるため、「古生物学Ａ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「岩石学Ａ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「岩石学実験Ⅰ」の教員配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担4」に変更

・教育課程の充実のため、「地学基礎実習a」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地学基礎実習b」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地質学入門a」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地質学入門b」を新規開設

・教育課程の充実のため、「構造地質学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地層・古生物学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「鉱物・岩石学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「環境地質学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「野外実習A」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地質調査法実習III」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「古生物学Ｂ」の教員配置を「兼任・兼担1」から「兼任・兼担3」に変更

・教育上の効果を高めるため、「海洋生物学実験」の教員配置を「兼任・兼担4」から「兼任・兼担6」に変更

・教育課程の充実のため、「フィールド体験実習」を新規開設
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【平成３０年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　
　　　　

・教育課程の充実のため、「野外実習B」を新規開設

・教育課程の充実のため、「岩石学実験II」を新規開設

・教育課程の充実のため、「鉱物学C」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「鉱物結晶学実験」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・
カリキュラム構成の見直しにより、「岩石学Ｂ」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更、教員の配置を「兼担・兼任1」
から「兼担・兼任4」に変更

・教育課程の充実のため、「岩石学C」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「地史学Ａ」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「地史学Ｂ」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「地球物理学」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・教育課程の充実のため、「東アジアの地質形成史」を新規開設

・教育課程の充実のため、「水文地質学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「石油地質学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「土木地質学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地球科学特別講義I」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地球科学特別講義II」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地球科学特別講義III」を新規開設

・教育課程の充実のため、「多様性生物学Ｂ」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「保全遺伝学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「環境汚染論」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「総合工学概論」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任11」に変更

・教育上の効果を高めるため、「総合技術科学演習」の教員配置を「兼担・兼任18」から「兼担・兼任14」に変更

・「機械工学概論」の教員配置を「教授1、兼担・兼任17」から「教授1、兼担・兼任16」に変更

・記載誤りのため、「」科目名を「トライボロジー」から「トライボロジ」に訂正

・教育課程の充実のため、「電子情報通信概論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「知能情報システム概論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「電気回路演習I」を新規開設

・教育課程の充実のため、「電気回路演習II」を新規開設

・「電気数理Ⅰ（ベクトル解析）」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「電磁気学演習I」を新規開設

・教育課程の充実のため、「電磁気学演習Ⅱ」を新規開設

・「物理工学Ⅱ（解析力学）」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任1」に変更

・「電子回路」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「物理工学Ⅳ（熱・統計力学）」を新規開設

・教育課程の充実のため、「技術英語」を新規開設

・教育課程の充実のため、「電気機器」を新規開設

・教育課程の充実のため、「電波・電気通信法規」を新規開設

・教育課程の充実のため、「発変電工学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「高電圧工学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「電気法規・施設管理」を新規開設

・教育課程の充実のため、「基礎物理化学」を新規開設

・「分子設計化学」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・「品質管理」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「物理数学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「基礎解析力学」を新規開設

・教育課程の充実のため、「計測工学」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「電気化学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「応用電磁気学」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「応用量子力学」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・教育課程の充実のため、「応用統計物理」を新規開設

・教育課程の充実のため、「物質構造論」を新規開設

・教育課程の充実のため、「材料科学実験Ⅰ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「材料科学実験Ⅱ」を新規開設

・教育課程の充実のため、「花卉園芸学」の科目区分を追加（領域学修科目パッケージ（生物資源科学・流域環境学））

・教育課程の充実のため、「植物細胞工学」の科目区分を追加（領域学修科目パッケージ（生物資源科学・流域環境学））

・
カリキュラム構成の見直しにより、「植物細胞工学」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更（領域学修科目パッケージ
（応用生命科学・食品科学））

・カリキュラム構成の見直しにより、「食品機能学」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「農産食品学」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「畜産食品学」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「食品衛生学」の科目区分を「領域科目」から「領域基礎科目」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「免疫学概論」の科目区分を「領域基礎科目」から「領域科目」に変更

・教育課程の充実のため、「食品・農業情報工学」を新規開設

・「理工英語読解」の教員配置を「兼担・兼任12」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「発展英語」の教員配置を「兼担・兼任16」から「兼担・兼任25」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand1)Academic Listening&Speaking」を新規開設
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【平成３０年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　
　　　　

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand1)Academic Reading」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand1)Academic Writing」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand1)Presentation」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand2)Intercultural Communication」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand2)Listening&Speaking」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand2)Oral Communication」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand2)Presentation」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand3)Academic Reading1」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand3)Academic Reading2」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand3)Academic Writing1」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep(Strand3)Academic Writing2」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep Continuation:Academic Listening&Speaking」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep Continuation:Academic Reading」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep Continuation:Academic Writing」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep Continuation:Intercultural Communication」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep Continuation:Oral Communication」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep Continuation:Presentation」を新規開設

・カリキュラム構成の見直しにより、「iStep Continuation:Pronunciation」を新規開設

・「健康スポーツ科学講義Ⅰ」の教員配置を「兼担・兼任18」から「兼担・兼任17」に変更

・「健康スポーツ科学講義」の教員配置を「兼担・兼任６」から「兼担・兼任３」に変更

・教育課程の充実のため、「健康スポーツ科学講義a」を新規開設

・教育課程の充実のため、「健康スポーツ科学講義b」を新規開設

・「情報教育論」の教員配置を「兼担・兼任16」から「兼担・兼任11」に変更

・「地域を探る」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任9」に変更

・教育上の効果を高めるため、「新潟産業フィールドワーク」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任3」に変更

・「土と水」の教員配置を「兼担・兼任14」から「兼担・兼任13」に変更

・「地域から文化を考える」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任1」に変更

・教育課程の充実のため、「文化財と歴史で探る地域の社会と文化 Ⅳ」を新規開設

・「異文化と技術」の教員配置を「兼担・兼任6」から「兼担・兼任5」に変更

・教育上の効果を高めるため、「大学生のための役に立つ育児学」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任4」に変更

・教育上の効果を高めるため、「トキをシンボルとした自然再生」の教員配置を「兼担・兼任9」から「兼担・兼任10」に変更

・教育上の効果を高めるため、「表現プロジェクト演習Ｇ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「台湾スプリングセミナーⅠ」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任6」に変更

・教育上の効果を高めるため、「台湾スプリングセミナーⅡ」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任6」に変更

・教育課程の充実のため、「共生社会論A」を新規開設

・教育課程の充実のため、「共生社会論B」を新規開設

・
クォーター制移行により、「ダブルホーム活動入門(2単位）」を、「ダブルホーム活動入門Ⅰ（1単位）」及び「ダブルホーム活動入門Ⅱ
(1単位）」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ICT活用と価値の情報化Ａ」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・教育上の効果を高めるため、「日本文化入門２」の教員配置を「兼担・兼任2」から「兼担・兼任6」に変更

・「１・２年生対象 長期・企業実践型プログラムⅠ」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任2」に変更

・「１・２年生対象 長期・企業実践型プログラムⅡ」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任2」に変更

・教育上の効果を高めるため、「中東イスラーム言語文化入門」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・教育課程の充実のため、「日本酒学A-1」を新規開設

・教育課程の充実のため、「日本酒学A-2」を新規開設

・教育課程の充実のため、「日本酒学B」を新規開設

・教育課程の充実のため、「地元学入門」を新規開設

・教育課程の充実のため、「学生企画プロジェクト」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「旭町日本語１Ｂ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・「集中日本語１Ｃ」の教員配置を「兼担・兼任5」から「兼担・兼任3」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本事情人文系Ｂ」の配当年次を「1・2・3・4①②③④」から「1・2・3・4①②」に変更

・「日本事情自然系Ａ」の教員配置を「兼担・兼任７」から「兼担・兼任１」に変更

・教育上の効果を高めるため、「数学の世界」の教員配置を「兼担・兼任3」から「兼担・兼任4」に変更

・
クォーター制移行により、「音と音楽をめぐる科学と教養(2単位）」を、「音と音楽をめぐる科学と教養Ⅰ（1単位）」及び「音と音楽を
めぐる科学と教養Ⅱ(1単位）」に変更

・教育上の効果を高めるため、「音楽Ｒ」の教員配置を「兼担・兼任1」から「兼担・兼任2」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「フランスの歴史と文学」の科目名称を「フランスの文学と歴史」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「技術日本語演習」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「社会学とは何か」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・教育上の効果を高めるため、「人間関係論」の教員配置を「准教授1」から「准教授1、兼担・兼任1」に変更

・「人文超域科目Ｃ」の教員配置を「兼担・兼任11」から「兼担・兼任10」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「人文社会情報論」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「人文超域科目Ｄ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「西洋文化研究演習Ａ」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「知識のパルナッソス論」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本近代文学Ｄ」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更
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【平成３０年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　
　　　　

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本古典文学Ｋ」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本古典文学Ｎ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本語教育Ⅱ－Ａ」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本語教育Ⅱ－Ｂ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「日本文化論演習Ｂ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「領域融合・超域科目Ｂ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・
カリキュラム構成の見直しにより、「領域融合・超域科目Ｅ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更、教員配
置を「兼担・兼任１」から「兼担・兼任５」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「領域融合・超域科目Ｇ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「領域融合・超域科目Ｉ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・「領域融合・超域科目Ｊ」の教員配置を「兼担・兼任11」から「兼担・兼任10」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「臨床心理学入門」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「歴史学Ｇ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「歴史学Ｋ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「歴史学Ｑ」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「芸術論入門」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・「リーガル・システムＡ」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任1」に変更

・「リーガル・システムＢ」の教員配置を「兼担・兼任12」から「兼担・兼任4」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「特殊講義（戦後政治）」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「税法入門」の配当年次を「1・2・3・4①②」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「まちづくり論入門」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「ロシア政治経済入門」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・教育課程の充実のため、「生涯学習概論」を新規開設

・教育上の効果を高めるため、「健康と医学」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任5」に変更

・カリキュラム構成の見直しにより、「メディカルサイエンス」の配当年次を「1・2・3・4③④」から「1・2・3・4① ④」に変更

・「医療と画像技術」の教員配置を「兼担・兼任7」から「兼担・兼任6」に変更

・教育上の効果を高めるため、「ケアの基本理念と実際」の教員配置を「兼担・兼任10」から「兼担・兼任13」に変更

・「医療と法」の教員配置を「兼担・兼任8」から「兼担・兼任7」に変更

・教育上の効果を高めるため、「医療ボランティア論」の教員配置を「兼担・兼任4」から「兼担・兼任5」に変更

・教育上の効果を高めるため、「健康福祉学入門」の教員配置を「兼担・兼任13」から「兼担・兼任14」に変更

（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、
　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

22 1,148 0 1,170 24 1,480 1,504

[　　　2] [　355　] [　　　　] [　　　　]
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備考

大学全体

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地
637,966 ㎡
 639,774 ㎡
 640,035 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
637,966 ㎡
 639,774 ㎡
 640,035 ㎡

733,800 ㎡
 735,608 ㎡
  735,869 ㎡

そ　の　他
5,478,219 ㎡
 5,479,319 ㎡
 5,489,419 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
5,478,219 ㎡
 5,479,319 ㎡
 5,489,419 ㎡

合　　　計
6,212,019 ㎡
 6,214,927 ㎡
 6,225,288 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
6,212,019 ㎡
 6,214,927 ㎡
 6,225,288 ㎡

長岡附属学校の土地の
一部、学長宿舎、五十
嵐地区の土地の一部及
び飛地の譲渡による減
（30）
歯学部の土地の一部及
び関屋寄宿舎の譲渡に
よる減（29)

運動場用地 95,834 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 95,834 ㎡

小　　　計
733,800 ㎡
 735,608 ㎡
  735,869 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡

歯学部E'棟前倉庫解体
に伴う減（29）(266,693 ㎡)

 (266,754 ㎡)
（　　　　　　0 ㎡） （　　　　　　0 ㎡）

(266,693 ㎡)
 (266,754 ㎡)

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

266,693 ㎡
 266,754 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
266,693 ㎡
 266,754 ㎡

大学全体
改修等に伴うスペース区分及び使
用区分の見直し(30)
改修等に伴うスペース区分及び使
用区分の見直し(29)

（補助職員　0 人） （補助職員　0 人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

創生学部　創生学修課程 18 室

(３) 教　　室　　等

語学学習施設

130室
 119室
120室

164室
 157室
 174室

1,408室
 1,387室
 1,315室

26室
 28室
 25室

6室
 5室

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕
「機械・器具」，「標
本」は，学部の数に変
更（30）
「機械・器具」，「標
本」は，学部の数に変
更（29）
図書充実及び整理等に
伴う増減（30）
図書充実及び整理等に
伴う増減（29）

創生学部

1,578,744〔584,953〕
 1,618,194〔589,536〕
 1,623,587〔580,084〕

43,716〔24,566〕
 42,757〔23,061〕
 41,541〔22,151〕

14,963〔13,678〕
 14,036〔12,207〕
 13,109〔11,386〕

16,333
16,562
16.663

31
27

9428

機械・器具 標　　本視聴覚資料

20,507
0

(1,578,744〔584,953〕)
 (1,618,194〔589,536〕)
 (1,623,587〔580,084〕)

(43,716〔24,566〕)
 （42,757〔23,061〕）
 （41,541〔22,151〕）

(14,963〔13,678〕)
 （14,036〔12,207〕）
 （13,109〔11,386〕）

(16,333)
 （16,562）
 （16,663）

(31)
(27)

(9,428)

(20,507)
(0)

点 点 点

20,507
0

(1,578,744〔584,953〕)
 (1,618,194〔589,536〕)
 (1,623,587〔580,084〕)

(43,716〔24,566〕)
 （42,757〔23,061〕）
 （41,541〔22,151〕）

(14,963〔13,678〕)
 （14,036〔12,207〕）
 （13,109〔11,386〕）

(16,333)
 （16,562）
 （16,663）

(31)
(27)

(9,428)

(20,507)
(0)

計

1,578,744〔584,953〕
 1,618,194〔589,536〕
 1,623,587〔580,084〕

43,716〔24,566〕
 42,757〔23,061〕
 41,541〔22,151〕

14,963〔13,678〕
 14,036〔12,207〕
 13,109〔11,386〕

16,333
16,562
16.663

31
27

9428

[閲覧座席数]
座席の充実による増加
（29）

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

5,651 ㎡
武道場，陸上競技場，野球場，サッカー・ラグビー場，テニスコート，バ
レーボールコート，弓道場，水泳プール，厩舎・馬場

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

18,721 ㎡
2,034 席
 1,987 席

1,522,000 冊
 1,522,000 冊

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

学生１人当り
納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人文学部

　人文学科 4 225 3年次
6

912 学士(文学) 1.04 平成22年度

教育学部

　学校教員養成課程 4 220 - 880 学士(教育学) 1.03 平成20年度

　学習社会ﾈｯﾄﾜｰｸ課程 4 - - - 学士(人間科学) - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

　生活科学課程 4 - - - 学士(生活科学) - 平成20年度 平成29年度より
学生募集停止

　健康ｽﾎﾟｰﾂ科学課程 4 - - - 学士(健康スポーツ科学) - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

　芸術環境創造課程 4 - - - 学士(芸術) - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

法学部

　法学科 4 180 3年次
5

730 学士(法学) 1.04 平成16年度

経済学部

　経済学科(昼間ｺｰｽ) 4 160 3年次
10

660 学士(経済学) 1.01 平成6年度

　経済学科(夜間主ｺｰｽ) 4 25 － 100 学士(経済学) 1.01 平成6年度

　経営学科(昼間ｺｰｽ) 4 105 3年次
5

430 学士(経済学) 1.06 平成6年度

　経営学科(夜間主ｺｰｽ) 4 15 － 60 学士(経済学) 1.04 平成6年度

理学部

　理学科 4 200 3年次
10

400 学士（理学） 1.06 平成29年度

　数学科 4 - - - 平成6年度 平成29年度より
学生募集停止

　物理学科 4 - - - 平成6年度 平成29年度より
学生募集停止

　化学科 4 - - - 平成6年度 平成29年度より
学生募集停止

　生物学科 4 - - - 平成6年度 平成29年度より
学生募集停止

　地質科学科 4 - - - 平成6年度 平成29年度より
学生募集停止

　自然環境科学科 4 - - - 平成6年度 平成29年度より
学生募集停止

医学部

　医学科 6 122 2年次
5

757 学士(医学) 1.00 昭和24年度

　保健学科 4 160 3年次
20

680 学士(看護学)，
学士（保健学）

1.00 平成11年度 新潟市中央
区旭町通２
番町746番地

歯学部

　歯学科 6 40 2年次
5

260 学士(歯学) 1.00 昭和40年度

　口腔生命福祉学科 4 20 3年次
6

92 学士(口腔保健福祉学) 1.00 平成16年度

同上

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

　 新　潟　大　学

新潟市西区
五十嵐２の
町8050番地

同上

同上

同上

新潟市中央
区旭町通１
番町757番地

新潟市中央
区学校町通
２番町5274
番地
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既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

工学部

　工学科 4 530 3年次
20

1,060 学士（工学） 1.03 平成29年度

　機械システム工学科 4 - - - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

　電気電子工学科 4 - - - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

　情報工学科 4 - - - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

　福祉人間工学科 4 - - - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

　化学システム工学科 4 - - - 平成6年度 平成29年度より
学生募集停止

　建設学科 4 - - - 平成元年度 平成29年度より
学生募集停止

　機能材料工学科 4 - - - 平成10年度 平成29年度より
学生募集停止

農学部 同上

　農学科 4 175 3年次
10

350 学士（農学） 1.05 平成29年度

　農業生産科学科 4 - - - 平成3年度 平成29年度より
学生募集停止

　応用生物化学科 4 - - - 平成3年度 平成29年度より
学生募集停止

　生産環境科学科 4 - - - 平成3年度 平成29年度より
学生募集停止

創生学部 同上

　創生学修課程 4 65 - 130 学士（学術） 1.09 平成29年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

教育学研究科

 専門職学位課程

　教育実践開発専攻 2 15 - 30 教職修士（専門職） 1.19 平成28年度

現代社会文化研究科

 博士課程
（前期2年の課程）
　現代文化専攻 2 10 - 20 修士(文学),修士(学術) 2.20 平成24年度

　社会文化専攻 2 20 - 40 修士(文学),修士(学術) 1.00 平成24年度

　法政社会専攻 2 10 - 20 修士(法学),修士(行政
学),修士(学術)

0.80 平成24年度

　経済経営専攻 2 20 - 40 修士(経済学),修士(経
営学),修士(公共経営
学),修士(学術)

0.32 平成24年度

 博士課程
（後期3年の課程）
　人間形成研究専攻 3 6 - 18 博士(学術),博士(文

学),博士(教育学)
1.55 平成24年度

　共生文化研究専攻 3 7 - 21 博士(学術),博士(文
学)

0.90 平成24年度

　共生社会研究専攻 3 7 - 21 博士(学術),博士(法
学),博士(経済学)

0.37 平成24年度

新潟市西区
五十嵐２の
町8050番地

　新　潟　大　学　大　学　院

同上

同上
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既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

自然科学研究科

 博士課程
（前期2年の課程）
　数理物質科学専攻 2 63 - 126 修士(学術),修士(理学) 1.02 平成22年度

　材料生産システム専攻 2 143 - 286 修士(学術),修士(工学) 1.00 平成16年度

　電気情報工学専攻 2 122 - 244 修士(学術),修士(工学) 1.12 平成22年度

　生命・食料科学専攻 2 70 - 140 修士(学術),修士(理
学),修士(農学)

0.83 平成16年度

　環境科学専攻 2 89 - 178 修士(学術),修士(理
学),修士(工学),修士
(農学)

0.85 平成22年度

 博士課程
（後期3年の課程）
　数理物質科学専攻 3 13 - 39 博士(学術),博士(理学) 0.89 平成22年度

　材料生産システム専攻 3 16 - 48 博士(学術),博士(工学) 0.43 平成16年度

　電気情報工学専攻 3 13 - 39 博士(学術),博士(工学) 0.30 平成22年度

　生命・食料科学専攻 3 13 - 39 博士(学術),博士(理
学),博士(農学)

0.61 平成16年度

　環境科学専攻 3 15 - 45 博士(学術),博士(理
学),博士(工学),博士
(農学)

0.75 平成22年度

保健学研究科

 博士課程
（前期2年の課程）
　保健学専攻 2 20 - 40 修士（保健学） 1.05 平成16年度

 博士課程
（後期3年の課程）
　保健学専攻 3 6 - 18 博士（保健学） 0.99 平成19年度

医歯学総合研究科

 修士課程

　医科学専攻 2 20 - 40 修士（医科学） 0.82 平成15年度

 博士課程
（前期2年の課程）
　口腔生命福祉学専攻 2 6 - 12 修士（口腔保健福祉

学）
0.83 平成20年度

 博士課程
（後期3年の課程）
　口腔生命福祉学専攻 3 3 - 9 博士（口腔保健福祉

学）
0.77 平成22年度

 博士課程

　分子細胞医学専攻 4 22 - 88 博士(医学),博士(学術) 1.07 平成13年度

　生体機能調節医学専攻 4 37 - 148 博士(医学),博士(学術) 1.08 平成13年度

　地域疾病制御医学専攻 4 14 - 56 博士(医学),博士(学術) 0.38 平成13年度

　口腔生命科学専攻 4 28 - 112 博士(歯学),博士(学術) 1.02 平成13年度 新潟市中央
区学校町通
２番町5274
番地

技術経営研究科

 専門職学位課程

　技術経営専攻 2 - - - 技術経営修士（専門
職）

- 平成18年度

新潟市西区
五十嵐２の
町8050番地

新潟市中央
区旭町通２
番町746番地

新潟市中央
区旭町通１
番町757番地

新潟市中央
区学校町通
２番町5274
番地

新潟市中央
区旭町通１
番町757番地

新潟市西区
五十嵐２の
町8050番地

平成29年度より
学生募集停止
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　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。
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区　分

未履行事
項につい
ての実施
計画

設　置　時
（平成29年4月）

1.ディプロマポリシーに基づ
き、学生が自ら到達目標を設
定し、自らの学修を創り上げ
ていく学修方法を学ぶ創生学
部を設置するにあたり、学生
及び教員に対し、既存学部と
異なる原理で作られる当学部
の趣旨をより明確にするた
め、以下の点に配慮するこ
と。

留意
事項

以下，項目ごとに記載。

・関係教員が学生に対して適
切にサポートできる指導体制
及び運営体制を維持・継続す
ること。

留意
事項

　
　学生に対する教員の役割を明確化するために，
設置計画書ではTypeⅠと称していた教員を「リテ
ラシー学修主担当教員」，TypeⅡ教員を「領域学
修主担当教員」と定め，学生に配付した学生便覧
（資料1P.1参照）にその役割も含め明示すると共
に，ガイダンス並びに「創生学修入門」（1年次）
の講義の中で学生に説明した。
　さらに，リテラシー学修主担当教員を「基礎ゼ
ミⅠ」（1年次）配属単位の学生の担任と定め，そ
の目的と役割を同じく学生便覧（資料1P.19参照）
に示し，履修相談など実際の指導を開始した。な
お，学部全体でも学生の学修相談会を平成29年4月
に5回（4日，8日，15日，17日，18日）開催し，サ
ポートする体制を取っている。
　この体制で継続的かつ効果的なサポートを実施
するために，月2回の教員会議などで教員相互の情
報共有と意見交換を行うことを決定した。(29)

履行済

　
　上記体制により，平成29年9月に領域学修（専
門）の選択及び2年次以降のテーマ決定に向けた履
修ガイダンスを実施し，指導を行った。教員間で
は，学生の領域学修選択に向けたスキームを再確
認するなど体制を整えた。
　また，平成30年度に向けて，領域学修実施時の
指導体制を明文化し教員間で共有した（資料9「履
修指導等における各教員の役割と連携」参照）。
　学生に対しては，平成30年4月実施の2年次ガイ
ダンス等で，自らのカリキュラムを設計し担任他
との面談でアドバイスを受けるように指導した
（資料10「カリキュラムツリー」参照）。
　関連学部に対しては，領域学修に関する指導体
制強化を依頼し，運営体制の充実を行っている
（資料11「他学部授業担当教員あて依頼文」参
照）。(30)

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

174



区　分

未履行事
項につい
ての実施
計画

留　意　事　項　等 履　行　状　況

設　置　時
（平成29年4

月）

・本学部で目指す教育の質を
担保するため、教員同士の情
報共有やFD・SDなどを適切に
行うこと。

留意
事項

　
　開設前から，平成29年4月採用教員も含め，平成
28年9月28日，12月26日，平成29年3月30日の計3回
にわたり，カリキュラムの詳細な説明会および意
見交換を行っている。特に導入・転換教育の核と
なる「創生学修入門」，「基礎ゼミⅠ」，「リフ
レクションデザインⅠ」（1年次）などの科目につ
いて，FDとして内容に関する情報共有と意見交換
を行った。
　また，開設後は毎週火曜日5限に教員会議を実施
し，情報共有を継続している。同会議には，学務
担当の事務職員も参加しており，創生学部の学修
に関するSDにもなっている。(29)

履行済

　
　平成29年度は，FD及びSDの機能を果たしている
教員会議を2週間に1回計23回開催し，教育内容の
共有と改善に関する議論を進めてきた。併せて，
リテラシー学修主担当教員打合せを5回開催し，平
成30年度開設科目の内容の体系化などについて検
討を行った。(30)

・アドミッションポリシーを
踏まえて、本学部の目的に
沿った学生を受け入れること
ができるよう、適切な入学者
選抜を実施すること。

留意
事項

　アドミッションポリシーに則り，推薦入試では
課題探求に関する意識を確認する面接を行い，32
名の受験者から10名を選抜した。また，前期日程
試験においては，基礎学力確認を中心とした試験
を実施し，228名の出願者から53名を選抜した。更
に，コミュニケーション力を中心に計る面接を
行った後期日程試験では，26.1倍（受験倍率約11
倍）の出願者から13名を合格とした。
　最終的に71名が入学し，入学後の「リフレク
ションデザインⅠ」でのアンケート（創生学部で
実現したいことを自由記述）の結果を確認する
と，9割以上の学生が，本学部の教育課程の核とな
る課題探求に意欲のある，または，ディプロマポ
リシーに対応した能力を身につけたいと記してお
り，アドミッションポリシーに述べられている適
性を有した学生を確保できており，適切な入学者
選抜が行われたと考えられる。(29)

履行済

　平成30年度入試は合計72名の学生が入学し，特
に本学部の特徴を最も表す課題探求に関する面接
を行う推薦入試では，志願倍率4.2倍と高倍率を維
持し，本学部の目的に沿った学生の志願が高いこ
とが確認された。
　また，昨年度同様に行った入学者の提出物（創
生学部で実現したいこと）の内容からも，課題探
求・主体的な学修を意識している学生は9割以上
（66名）であり，この点からも適切な入試が行わ
れたと判断される。(30)

2.全米カレッジ・大学協会が
提供するルーブリックを参照
基準として採用し、「ディプ
ロマ評価の観点」が明示化さ
れているが、どのように活用
し評価されるのか、やや不明
瞭であるため、その活用方法
や評価基準について具体的な
事例を示した上で、学生に対
して説明するように配慮する
こと。

その他
意見

　平成29年5月1日時点では，「創生学修入門」な
らびに「リフレクションデザインⅠ」において，
ディプロマポリシーとカリキュラムポリシー(科目
構成も含む）の対応関係を説明し，学生の理解を
深めた段階である（資料2「創生学修入門」，資料
3「リフレクションデザインⅠ」参照）。「リフレ
クションデザインⅠ」の後半（5月下旬）で，学生
は，その時点での学生各自の到達目標を，ディプ
ロマポリシーを考慮に入れて立案するが，その
際，ディプロマポリシーの評価の観点等を説明す
る計画である。(29)

履行済
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区　分

未履行事
項につい
ての実施
計画

留　意　事　項　等 履　行　状　況

　アセスメントシートを用いて，各年次毎に必須
のアセスメント項目を示し，学位申請に向かって
段階的に自己評価を行い，蓄積することにより，
学位申請時に適切な履歴把握が出来るようにした
（資料12「NBASガイダンス資料」参照）。
　さらに，リテラシーコア，課題解決実践科目の
評価方法に関しては，その評価基準をルーブリッ
クとして学生に示し，明確化することを進めてい
る（資料13「基礎ゼミⅠ・Ⅱ、リテラシー基礎・
応用ルーブリック」参照）。(30)

その他
意見

　「創生学修入門」の講義内で，「フィールドス
タディーズ（学外学修）」の位置づけと，学修先
についての説明を行った。（資料8「創生学修入
門」参照）
　現在，各学修先と担当教員の調整を行ってお
り，詳細な内容と，担当教員の対応も含めたそれ
ぞれの学修内容については，「フィール
ドスタディーズ（学外学修）」（1年次）の最初に
行う事前学修で説明する計画である。(29)

履行済

　フィールドスタディーズ（学外学修）の事前学
修において，各フィールドでの具体的内容及び担
当教員，フィールド先での連携と対応について，
資料を用いて説明を加えた（資料14「フィールド
スタディーズ(学外学修）ハンドブック（抜粋
版）」参照）。
　なお，平成30年度は昨年度より3週間程度早めに
学修先の情報を学生に与え，学生が理解する時間
を増やす対応を行う。(30)

○　「フィールドスタディー
ズ（学外学修）」において
は、地域課題について初年次
から主体的に考える機会を提
供する目的で学外学修先の充
実を図っているが、地域課題
の探求を通じて、大学での学
修意識の転換と学修の動機付
けを高めるためには、学生自
身が科目の趣旨及び内容を理
解することが必要であるた
め、学外研修の具体的内容と
学外学修中の担当教員の関わ
り方等について、より具体的
に説明することが望ましい。

設　置　時
（平成29年4

月）

○　本学部においては、アセ
スメントシートを活用した学
修成果報告書により学位審査
が行われるが、学位授与に至
る評価方法や他学部との学位
授与方式の違いについて、事
前に学生に対して説明してお
くことが望ましい。併せて、
各学部が提供する領域学修科
目パッケージにおける科目の
評価方法と創生学部において
特色のある科目（例えば、リ
テラシーコア・課題解決実践
科目や学修成果総括科目等）
との評価方法の違いについて
も、事前に学生に対して説明
しておくことが望ましい。

その他
意見

　
　「リフレクションデザインⅠ」の講義におい
て，「リフレクションデザインⅣ」（4年次）にお
いて学位審査における学修の総括を行うことを説
明した。（資料3「リフレクションデザインⅠ」参
照）。また，「リフレクションデザインⅠ」の後
半において新潟大学学士力アセスメントシステム
（NBAS）を活用してセメスターアセスメントを行
うことについて説明する計画である（資料4「リフ
レクションデザインⅠ」シラバス参照）。
　学位授与に関わるディプロマポリシーの評価等
については，上記留意事項に対する履行状況に述
べたとおり，「リフレクションデザインⅠ」で学
生に周知する計画である。
　領域学修科目パッケージにおける科目の評価基
準は，他学部の学生と同じ基準であることは領域
学修科目パッケージ案内冊子（資料5P.2参照）に
も記しており，「創生学修入門」でも伝えてい
る。
　リテラシーコア，課題解決実践科目の評価方法
に関しては，まず「基礎ゼミⅠ」を例に，シラバ
スに記してある到達目標を主な基準とすることを
周知した（資料6「基礎ゼミⅠ」シラバス参照）。
併せて，その評価基準をルーブリックとして学生
に示し，明確化している（資料7「基礎ゼミⅠ」
ルーブリック参照）。他の科目の到達目標と評価
方法を，講義の最初に伝えている。(29)

履行済
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区　分

未履行事
項につい
ての実施
計画

留　意　事　項　等 履　行　状　況

設　置　時
（平成29年4

月）

○　「創生学修入門」と「リ
フレクションデザインⅠ」と
の科目の関係をより明確にす
るとともに、「創生学修入
門」の授業計画内容を充実さ
せる（例えば、各教員や外部
有識者等が考える創生体験に
ついて、講義を行う等）な
ど、学生が効果的に履修でき
るよう配慮することが望まし
い。

その他
意見

　「創生学修入門」においては，ディプロマポリ
シー，カリキュラムポリシーを中心とした本学部
での学修内容の理解を中心に進め，「リフレク
ションデザインⅠ」では，到達目標の設定とそれ
に対応した振り返りと学修設計ならびに学位授与
の仕組みについての理解を中心に進めている。
（資料2,3参照）
　特に，「創生学修入門」では，専任教員による
自らの学修体験を通した学生へのメッセージを述
べる機会を設け，さらに大学全体の教育資源を活
用して学修する創生学部学生のために，学長によ
る大学での学修に関する講演を4月第2週に行い，
幅広い学びの理解，学修への意識の向上を図っ
た。(29)

履行済

　平成30年度からは，両科目とも平成29年度に設
置した学外有識者で構成する教育サポーターズの
メンバーによる講演（平成29年4月20日，5月19日
開催）を実施し，学生の意識の転換と向上を図っ
ている。(30)

その他
意見

　「創生学修入門」において，実験・実習などを
含む4年間の履修例を示すことにより，高学年次で
の学びの充実が可能であることを説明した。ま
た，学生に配付した領域学修科目パッケージ案内
冊子においても実験・実習科目の履修について記
しており，同講義で実験・実習科目の履修の重要
性と，大学院への接続に関して述べた。（資料2創
生学修入門P.6，資料5領域学修科目パッケージ案
内冊子P.2参照）(29)

履行済

　領域学修を開始した2年次生に対して，自らの将
来を考慮した履修計画を立てることを課し（資料
10「カリキュラムツリー」参照），それを元に担
任や領域学修主担当教員と相談する仕組みを構築
した。(30)

○　米国の一部の大学におい
て、その専攻分野に応じて
Bachelor of Arts と
Bachelor of Scienceを使い
分けが行われている事例もあ
ると回答されたことに鑑み、
学位の英訳名称については、
創生学部の主旨・目的を踏ま
え、特に理系の学生に不利益
が生じないよう、適切に対応
することが望ましい。

その他
意見

　学位の英訳名称は，大学として決定済みである
ため変更は困難であるが，ご指摘の点に鑑み，卒
業生から英文の学位記または英文の卒業証明書の
交付申請があった場合に，その者が選択した領域
学修の分野を履修したことを示す，すなわち自身
の専門性を示す書類を，必要に応じて添付して発
行することとした。(29)

履行済

○　学生実験・実習科目の履
修においては、スムーズに実
験・実習を受講できるよう基
礎的な実験・実習も含めて、
４年次に限定することなく、
適切に履修できるよう配慮す
ることが望ましい。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。
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７　その他全般的事項

＜創生学部　創生学修課程＞

（１） 設置計画変更事項等

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

・学部内各種委員会
　学務委員会（委員７名）
　入試・高大接続・広報委員会（平成30年度から「入試・広報委員会」）
　学部外連携・研究委員会（平成30年度から「連携・研究委員会」）
・全体の意見の集約の場として，創生学部学部教員会議を設置（対象18名）
・それぞれの担当（リテラシー学修主担当，領域学修主担当）において検討会を実施
・各学部内委員会の所掌事項において，ＦＤを実施。
・平成30年度からは，学務委員会・教務部門の下で，それぞれの担当教員を中心に構成される「リテラシー学修調
整会議」と「領域学修調整会議」を設置

新潟大学創生学部各種委員会に関する内規
平成29年４月１日　創生学部長裁定　改正　平成30年４月１日

（設置）
第１条　新潟大学創生学部（以下「創生学部」という。）に，次に掲げる委員会を置く。
(1) 学務委員会
(2) 入試・広報委員会
(3) 連携・研究委員会
（学務委員会）
第２条　学務委員会（以下この条において「委員会」という。）は，次に掲げる事項を審議する。
(1) 教務に関する事項
(2) 学生支援に関する事項
(3) その他学務に関し必要な事項
２　委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。
(1) 学務担当副学部長
(2) 教務委員
(3) 学生支援委員
３　委員会に委員長を置き，学務担当副学部長をもって充てる。
４　委員長は，委員会を招集し，その議長となる。
５～７（略）
８　委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，説明又は意見を聴くことができる。
（入試・広報委員会）
第３条　入試・広報委員会（以下この条において「委員会」という。）は，次に掲げる事項を審議する。
(1) 入試運営に関する事項
(2) 入試制度に関する事項
(3) 入試広報に関する事項
(4) 高大接続に関する事項
(5) その他入試及び広報に関し必要な事項
２　委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。
(1)　入試・広報担当副学部長
(2)　入試委員
(3)　広報委員
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・大学の教育改革と創生学部の位置づけについての再確認及び学部の今後の課題についての検討会

　ｃ　委員会の審議事項等

・平成29年度第２学期以降の開設科目の体系化について

・創生学部設立記念式典について

・平成30年度創生学部授業科目開設計画について

・履修ガイダンスについて

・領域学修における連携体制について

３　委員会に委員長を置き，入試・広報担当副学部長をもって充てる。
４　委員長は，委員会を招集し，その議長となる。
５～７（略）
８　委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，説明又は意見を聴くことができる。
（連携・研究委員会）
第４条　連携・研究委員会（以下この条において「委員会」という。）は，次に掲げる事項を審議する。
(1) 教育・研究に関する社会連携（協定を含む。）に関する事項
(2) 創生学部教育サポーターズに関する事項
(3) 国際交流に関する事項
(4) 研究推進に関する事項
(5) 薬品管理に関する事項
(6) 領域学修を通じた学内連携の統括に関する事項
(7) 学内施設拡充に関する事項
(8) その他社会連携，研究及び学内連携に関し必要な事項
２　委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。
(1)　連携・研究担当副学部長
(2)　社会連携・研究委員
(3)　学内連携委員
３　委員会に委員長を置き，連携・研究担当副学部長をもって充てる。
４　委員長は，委員会を招集し，その議長となる。
５～７（略）
８　委員長が必要と認めるときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，説明又は意見を聴くことができる。
　（事務）
第５条　第１条各号に規定する委員会の事務は，人文社会科学系事務部において処理する。
附　則　　この内規は，平成29年４月１日から実施する。
附　則　　この内規は，平成30年４月１日から実施する。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

平成29年度
学務委員会　10回開催
教員会議　23回開催

平成30年度
学務委員会　原則毎月1回開催
教員会議　原則毎月1回開催
リテラシー学修調整会議　2回開催（平成30年5月1日時点）

・学部ホームページへについて

・学生指導について

・創生学部学修室について

・保護者説明会及び後援会の設立について

②　実施状況

　ａ　実施内容

・新潟大学学長教育助成制度について

・副専攻入門科目のCAP制除外について

・留学中に取得した単位の認定について

・入試改革について

・高大連携に関する取り組みについて

・入試広報活動について

・教育課程（授業時間割，成績評価，初年次教育，領域学修，学外学修）についての検討会

・創生学部導入科目の教員相互の授業参観

・他学部教員との学修課程の再確認及び領域学修履修方法についての情報共有・検討会

・NBAS機能についての理解及びディプロママップの策定の検討会
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創生学部ＦＤの開催状況は次のとおり

平成29年4月7日　授業参観（参加13名　※対象教員18名）
平成29年4月8日　授業参観（参加16名　※対象教員18名）
平成29年4月11日　基礎ゼミⅠの内容確認と評価方法に関する意見交換（参加18名※対象教員18名）
平成29年4月18日　基礎ゼミⅠのルーブリックに関する意見交換（参加17名※対象教員18名）
平成29年4月25日　自主学修へのサポート体制に関する意見交換(参加17名※対象教員18名）

　ｂ　実施方法

平成29年5月16日 初年次学生対象のゼミ運営についての検討会（参加17名※対象教員18名）

平成29年5年11月14日 創生学部の学修課程と領域学修科目パッケージの履修の検討会（参加35名※他学部教員含
む）

平成29年11月21日 創生学部のこれからの課題についての検討会（参加13名※対象教員18名）

平成30年1月30日 ディプロママップについての検討会（参加11名※対象教員12名）

平成30年3月2日 基礎ゼミⅢ及びリテラシー応用のすすめ方についての検討会（参加11名※対象教員12名）

平成30年3月15日 基礎ゼミⅢ、Ⅳの学習計画及び評価基準についての検討会（参加10名※対象教員12名）

・それぞれの担当（リテラシー学修主担当，領域学修主担当）において検討会を実施
・各学部内委員会の所掌事項において，ＦＤを実施。
・平成30年度からは，学務委員会・教務部門の下で，それぞれの担当教員を中心に構成される「リテラシー学修調
整会議」と「領域学修調整会議」を設置
（役割等は資料9を参照）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

平成29年度
リテラシー学修主担当教員打合せ　5回開催
領域学修担当教員打合せ　3回開催
平成30年度(5月1日までの開催状況）
リテラシー学修調整会議　2回開催

各ターム末（平成29年5月，7月，10月，平成30年1月）に実施した。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

アンケート集計結果を，新潟大学教育・学生支援機構ホームページ上で公開

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

平成30年3月19日 学外学修のデザインと評価についての検討会（参加6名※対象教員6名）

平成30年3月29日 基礎ゼミ及びリテラシー応用，NBASアセスメントシート等についての検討会（参加11名※対象
教員12名）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

意見交換の内容を受け，以下の改善を行った。
・基礎ゼミⅠ，フィールドスタディーズの対応関係を議論し，基礎ゼミにおける学生の発表方法の修正（改善）
を行った。
・基礎ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ及びリテラシー応用について，成績評価方法についてもルーブリックを改善し，共有
する事ができた。
・学生の自主学修に対するサポート体制を整えた。
・NBAS機能の整備（アセスメントシート，ディプロママップ）を行った。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期
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　　・大学全体の自己点検・評価は毎年実施しており，改組後の当該学部に関する自己点検・評価結果については，

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　ａ　公表（予定）時期

　　　学年進行終了後（平成33年度以降），速やかに公表予定。

　ｂ　公表方法

　　・自己点検・評価結果を大学ホームページ上に公開予定

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　教員配置とその体制整備，入学者の確保，学生学修室などの設備設備，授業科目の準備と実施，学外学修先の確
保とその調整など概ね計画通り進めており，設置の趣旨目的は良好に達成できている。

②　自己点検・評価報告書

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

③　認証評価を受ける計画

　　・平成26年度に機関別認証評価を受審しており，次回，平成33年度までに評価機関の評価を受審予定。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　する予定の場合は，「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は，「無」にマルを

　　　　記入してください。

　　　・　「ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期」には，「ａ　ホームページに公表（予定）有無」で

　　　　「有」にマルを記入した場合のみ，時期を記入してください。

　ａ　ホームページに公表（予定）の有無　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　　平成３０年　７月　末日　）

（注）・　「ａ　ホームページに公表（予定）有無」には，５月１日時点で公表している場合，もしくは，今後公表

181


